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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













口絵・本文イラスト　駒都え～じ
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　第一章







　確たしか前の日には雨が降ふっていたと思った。水たまりに反はん射しやする日光を、かすかに覚おぼえている。

　朝から紺こん青じようの空が目にまぶしかった。かすかに吹ふく暖あたたかな風は春先を思わせて、人の心を和なごませる。東京に夏が来るまでの、ちょっとした休きゆう憩けいのような気がした。

　少年はまだ子こ供どもで、少女も子供だった。彼の身体からだは今よりずっと小さくて、代わりに服ふくが大きかった。少女もやはり小さかったが、彼より少し背が高かった。上下お揃そろいの赤い服が、雨上がりの草地に栄はえていた。

　住じゆう宅たく街がいの中、ブロック塀べいとアスファルトに囲かこまれた小さな空あき地ち。このとき初めて二人は出会った。ここは貴き重ちような遊び場で、子供たちには特とく別べつな場所であった。誰だれもが集まるささやかな聖せい地ちだが、お互たがい顔も知らなかった。

　少年は、その日一番に遊びに来た。朝早かったから、いつもの子たちはいなかった。少女だけがただ一人、うずくまって泣いていた。

　少年は戸と惑まどった。女の子が誰で、一体どうして泣いているのか分からない。彼女は小さな訪ほう問もん者しやに気づいたようだったが、それでもまだ幼おさない頰ほほを濡ぬらしている。左手に持った大きめのペンダントが、遠えん慮りよがちに光っていた。

　彼は困こん惑わくしながら、話しかけた。

　彼女は答えない。ただ悲しげなすすり泣きが聞こえてくる。

　何度も訊きいた。少年は活かつ発ぱつであったが、同時に優やさしくもあった。泣いている女の子を、見み捨すてるような真ま似ねはしなかった。

　かすかな、本当にかすかな声が、少女の口から漏もれてきた。

　彼女の家は、もうすぐ引っ越こすことになっていた。両親は共とも働ばたらきで、いつも忙いそがしそうにしている。ここに来たのもそれほど前のことではなく、荷にほどきも全部終わっていないのに、また遠くへ行くことになった。

　それが少女は悲しかった。いつもいつも、友達ができる前にお引っ越しをしてしまう。寂さびしい思いばかりをした。もうどこにも行きたくない。

　ようやく理由が分かったが、少年の当とう惑わくは消えなかった。彼だって少女と同じような子供だ。初めて会った女の子に、してやれることはほとんどない。

　だが少年は、一つの決心をした。

　そして彼は、少女を助けた。

　願いをかなえたわけではない。ただ彼女を慰なぐさめただけだった。

　だが女の子は泣くのをやめて、初めて笑顔を見せてくれた。

　そして二人の出会いは終わった。彼女は遠くへと去っていき、二度と見ることはなかった。

　これが少年の経けい験けんした、ずっと昔の出で来き事ごとだった。







　──なんて甘あま酸ずっぱい思い出は、はるか銀ぎん河がの彼方かなたまで飛び去って行き。







　私立葵あおい学がく園えん二年Ｂ組式しき森もり和かず樹きは隠かくれていた。ただしかくれんぼではない。

　あのときと同じような雨上がりだった。すでに梅つ雨ゆは明けたので、日ひ差ざしは結けつ構こう強いものの、風のためかすごしやすい。だが彼の顔つきは、天気とはまるで違ちがい、まったくに冴さえてなかった。

　朝からいいのは日和ひよりだけだ。起きた途と端たんに湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんが音を立てて破は裂れつしたし、さっきは黒くろ猫ねこが二列縦じゆう隊たいで「黒猫のタンゴ」を歌いながら行こう進しんしていた。おまけに近所の神じん社じやで鳥とり居いが倒とう壊かいしていた。

　ところが、こんな不ふ吉きつな出来事は彼の周しゆう囲いだけで起こっているらしい。世せ間けんは実に明るくて、隠かくれている公園の樹き々ぎも、いつもより青く感じられる。特にここは緑が多いため、柔やわらかい日につ光こうに包つつまれて、全体が輝かがやいているように感じられた。

　もっとも彼に景け色しきを満まん喫きつしている余よ裕ゆうはない。今は椿つばきの茂しげみに身を潜ひそめ、必ひつ死しに気け配はいを消そうとしていた。

　視し界かいの隅すみを通学途と中ちゆうの高校生たちが、軽かろやかな足取りで通りすぎていく。近くに学校があるためか、走ったりはしていない。男女混まじったグループは、陽よう気きに誘さそわれるように喋しやべり、笑いながら歩いている。空そら色いろの制せい服ふくに包まれた身体からだが、楽しそうに跳はねていた。和樹と同じ、葵学園の生徒たちであった。

　何人かの頭上には、金色の光こう点てんが浮ふ遊ゆうしていた。精せい霊れいでも召しよう還かんしたのだろう。いかにも魔ま術じゆつ師し候こう補ほである葵学園生らしい。魔法社会である現代日本では、ありふれた光景だ。

　彼らが過ぎ去ってからしばらく、和樹は身体を動かした。繁しげみがかすかな音を立てる。灌かん木ぼくをかき分けて、頭だけ出した。

　瞳ひとみをしきりに左右へ動かす。彼は生徒たちが通り過ぎたのを確認すると、四よつん這ばいになって繁みから抜ぬけ出た。

　中ちゆう腰ごしになって膝ひざの土と肩かたについた葉はを払はらい、ゆっくりと立ち上がる。小動物が天てん敵てきを警けい戒かいするように、しきりと周しゆう囲いに注意を払った。

　和樹は恐おそる恐る歩道に出た。登校する生徒たちの姿すがたは遠くに去り、今は誰もいない。

　鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえ、いつでも走り出せるようにする。警戒は怠おこたりないつもりであった。だが、もともと運うん動どうは得意ではない。ここで襲おそわれても逃にげ切る自じ信しんはなかった。

　本当なら魔法で姿を消したり、空に逃げる。魔力の高い者なら瞬しゆん間かん移い動どうも使うはずだ。しかし和樹は魔法学全ぜん般ぱん、特に実じつ践せんが苦にが手てであった。使えないことはないのだが、色々理由があり、自ら封ふうじている。この日本で、これはかなり致ち命めい的てきであった。

　もっとも、今は気にしても仕し方かたがない。自分を罵ののしっている場合ではなかった。

　注意深くならなければならないのだ。発見されてはいけない。ウサギのように臆おく病びように、ヘビのように狡こう猾かつに。たとえチキンと罵られようと、あたかも路ろ上じように捨すてられたスーパーのレシートのごとく、密ひそかに生きなければならない。

　せわしなく左右に気を配くばる。誰かがつけているような気配はなかった。そろそろ警戒しなくても大だい丈じよう夫ぶ……と思う。

　緊きん張ちようを解といた。なにもおこらない。

　ほっとした。なんで一いつ介かいの高校生が、朝から諜ちよう報ほう員いんみたいな真ま似ねをしなければならないのかと嘆なげきたくなるが、これにも理由があった。人によっては羨うらやましくなるが、彼にとってはそれなりに深しん刻こくな。

　和樹は肩かたの力を抜ぬき、歩こうとした。

「和樹さん」

「うわーっ」

　いきなり声をかけられ、和樹は跳とび上がった。

　振ふり向くと、長い髪かみの少女が立っていた。

　彼より少し背の低い、なかなか魅み力りよく的てきな少女である。清せい潔けつ感かんのある髪を肩まで垂たらしている。大き目の瞳ひとみが美しく、笑顔の似合いそうな顔立ちだった。

　ただ今は、唇くちびるを結びまなじりを吊つり上げている。

「なにしてるんですか」

　不ふ機き嫌げんそうな声が飛んできた。

「いや、なにって、学校に行く途と中ちゆう」

　おどおどしながら、和樹は答える。

「ふーん。そうですか」

　少女はまるで納なつ得とくしていない。不満げな声で続ける。

「じゃあなんで、わたしと一いつ緒しよに行ってくれないんですか」

「え……。それは……その、夕ゆう菜な寝ねていたみたいだし」

「六時半に起きました。顔も洗あらってご飯はんも食べて歯も磨みがいて、寮りようの玄げん関かんで待ってました」

　ぶすっとした顔のまま、彼女は続ける。

「そうしたら、和樹さんは出てこなくて、それでも待っていたら、遠くの窓から出てきました。鞄かばんを投げて、こそこそしながら塀へいを越こえていっちゃいました。しかもいつもの通学路を避さけて、誰も行かないような狭せまい道を通って、公園に隠かくれちゃいました。どうしてですか。わたし、ずっとずーっと、待っていたんですよ！　昨日きのう、一いつ緒しよに学校行きましょうって約やく束そくしたじゃないですか！」

　少女の名は宮みや間ま夕菜という。和樹と同じ、二年Ｂ組の同どう級きゆう生せいである。だが彼女自身は、ただの同級生とは思っていない。

「いや……だって、ほら、ねえ」

　和樹はとにかくなにかを言って、少女の怒いかりを避さけようとした。が、ちゃんとした言葉にならない。

　彼女は余よ計けいに不ふ信しん感かんを募つのらせたようであった。

「どうしてこそこそするんですか」

　明らかに尋じん問もん口く調ちようだ。なじっている。

「だって、このところ誰かに見み張はられている気がして」

「誰かが尾び行こうしてるって言うんですか。どこにいるんですか」

　目の前にもいるよ、とはさすがに言えなかった。

　言葉を探していると、夕菜がいっそう不ふ機き嫌げんさを増ましていた。

「これじゃあ、一緒に暮くらしている意味がありません」

「暮らしてないだろ！」

　和樹は慌あわてた。人聞きが悪いどころではない。誰か聞いていないかどうか、急いであたりを見回した。

「どうしてそういうことを言うんですか。同じ屋根の下です」

「部へ屋やが隣りん接せつしているだけじゃないか！」

「心は一緒です」

「僕らまだ高校生だよ、高校生！」

「関係ないです」

「あるある。すごくある！」

「普ふ通つうの友達じゃないんですよ」

「だからそれはやめろって！」

「そんな……わたしの気持ちはどうなるんですか！」

　ついに夕菜は、目を潤うるませて訴うつたえた。その真しん摯しな瞳ひとみに、つい気け圧おされた。

「わたしたちの仲は、お父様も公こう認にんしています！」

「……公認っても、一方的にだもんなあ……」

　和樹はつぶやき、途と方ほうに暮れた。

　あのとき公園で泣いていた少女──夕菜と再び出会ったのは、それほど昔のことではない。そもそも彼女は、葵学園に転てん校こうしてきたばかりなのだ。

　出会いは突とつ然ぜんだった。ある日自室に帰ってみたら、夕菜が三みつ指ゆびついて出で迎むかえてきたのだ。それだけでも「夢ゆめか手の込こんだいたずらか」となるところに、彼女は「許嫁いいなずけで夫ふう婦ふ」と言い出した。

　和樹は腰こしを抜ぬかさんばかりに驚おどろいた。もちろん覚えはない。なにしろ宮間家と言えば、日本でも名門である。骨ほねの髄ずいまで雑ざつ種しゆの自分となんの関係があるのだろうか。

　よくよく聞いてみると、彼女の両親と祖そ父ふ祖そ母ぼが「式森和樹を婿むこにしてこい」と送り出したのだという。

　和樹ははっきり言って、地じ味みをイラストにして目め鼻はなをつけたような人間である。わざわざ名な指ざしで婿にするほど特とく徴ちようがあるとは思えない。それは自分でもよく分かっている。だから、なにかの間ま違ちがいだと思った。

　しかし彼女は間違いではないと言い張った。しかも「和樹さんでなくちゃ駄だ目めなんです」と断だん言げんした。

　話によると、どうも和樹の肉にく体たいには秘ひ密みつがあるらしく、夕菜はそれを手に入れるために実じつ家かから命ぜられてきたらしい。つまり「身体からだが目当て」なのである。

　当初、和樹は腹はらを立てた。種たね付つけの馬じゃあるまいし、勝かつ手てに決めないで欲ほしい。向こうの方が金になる分、まだ恵めぐまれている。

　だが夕菜が押おし掛かけてきた理由はそれだけではなかった。あのとき、和樹が彼女を助けたときに、「大きくなったら、お嫁よめさんになってあげる」と約やく束そくしていたのだ。それを果たしたいとう。

　この告こく白はくに和樹は揺ゆれた。自分は忘わすれていたのだが、夕菜は真しん剣けんであり、本気だった。

　紆う余よ曲きよく折せつの末、彼は折おれた。

　折れたとはいえ、いくらなんでも高校生で夫婦はまずい。他人の目もあるし、倫りん理り的てきな問題もある。そもそも、役所への届けとかはどうなるのだ。

　その後、和樹を巡めぐる様さま々ざまな騒そう動どうは頻ひん発ぱつし、彼は百歳さい以上生きていてもまずないだろう、という経験をした。そして和樹と夕菜は「つきあっているような、そうでないような」関係となった。

　ところが彼女は、この中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいが好このましくないらしい。

「昔の和樹さんは、もっと優しい人でした」

　などと言う。

「昔って、いつ」

「小さいときです」

「覚えてないよ……」

「ほら！　それがすごく冷つめたいんです」

「だってまだ小学生だったじゃないか」

「幼よう稚ち園えんです！　どうしてそうなんですか……」

　彼女は涙なみだ声ごえであった。言葉を詰つまらせている。

「ひどすぎます……」

　ついに顔を覆おおった。すすり泣きが聞こえてくる。

　泣きたいのは和樹の方であった。なんだって朝から姿を隠かくしたり、女の子から詰きつ問もんされなければならないのか。まだ学校に着いてもいないのに。

　天を仰あおいだ。この世に神はいないのか。きっといないのだろう。あるいはアルバイトで悪あく魔まもやっていて、今は勤きん務む時じ間かん内ないなのだ。お願いいたします。ぜひすぐにでも、そのバイトをやめてください。きっと賃ちん金ぎん安いはずです。

　顔を戻もどす。まだ夕菜はうつむいて泣いていた。神は悪魔の真ま似ねをするのをやめてくれない。そんなに実み入いりがいいのだろうか。

　結局、自分でどうにかするしかないんだよな……。

　世の中は無む情じようであった。和樹には特に。

　どうにかして慰めようと、肩かたに手をかけた。

　と、背後に異い様ような雰ふん囲い気きがした。誰かがいる。

　振ふり向こうとしたが、できなかった。

　背せ筋すじがぞくぞくした。首のあたりの毛が逆さか立だつ。ひんやりとしていた。

　誰かが自分を捉とらえている。猛もう禽きん類るいが小動物を狙ねらっているような、あるいは肉にく食しよく獣じゆうが爛らん々らんと光る双そう眸ぼうで睨にらみつけているような、そんな感かん触しよく。

　実はこの気け配はい、彼はよく知っていた。

　ぐいっと引っ張られた。

「ああー、和樹！　こんなところにいたのね！」

　女性の声。力ずくで引きずられた。

　視し界かいがくるりと回った。気がついたら、地面に押おし倒たおされていた。

　目の前には、女性の顔があった。

　豊ゆたかな髪かみ。薄うすい唇くちびる。ちょっときつめだが、女じよ優ゆうのような顔立ち。一見かなり年上のようだが、葵学園の制服を着ていた。

「く……玖く里り子こさん……」

　風かぜ椿つばき玖里子は、カモを見つけたホステスのように、にやりとした。

「もー、校門で待っていたのに。いつまでたってもこないんだからあ。探しちゃったじゃない」

「な、なんで待ってたんですか」

「決まってるでしょ。あたしとあんたは結むすばれる運命にあるのよ。学校なんか行ってる場合じゃないじゃない。だからあんたが来たら、無む理り矢や理り拉ら致ちして、どこか人ひと気けのないところに連れて行って、泣こうが叫さけぼうが力ずくで……」

「わーっ、なんでそうなるんですかーっ！」

　悲ひ鳴めいを上げた。玖里子も夕菜と同じく身体からだ目当ての女の子だが、腕わん力りよくにものを言わそう、という点に違ちがいがあった。昼ちゆう夜や問わず、隙すきあらば和樹を押し倒そうとする。やり方が犯はん罪ざいじみているのだ。おまけに実家が資し産さん家かなので、あらゆる権けん力りよくを使ってものにしようとしていた。

　彼女の顔が、息がかかるくらいに迫せまってきた。

「あん。和樹、可愛かわいいわよ」

　ぞくりとするくらいの色いろ気けがある。美び貌ぼうには定てい評ひようがあった。文化祭のミスコンに出ると優ゆう勝しようが決まってしまうので、出場永えい久きゆう禁きん止しになっているとの噂うわさすらあった。

「んー、最高。食べちゃいたい。ていうか、食べる」

　和樹は魅み力りよくに惑まどわされないよう、懸けん命めいに声を張り上げた。

「どうしてそう下げ品ひんなんですか！」

「下品だなんて失しつ礼れいね。欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつと言ってちょうだい」

「忠実じゃなくていいですよう！」

「あら、太たい古この昔から行われてきた営いとなみにケチをつけるのね。人じん類るいはこうやって発展してきたのよ。三さん大だい欲よくに背を向けるのは、進化に逆さからう罪つみ深ぶかい行こう為いだわ」

「そんなの屁へ理り屈くつじゃないですか！」
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　彼女は、「バレたか」と言った。

「ま、あんたも楽しむわけだし」

「やだー、楽しみたくなーい！」

　仰あお向むけのまま、ずるずると逃にげだそうとした。が、彼女ものしかかったまま、公こう道どうを動き回った。

「あきらめなさい。どうせいつかはこうなるんだから」

「そんな。ここ外だし！　道どう路ろだし！」

　おまけに朝だ。たまたま人通りがないが、いずれ誰かが通りかかる。そうすれば警けい察さつを呼ばれて、公こう然ぜん猥わい褻せつだかなんだかで、暗く寂さびしいところに連れて行かれるかもしれない。

　しかし玖里子は、まったく意に介かいしてなかった。

「外って、燃もえない？」

「うわーっ！」

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいであった。純じゆん潔けつとか、心の中の大切なものとかが、まとめて失われそうな気け配はいである。

　そのとき、ふっと、玖里子の姿すがたが消失した。

　圧あつ力りよくがなくなったので、和樹も頭を上げる。そろそろと立ち上がった。

　すぐ側そばで、夕菜が玖里子と向かい合っていた。

「……どうして、いつもいつも和樹さんに手を出そうとするんですか」

　彼女は無む理り矢や理り玖里子を立たせたのか、手首をほぐしている。先ほどまでの涙なみだは噓うそのように消え、きっとした表情である。

　玖里子は前まえ髪がみをぱっと跳はね上げた。

「んー、だって夕菜ちゃん泣いてたし。あれは、『もうわたしはあきらめます』って合あい図ずかなーって」

「都つ合ごうのいい解かい釈しやくをしないでください。わたしと和樹さんは、なにがあっても離はなれないんですから」

　夕菜はきっぱりと言い切った。

「でも和樹は、離れたがっていたわよ」

「そんなはずありません。玖里子さんみたいに、強ごう引いんな人が誘ゆう惑わくするからです」

「あなたも結けつ構こう都合いいわね」

　呆あきれたような玖里子。

「でも、あたしもそう簡かん単たんに手を引きたくないのよ。商しよう売ばい絡からんでいるし」

　彼女の実家は、新しん興こうの富ふ豪ごうである。同族にも拘かかわらず冒ぼう険けん的てきな経営で、財ざい界かいに新風を巻き起こしていた。

「和樹の血は重じゆう要ようなの」

「そういう、よこしまな考えがいけないんです」

　夕菜は顔を紅こう潮ちようさせた。

「わたしなんか、ずっとずっと前から、和樹さんのお嫁よめさんになるって決めていたんですから」

「思いつめて本気になっちゃうのが、夕菜ちゃんよねえ」

　玖里子はくすくすと笑った。

「でもま、それくらいの方が、あたしも張り合いがあるってことか。勝しよう負ぶする？」

　玖里子が軽く右手を挙あげる。指先にきらきらした粉こなのようなものがまとわりつき、ゆっくりと回かい転てんした。

　精せい霊れい魔ま法ほうである。小声で契けい約やくのための呪じゆ文もんを唱となえている。玖里子は元もと々もと霊れい符ふを使った魔法が得意だが、他の術を知らないわけではない。それに葵学園は魔ま力りよくの大きい生徒を集めたエリート高校であり、彼女はトップクラスの成せい績せきを誇ほこっていた。

　金色の粉は、よく見るとそれぞれ意い志しを持って独どく自じに動いている。さすがにこんな場所なので名もない精霊たちを集めたようだが、それでも攻こう撃げきされればただではすまない。

「どうする夕菜ちゃん。ここでやるの？　あたしはいいわよ」

「負けません！」

　夕菜は引かなかった。彼女は逆に腕うでを大きく掲かかげる。

「風シルフ！」

　竜たつ巻まきのような精霊たちが発生した。空気が渦うずとなって音を立てる。風ふう圧あつが玖里子だけではなく、和樹の顔面をも襲おそった。

　玖里子とは逆に、夕菜は精霊魔法を得意としていた。彼女もまた葵学園の生徒にふさわしく、高い魔力の持ち主であった。

　それぞれ、魔力を高めて睨にらみ合いをしていた。心なしか、気温が下がったようにすら感じる。

　気がつくと、和樹は二人に挟はさまれていた。

「あ……ちょっと」

　背せ筋すじに汗あせが流れる。

　夕菜は和樹のことを無む視ししたかのごとく、竜巻を操あやつる。

「覚かく悟ご！」

「カマン」

　玖里子が人差し指をちょいちょいと動かす。同時に金色の精霊たちが防ぼう壁へきのように広がった。そこに激げつ昂こうした夕菜の竜巻が襲いかかる。

　二人の間で魔法と魔法がぶつかりあい、爆ばく発はつした。

「ひええっ」

　和樹は寸すん前ぜんで伏ふせた。運動が苦手のわりには素す早ばやい行動であったが、完全に避よけることはできなかった。空気が破は裂れつした余よ波はを受け、身体が持ち上がり、跳ばされる。

「うわあああっ」

　くるくる回転した。そのままふらふら動き回る。出で来き損そこないの地球ゴマみたいになりながら、どすんとぶつかる。そこで止まった。

「……え？」

　ブロック塀べいに衝しよう突とつした、のではなかった。柔やわらかい感かん触しよくがある。布ふ団とんだと思ったが、それにしては暖あたたかい。

　ずり落ちそうになるのをなんとか防ぎ、顔を上げる。

　冷つめたい瞳ひとみが見下ろしていた。

　日本人形みたいに髪をそろえた少女だった。肌はだも白く、なめらかだった。よく見ると、背はあまり高くない。

　和樹はバランスを崩くずしながら、よりによってその胸に顔を埋うずめていた。

「……ほう」

　明らかに、怒いかりの混まじった声がした。

「朝っぱらの痴ち話わ喧げん嘩か、ご苦く労ろうなことだと思ったが、なにか？　私に対する嫌いやがらせだったのか？」

「り、凜りんちゃん……そんなことない……よ」

　和樹は顔を引きつらせながら答えた。

　彼女は一年生の神かみ城しろ凜。二人と同じく、和樹を婿むこにしろと実家から言われている少女である。ただし夕菜や玖里子と、決定的に違うところがあった。

「お前という男には、軟なん弱じやくという言葉すらもったいないようだ」

　怒ど気きに満みちた、静しずかな声だった。彼女は和樹のことが大だい嫌きらいなのである。

「偶ぐう然ぜんじゃないか。そう、偶然」

「偶然とやらは私にぶつかるようになっているのか」

「確かく率りつからいけば、あり得えない話じゃない……と思う」

「狙ねらったとしか思えん」

「いや、凜ちゃんの胸なんかに興きよう味みはないし」

　やばい、余よ計けいなことを、と思ったときには、少女の表情は変わっていた。

「……多少は男らしいところがあるのではと思ったときもあったが、やはり期待するだけ無む駄だだったようだな」

　彼女は背中の荷物を下ろした。

　取り出したのは黒くろ鞘ざやに納おさめられた日本刀であった。ゆっくりと鯉こい口ぐちを切り、抜く。

　ぞっとした。二に尺しやく二に寸すんはある真しん剣けんである。小柄な彼女にはやや不ふ釣つり合いだが、迫はく力りよくは桁けた違ちがいだ。

　凜は学校では生物部に属ぞくしていて、およそ武道には縁えんがない。だが、その実じつ腕うで前まえは一級で、剣道部から助すけっ人とを頼たのまれることもしばしばであった。

「その性しよう根ね、叩たたき直してくれる」

「いや、ちょっと待って。誤ご解かいっていうか」

　とんでもない話であった。確かに胸に顔を埋うずめたし、いい思いをしたと言えなくもないが、代だい償しようがこれでは。

　しかし、彼女は許してくれそうにない。

「峰みね打うちにしてやる。骨こつ折せつくらいですむはずだ」

「うわーっ」

　この日何度かの悲鳴を上げて逃げようとした。背はい後ごから、凜の刃やいばが迫せまる。

「覚かく悟ご！」

「凜さん！」

　ようやく気がついたのか、夕菜が立ちはだかった。

「和樹さんになにをする気ですか」

「知れたこと。式森を倒たおします」

「そうはいきません。大事な男ひ性とを傷きずつけるわけにはいかないんです！」

「……夕菜さんも、同どう類るいとみなしますが」

「まずわたしを倒してください」

「ならば！」

　白はく刃じんが走った。曲きよく線せんの軌き道どうを残して、和樹と夕菜に襲おそいかかる。

　夕菜の精霊たちが、その刃やいばに絡からみつく。抵てい抗こうとなって威い力りよくを落とした。さらに空気の層そうがクッションとなって、はじき返す。

「はっ！」

　夕菜が気合いを入れる。小型の竜たつ巻まきが凜を下か方ほうから狙ねらった。

　彼女は日本刀に力を込こめた。魔力を受け、虹にじ色いろに輝かがやく。そのまま竜巻にぶつけた。破は裂れつ音がして、空気が四し散さんする。

　夕菜の前には精霊たちが盾たてとなり、爆ばく発はつを防ふせいだ。和樹にはそんな気の利きいたものがなく、またも跳とばされた。

「ああっ、和樹ったら、結局あたしの元に来るのね」

　くるくる回った先は玖里子だった。夕菜が目ざとく見つける。

「駄だ目めですってば！」

　片手で凜と戦いながら、もう片手で玖里子に精霊を飛ばす。

「きゃっ。和樹、助けて」

　玖里子は飛んできた和樹の襟えり首くびを摑つかんだ。精霊に投げつける。

　ボンと音がして、またもあらぬ方向へ弾はじかれた。

「こら、こっちに来るな」

　凜が近づいてきた和樹を蹴け飛とばした。

「ひどい、なんてことをするんですか」

　と言いながら、夕菜は和樹を引き寄せようとした。しかし、戦っている最さい中ちゆうなのでなかなかうまくいかない。失敗して、指ゆび先さきで弾いた。また凜の方へ行く。

「だから邪じや魔まだ」

　蹴けられる。

「あん。盾たてになって」

　投げられる。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　と言いつつ失敗。

　和樹は三人の間を、まるでピンボールのように、あちこち跳ね返っていた。頭がシェーカーのように揺ゆさぶられ、脳のうがとろけていくような気がする。

　三人はなおも戦せん闘とうをやめない。薄うすれゆく意い識しきの中で、和樹は思った。

　神様、聞こえますか。アルバイトで悪魔をやっているなんて言ってすみません。きっと本ほん職しよくだったんですね。そうでなければ、こんなに手て際ぎわが良くないはずですから──

　とどめとばかり、誰だれかの放った魔法で爆ばく発はつが起こった。




　　　　○




　和樹たちからやや離はなれたところにある、小高い丘おかの上。

「ふん……」

　つぶやいて、女性はカールツァイスの刻こく印いんが押おされた双そう眼がん鏡きようをおろした。

　背の高い、金きん髪ぱつの女性だ。切れ長の眼で前方を眺ながめている。モデルばりの美び貌ぼうと言ってもいい。そろそろ夏だというのに、クリーム色のロングコートを着ていた。

　平日の昼間に、双眼鏡を片手に丘に登っている女性の姿すがたは、奇き妙みようと言えば奇妙であった。だがここは樹じゆ木もくが密みつ集しゆうしており、よほど眼をこらさない限り、外から見つけられる恐おそれはない。そのためか、彼女は和樹たちの監かん視しに集中していた。

「どうだ」

　隣となりの男が訊きく。無ぶ精しようひげを生はやした、陰いん気きな感じのする青年である。彼女とは対たい照しよう的てきに、背は低い。

「馬ば鹿かなことをしている。高校生オーバーシユーレにしては子供っぽい。あれなら二キロ先からでも感かん知ちできる。監かん視しの必要もなかった」

「どれどれ」

　男も手にした双眼鏡で覗のぞいた。本来、監視・尾び行こうには遠方可視フエルンズイヒトのような魔術が使われるが、それには多大な精せい神しん力りよくと集中が必要であった。しかも油断すると精せい度どが落ちることが多い。こと日常的な見張りに関しては、双眼鏡はまだまだ有ゆう効こうな手しゆ段だんであった。

「ほほっ」

　笑い声が漏もれた。

「男が子こ猫ねこちゃん三人に小こ突づき回されてるじゃねえか。誰だあれは」

「フロインディンだ」

「へっ、女友達フロインデインときたか。ありゃあどう見てもＳＭだぜ。マゾっ気けのある奴やつにはたまらねえんじゃねえか」

　彼女は男の言葉を無視して、双眼鏡を使った。

　レンズの向こうでは、和樹が三人に振ふり回されていた。ときおり魔法が使われるのか、小爆発が起こっている。

「よくこんなところでやってるな。魔力の無む駄だ遣づかいじゃねえか」

「まだ子供だ。使いどころが分かっていないのだろう」

　魔力は個人によって差があり、肉体と精神を酷こく使しする。そのため、普ふ通つうは滅めつ多たなことでは使わなかった。

「……にしても、日本の女はケツの形がいいねえ」

　女性はわずかに顔をしかめた。男の言葉の中に、下げ卑びた響ひびきを感じ取っていた。

「日本人は年ねん齢れいに比くらべてガキっぽく見えるっていうが、俺おれはまったくかまわねえ。こっちの方が好みだ」

「…………」

「ディステル、見てみろよ。あの真ん中の女、なんて言った、ユウナか。いいケツしてるじゃねえか。涎よだれが出そうだ。熟うれる前の女には、たまらねえ匂においがあるからな」

　金髪の女性、ディステルは答えなかった。無む言ごんで軽けい蔑べつを表していた。

　男はその雰ふん囲い気きを感じたのか、口の端はしを曲まげた。

「お高く止まるなよ。監視なんて仕事は、これくらい楽しみがなきゃやってられねえ」

「監視だけが任にん務むではないはずだが、ヴィペール」

「そいつは先の話だ。何日もこうやって見張ってみろよ。目の前に女が三人だ。ふるいつきたくなるってもんだろうが」

　ヴィペールは、なおも双眼鏡で夕菜たちを見つめた。舌したで何度も、唇くちびるをなめ回す。

「くそっ、我が慢まんできねえ。思い出すぜ、半年前のイスタンブールをよ。あれは最高だった」

　半年前、ディステルはまだこの男とは組んでいなかったが、噂うわさは聞いていた。イスタンブールを訪れた女性二人組の観光客に「眠ねむってもらう」任務だったはずだ。簡単なことだったが、連れてこられた二人は、どちらも精せい神しん的てきショックを受けて使い物にならなくなっていた。身体に傷があったので、ヴィペールがなにをしたか誰にでも推すい察さつできた。だが本人は「事故があった」としらを切り通し、そのうちうやむやになった。

　彼が任務に加わると知ったとき、ディステルはあからさまに嫌けん悪お感かんを示した。優ゆう秀しゆうな男かも知れないが、チームが崩くずれる可能性があった。しかし押し切られる形で、加えなければならなかった。

「あいつら無む防ぼう備びもいいところだぜ。ここでやっちまおう。待つ必要なんかねえ」

「駄目だ」

　ディステルは感情のこもらない声で言った。

「まだ工作が終わっていない。いま実行に移うつしたら騒さわぎになる」

「けっ、マスコミと警察の根ね回まわしくらい、さっさとやれってんだ」

「じきに完かん了りようする。それまでこっちはじっとしていればいい」

　彼女は双眼鏡をしまった。騒ぎは収まったのか、和樹と少女三人は、葵学園に向かっていた。

「いくぞ」

「なんでえ、お楽しみは終わりかよ」

　ヴィペールは鼻を鳴らした。

「この国で外国人は目立つ」

「慎しん重ちようなこった」

　そう言いながら、ヴィペールは丘おかを降りていった。厚あつ底ぞこの靴くつ──鉄てつ板ぱんでも入っているのだろう──が小石を踏ふみしめる音が響ひびく。

　少し歩いただけで、彼は振ふり返った。

「なんでえ、戻もどらねえのかよ」

　ディステルは立ち止まって、今いた場所を見ていた。丘の向こう、林に隠かくれた住じゆう宅たく街がいをじっと睨にらんだ。

「──誰か」

「はん？」

「誰か、我々の他に任務に就ついていたか」

「なに言ってんだ。ここは俺とお前だけだぜ。フィアールカはもう潜せん入にゆうしている。オグロは例の場所で工作の真っ最中だ」

　ヴィペールが怪け訝げんな顔をする。

「なんか見えたのか」

「いや……気け配はいがしたのだが……誰かに見られている」

「へーっ、こいつは珍めずらしい。天下の『血まみれデイ・ブルーテイヒディステル』が心配性かよ」

　軽かる口くちは聞き流した。ほんの一いつ瞬しゆんだが、かすかに気配を捕とらえた。痕こん跡せきを残すのを防ふせぐため不ふ可か視しの結けつ界かいを張らなかったが、裏うら目めに出たかもしれない。

　気力を集中する。が、もはや捉とらえられなかった。誰かがこっちを注視している感もない。あるいは、気のせいだったのか。

　いらいらしたように、ヴィペールが言う。

「行くんじゃねえのか。そこに突つっ立ってるほうが、よっぽどやべえだろうが」

「……そうだな」

　彼女は歩き出した。

　丘を降りる。そこに車が止めてあった。乗ろうとして、今度は二人とも足を止めた。向こうから、自転車に乗った警官が近づいてきていた。

　急いでいる様子はない。ここら一帯を巡じゆん回かいしているようだ。あるいは「高校生が魔力を使って喧けん嘩かをしている」と通つう報ほうでもあったのか。

　自転車はブレーキをきしませて止まり、小太りの巡じゆん査さ長ちようが降りた。ちら、と車を見る。

「この車、あんたらの？」

　横おう柄へいな口く調ちようで訊きいてくる。ディステルは笑顔を浮うかべながら答えた。

「ええ。私の車です」

　日本語で答える。特とつ訓くんで習しゆう得とくした発音に自信はあった。年ねん輩ぱいの警官は、驚おどろいて目を丸くしていた。

「あ、ああ、そう」

　驚きを隠したいのか、よりいっそう車を眺ながめ始めた。

「このところ、車の盗とう難なん事件が多くてねえ」

　警官が聞こえよがしに言った。

　彼女は黙だまっていた。ナンバーは本物だし、車しや検けん証しようも免めん許きよ証しようも持っている。不ふ審しんなところはない。

「駄だ目めだよこんなところに止めちゃ。免許証見せて。ここらは学校が多いから、変なやつも多いんだ。犯はん罪ざいも最近増ふえているから、ちょっと交こう番ばんまで……」

　警官はそれ以上言うことができなかった。

　いきなり顔を引きつらせ、苦く悶もんの形ぎよう相そうを浮かべだした。しきりと胸むな元もとをかきむしっている。

　眼がん球きゆうが飛び出さんばかりになり、舌したも突き出ている。喉のどが笛ふえのように音を立てた。そのまま前のめりになり、倒れる。

　確かめるまでもない。警官は絶ぜつ命めいしていた。

　背後にはヴィペールが立っていた。

「ちょれえ。真空ルフトレーア・ラオムを使えばこんなもんよ」

　楽しげな口調に、ディステルは顔をしかめる。

「なんで殺ころした」

「なんではねえだろう」

　彼はにやにや笑っていた。

「このままだったら、交番ポリスボツクスまで連れて行かれたぜ。めんどくせえことになったろう」

「偽ぎ装そうは完かん璧ぺきだ。余計なことをする必要はない」

「甘あめえこと言ってんじゃねえよ。もうすぐ実行だぜ。警官に捕つかまる方が余計じゃねえか。それより、こいつを片づけてくれ」

　ヴィペールが、息いき絶たえた警官を見下ろした。

「この上、私に手て間まをかけさせる気か」

「ここに放ほうっておく気か？　こういうのはあんたが得意だ。いまさら嫌いやになったわけでもあるまい。殺しも処しよ理りも、たくさんこなしたはずだ」

　彼はおかしそうに顔をゆがめた。

「びびったか？　やめろよ。悪い冗じよう談だんだ」

　言葉とは裏うら腹はらに、目は笑っていない。値ね踏ぶみするように、突つき刺さすようにディステルを見ていた。その視線は、蝮ヴイペールの通り名そのものであった。

「さ、やってくれよ。燃もやせ」

　屈くつしたりはしない。この変へん質しつ者しやの尻しり拭ぬぐいまでさせられるのはごめんだ。だが、警官の死体を放置するわけにもいかなかった。

　彼女は口の中で、小さく呪じゆ文もんを唱となえた。







　第二章







　他の生徒からかなり遅おくれて、和樹たちは校こう舎しやに入った。和樹は急いで上うわ履ばきに履はき替かえると、夕菜と二年Ｂ組まで走る。玖里子は三年、凜は一年だから別のクラスだ。

　予よ鈴れいが鳴る直前に、二人は教室にはいることができた。級友との挨あい拶さつもそこそこに、着席をする。真ん中の列の、やや後方。夕菜の席は真後ろである。

　和樹は一時眼目に備そなえて、鞄かばんから教科書とノートを出した。最初は魔ま法ほう史しだ。

　魔法の起き源げんはかなり古い。欧おう州しゆうでは古こ代だいギリシアまでさかのぼることができるという。記き録ろくによると、そのころはもっぱら天てん候こう操そう作さに使われていた。食物の収しゆう穫かくを左さ右ゆうする、重要な技わざだったのだ。共同体はシャーマンをあがめ、お告つげを拝はい聴ちようしていた。

　ローマ時代から中世になると、魔法に別の側そく面めんが加わる。金きんを生み出す技が開発されたのだ。そのころのプラハで作られた技ぎ術じゆつ、いわゆる錬れん金きん術じゆつは、瞬またたく間に欧州を席せつ巻けんした。各国は競きそって魔ま術じゆつ師しを養よう成せいし、それと共に地ち位いは上がっていった。

　むろん全すべての国で、魔術師が社会的地位を得ていたわけではない。宗教と絡からみ合っていたため、スペインでは大だい規き模ぼな迫はく害がいが起こったことがある。また、新大陸の先せん住じゆう魔術師が、植しよく民みん者しやに虐ぎやく殺さつされたこともあった。時代と場所によっては、多た量りようの血が流されたのである。

　近きん世せいに入り、政治では王おう権けんが確立されていく。それと共に、魔術も世せ俗ぞく化かしていった。迫はく害がい、弾だん圧あつ等などを経験した結果、魔術師たちは宗教的な地位を得るのではなく、世間と同どう化かする方を選えらんだのだ。

　権けん力りよく者しやたちは、魔術師の通つう信しん手しゆ段だんに着ちやく目もくし、多数を国家お抱かかえとした。感かん応のうでの会話にしろ飛行魔法による通信文の運うん搬ぱんにしろ、その素す早ばやさが重ちよう宝ほうされたのだ。この連れん絡らく手しゆ段だんは国家の中ちゆう央おう集しゆう権けん化かを進め、地方に敵対勢力が出現することを防ぐことになった。叛はん乱らんの芽がまだ小さいうちに、素早い対応によって防止することができるのである。

　魔術師のこれらの力によって、国家体制は急きゆう速そくに安定していった。やがて魔術師自身が政治に関かん与よするようになり、権力中ちゆう枢すうを占めるようになる。

　また、国家に雇やとわれなかった魔術師たちは、民みん間かんへと降りていった。特に商しよう取とり引ひきに魔法が多用されることになる。その結果、それまで秘ひ伝でんとされていた魔法の技術が、民みん衆しゆうの間に広く知られるようになった。

　これは西洋だけではなく東洋でも同じで、明みん、清しんの時代に魔法は社会の底てい辺へんにまで普ふ及きゆうするようになった。奇くしくも、洋の東西で同じことが起こったのである。そして、現在も使われている魔法の基き礎そは、ほとんどがこの時期に開かい発はつ、理り論ろんづけられたものであった。




　……ということを、和樹はしつこいくらいに学まなばされていた。葵学園では魔法を正しく把は握あくするため、歴史的な側そく面めんからの教育もことのほか重じゆう視しされていた。

　だが、教育は結けつ構こうだと思うものの、和樹にとっては大きなお世話であった。

　葵学園は他の高校と違ちがい、カリキュラムに専門的な教科が多く組み込まれている。それは開校の理り念ねんである『諸外国に負けない魔術師の育いく成せい』を実現するためである。そのため全国から魔法エリートが集められていた。

　これが和樹にとっては嫌いやな点であり、コンプレックスともなっている。近世になって発展した魔法理論によると、人間は誰しも魔術師と定てい義ぎづけられている。だが、人が個人によって顔かたちが違うように、魔力にも差があった。

　魔力は個人によって総そう量りようが決まっており、この範はん囲い内ないでしか使えなかった。これが個人によって違うのである。一いつ般ぱん的てきには二十回に欠かける程度、十数回である。この回数が多ければ多いほどエリートとされ、社会的地位も高くなっていた。魔力のあるなしによって地位が上下することに根ね強づよい批ひ判はんはあるものの、現実であった。

　魔法そのものの強さは、これとは別にある。同じ一回でも、威い力りよくに差があるのだ（ややこしいことに、どっちも魔力と呼ばれている）。とはいえ、普ふ通つうは魔法回数の多い人ほど、威力のある魔法が使える。

　だが和樹は、これにちょっと難なんがあった。おまけにここはエリート校のため、千回以上使える生徒はざらである。周りの人間との差が嫌でも目につくのだ。

　おかげで覇は気きのないことおびただしかった。周りの人間との差を、まざまざと見せつけられる。血のおかげで入学できたらしいのだが、だからといってやる気が出るわけではなかった。

　……今日きようも適てき当とうに過すごすか。

　そんなことを考えていたら、肩かたをつつかれた。

「和樹さん」

　呼ばれて、右を向く。夕菜が顔を寄せていた。どきっとする。

　つい後ろに引いたら、怪け訝げんな顔をされた。

「どうしたんですか？」

「い、いや、なんなの？」

「あの……先生来ませんね」

　言われて、教きよう壇だんの真上にある時計を見た。考え事をしていたので気づかなかったが、針はりがかなり傾かたむいている。

「そうだね」

「今日から、新しい担たん任にんの先生じゃありませんでした？」

　Ｂ組は先月に入ってから、担任教師が病びよう気きで入院していた。おかげで和樹はともかく、夕菜はほとんど顔を見ていない。いつまでも不ふ在ざいでは困るので、新任の教師が来ることになっていた。

「そうだっけ？」

「ええ。みんな噂うわさしてましたよ。これも忘れてたんですか？」

　夕菜は今け朝さのことを思い出したのか、顔をしかめた。

「もう……。じゃあ、今度の日曜日、お出かけする約やく束そくでしたけど、覚えてます？」

「……もちろん」

「なんですか、今の間は」

「いやその、ちょっと」

　忘れていたのである。

「菫すみれさんが券を二枚くれるから、行きましょうって言ったじゃないですか。こんな大事なことまで」

「夕菜夕菜、声が大きいって」

　和樹は唇くちびるに人差し指を当てた。二人の関係はクラスメートには言っていない。騒さわいだら知られてしまう。

　彼女は不ふ服ふくそうな顔をしたが、それでも声を小さくした。

「忘れないでくださいね」

「ごめん……。それにしても先生、ずいぶん遅おそくない？」

　とっくに週しゆう礼れいが始まっているはずであった。

「そうですねえ……」

　その時、がらりと扉とびらが開いた。

　女性がぜーぜー言いながら、転がるようにして入ってきた。

　スリムな身体からだをした若い女性だ。スラックス姿すがたが、しなやかな肢し体たいに似に合あっている。なにかスポーツをやっていそうだ。

　しかし、動どう作さが乱らん暴ぼうで品ひんがなかった。髪かみの毛を背はい後ごで無む造ぞう作さに結むすんでいて、化け粧しようっ気けもない。

　彼女は、出しゆつ席せき簿ぼを放ほうり投げるようにして教きよう卓たくに置いた。その上に突つっ伏ぷす。背中が大きく上下していた。
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「あの……」

　最さい前ぜん列れつにいる女子が、不安そうに声をかけた。

「……あー、悪い悪い。息が整ととのうまで、ちょっと待って」

　女性はしばらくしてから、起きあがった。

「うー、しんど……」

　口を半開きにして息を吸すっている。

「すみません……どなたでしょう」

　再び質しつ問もんした女子生徒に、彼女は軽かるく手を振ふった。

「待って、いま説明する」

　それからチョークを取り、一気に黒板に書いた。

「はい注目。わたしが新しい担任、伊い庭ばかおりです」

　彼女はチョークの先で、自分の名前を指した。字が右に曲まがっていた。

「ごめんね、野や暮ぼ用ようで遅おくれちゃったの。この学校って意外と遠くてさあ」

　大きく深しん呼こ吸きゆうをする。

「おかげで朝っぱらから全力疾しつ走そう。こんなに走ったのは、わたしの鞄かばんからゲームソフトをギッたやつ追いかけて以来だよ」

　からから笑う。クラスの生徒は、皆みなぽかんとしていた。

「中村先生が自じ殺さつ未み遂すいだか発はつ狂きようだかで入にゆう院いんしたので、今日から代わりにやってきました。あれ、肝かん臓ぞうの病気だったかな？　まあいいか」

　彼女は簡単に自分の経けい歴れきを紹しよう介かいした。国こく籍せきは日本だが実は東とう欧おうの生まれで、欧州、北中米などあちこちを放ほう浪ろうしていたらしい。どこに行っても日本語で押おし通し、ドイツで暮くらしていたときは「どのドイツ人よりも日本語がうまい女」として恐おそれられていたそうだ。

　日本に来てからは大学に通かよいつつ、「売られているゲームソフトを全部制せい覇はする」偉い業ぎように没ぼつ頭とうしていたらしい。

「おかげで部へ屋やがソフトで埋うまっちゃってね。その上に布ふ団とん敷しいて寝ねてたよ。あ、名前のかおりは平ひら仮が名なだからね。漢字を知らないわけじゃないぞ。それとちゃんづけで呼ばないように。一応、先生だから礼れい儀ぎは守らないとね」

　不ふ審しんそうに見る生徒たちの顔には、そろって「いまさらなにを言ってるんだ」と書いてあった。

　それに気づかず、かおりは続ける。

「つーことでよろしく。なにか質問ある？」

　夕菜が手を挙あげた。かおりは、おぉ、という顔をする。

「キミの名前は……えーと、宮間夕菜、だったかしら」

　夕菜は驚おどろいた。

「なんで知ってるんですか？」

「馬ば鹿かね。事じ前ぜんに教え子の名前を覚えることくらい常じよう識しきよ」

　彼女は胸を張った。やけに子供っぽい動どう作さだ。

「で、なに」

「あのー、もう一時間目が始まっているんですけど」

　扉とびらの外では魔法史の教きよう師しが、いらいらしながら腕うで時ど計けいを見ている。

　かおりはそっちに、ちらりと目を向けた。

「……いいんだよほっとけば」

「廣ひろ長なが先生、最近血けつ圧あつが高いって言ってますけど……」

「なんでも高い方が偉えらいんだよ。血圧だってギネスに載のるくらい上げりゃいいの」

「そうしたら、死んじゃうような」

「世界記録になれば本ほん望もうでしょ。それだけ？　じゃあ他に訊ききたいことがある人はいる？」

　栗くり色いろの髪かみをした女子生徒が手を挙げた。

「キミは、えーっと」

　彼女は急いで出席簿をめくる。

「松まつ田だ和かず美みだったかしら」

「……菫淳じゆん子こです。名前、覚えているんじゃないんですか」

「うるさいな。宮間夕菜くらいしか覚えてないんだよ。で？」

「先生はいつまで担任をやられるのですか」

「んー、ずっとかな」

　淳子は怪け訝げんな顔で聞き返した。

「中村先生が治なおったら……」

「ありゃ治んないよ。あのまま退たい職しよくするに決まってんじゃない」

　馬ば鹿かなことを説くな、とばかりに手をひらひらと振ふる。クラス中があきれた。

「……いいんですか、そんなことを言っても」

「どうせ来ないからいいよ。年とってから病気しちゃ駄だ目めってこと。そんなわけでわたしが、あんたたち卒業するまで永えい遠えんに担任。ほら、喜よろこべ」

　かおりは大口を開けて笑った。やけに真っ白な歯が見える。淳子がなんとも言えない表情をした。

「……犬けん歯し、とがってますね」

「へ？　ああ、この歯ね。わたし吸きゆう血けつ鬼きなの」

　また胸を張る。威い張ばっているらしい。

「生徒の血を吸って生きてんだよ。とがってないと役に立たないわけ」

　大声で笑ったが、クラスの中は静かだった。皆みな、くすりともしない。

　彼女は気まずくなったのか、軽く咳せき払ばらいをした。

「まあそんなわけで、これからよろしく。なんか悩なやみ事ごとがあったら、いつでも相そう談だんに乗るぞ。ああ、恋れん愛あいとか受じゆ験けんとか、そんなつまんないのは抜ぬきね。政せい府ふ転てん覆ぷくの計画や、死し体たい蘇そ生せい術じゆつならいつでもオッケー」

　色いろっぽくないウインクをした。

　扉ががんがん音を立てた。廣長が、凄すごい形ぎよう相そうで叩たたいていた。

　かおりが舌した打うちをした。

「ちっ。そろそろまずいか。あとはもうないね」

　扉の外を警戒しつつ、出席簿を小脇に抱かかえる。走り出す準じゆん備びのようだ。

　ふいに、こっちを向いた。

「そうだ、男でさあ……えーと、なんつったっけ、しき……式森和樹」

「は、はい」

　いきなり呼ばれ、和樹は反はん射しや的てきに返事をした。がさつな女おんな教きよう師しが、じっとこっちを見ていた。

「キミか」

「はい……」

　思わず和樹はひるんだ。どういうわけか、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのような気持ちになる。

　彼女はにやりと笑った。

「ふっふっふ……顔は覚えた」

「はあ？」

　ぽかんとする和樹。かおりは構かまわず、

「じゃあこれで終わり。面めん倒どうだから号ごう令れいはいいわよ。じゃね」

　派は手でな音と共に扉が開いた。彼女は、怒いかりで顔を赤くしている廣長の脇をくぐるようにして、教室から走り去った。




　　　　○




　一時眼目は廣長の怒りに始まり愚ぐ痴ちに終わったが、以後の授業は滞とどこおりなく進んだ。

　最後の日本史も終わり、教室にほっとしたような開かい放ほう感かんが溢あふれた。クラスの中は、話し声と帰り支じ度たくをする騒そう音おんで満みちていった。

　夕菜も鞄かばんに教科書、ノートを詰つめていた。彼女はクラブ活動はしていない。和樹と一いつ緒しよに帰るつもりでいた。

　和樹はゆっくりと片づけをしている。その姿を彼女はじっと眺ながめていた。見ていたい、というより、目を離はなすといなくなってしまうのである。

「──宮間さん」

　声をかけられた。

　振ふり向くと、さっき夕菜の前に質しつ問もんした生徒、淳子がいた。

「なんでしょう」

　やや驚おどろいて、夕菜は返事をする。

　淳子はつい半月ほど前に、葵学園に転校してきたばかりである。菫、という珍めずらしい名字なため注ちゆう目もくを集めたが、当人は物もの静しずかな女子生徒だった。そのため、あまりクラスの人間と会話をしているところを見たことがない。たまに話をしても、ちょうど先ほどのようになにかの質問であった。

「少し、いい？」

「え……ええ」

　和樹のことを気にしながら返事をした。

「そう」

　淳子はあまり抑よく揚ようのない、事務的な喋しやべり方をしていた。ただ聞いていると、留る守す番ばん電話の挨あい拶さつのような気すらする。

「あなた、歴史に興きよう味みがあったかしら」

「え、歴史ですか？」

「ええ」

　少し考えた。教科書を読むくらいで、好きでもなければ嫌きらいでもない。

　正直に言った。

「……特には」

「そう。ほら、前に言わなかったかしら。招しよう待たい券けんが二枚余っているって。今晴海はるみでやっている、『大ドイツ展』のものなの」

「ああ……はい」

　和樹と一緒に行くイベントの、チケットの話である。考えてみれば、どんな招待券か聞いていなかった。

「本当は私が観みに行くつもりだったんだけど、用事ができていけなくなったの。今度の日曜日が最終でしょう。だからよかったらって、思ったんだけど」

『大ドイツ展』は、東とう京きよう国こく際さい貿ぼう易えきセンターで行われているイベントである。有あり明あけの東京国際展てん示じ場じようの建設が中止になったため急きゆう遽きよ場所を移されたものだが、宣せん伝でんに力を入れているため、かなり評判になっていた。

　これは元々、ドイツ国内の文化、歴史を日本に紹しよう介かいするため、新聞社が企き画かくしたものであった。歴史に重点が置かれているだけあって、展示物は中世から近代にかけてのものが多い。しかもドイツ大使館と、独どく日にち友ゆう好こう協きよう会かいが全面協力をしているので、普ふ段だんドイツ国内から持ち出されないようなものまで展示してある。特に皇こう帝ていが所持していた財ざい宝ほうは、展覧会の目め玉だまとして耳じ目もくを集めていた。埠ふ頭とうには八十年ほど前の帆はん船せんまで係けい留りゆうされているという。

「お嫌いやだったかしら」

「いえ、そんなことありませんけど」

「式森君といっしょに行くんでしょう？」

　にこりと、淳子が笑う。

「えっ……」

　驚いた。頰がやや熱くなる。

「あら、つきあっているのではないのかしら」

「わたしはそのつもりなんですけど……」

　ここで声を潜ひそめた。

「どうして知っているんですか」

　和樹が「つきあう」とか「彼氏彼女」という言葉を嫌がるため、学校ではそういうことを言わないようにしていた。ときどき、わざとくっつくようにするが、彼はすぐに逃にげ出してしまう。夕菜としては、それが不ふ満まんであった。

「見れば分かるわよ」

　彼女はまた笑った。なにか諭さとされているような気がした。同おない年のはずだが、どことなく大人おとなびたところがある。

「二人でデートしたことはないのかしら」

「それが……ないんです」

　なにしろ二人でもっとも長く歩いた距きよ離りが、学校から寮りようまでである。遊ゆう園えん地ちなどに誘さそったこともあるが、なんだかんだでうやむやになっていた。

「だったらちょうどいいんじゃない？　混こんでるかもしれないけれど、そのほうが式森君が恥はずかしがらないのではないかしら」

「そうですね」

　確かに、二人で遠とお出でどころか散さん歩ぽもしたことはない。私服でどこかに行った思い出もなかった。

　彼女は淳子から招待券を二枚受け取り、頭を下げた。

「ありがとうございます」

「いいの。私が持っていても、無む駄だになっちゃうから」

　その台詞せりふを聞きながら、夕菜は急いで帰り支じ度たくの続きをした。話しているうちに、和樹がいなくなってしまったのだ。また恥ずかしいからとかで、先に帰ったのだろう。

　鞄を持つと、引き戸を開けて走り出す。

「楽しんできてね」

　淳子の言葉を背中に受けた。それはどことなく乾かわいた言葉であったが、夕菜は気づいていなかった。




　和樹はちょうど校門を出ようとしていた。もちろん帰るためである。それも一人で。

　夕菜の目をごまかすために、授業が終わってからクラスの喧けん噪そうに紛まぎれ込み、早すぎず遅おそすぎす、慎しん重ちように廊ろう下かに出たのだ。このタイミングにはこつがいる。

　今ごろ夕菜は慌あわてているかもしれない。それとも腹を立てて文もん句くを言っているか。多分、両方だろう。

　別に一いつ緒しよに帰りたくないわけじゃないんだ、と自分に言い訳をする。ちょっと恥ずかしいだけで。

　これまで和樹は女性に縁えんがなかった。頭頂からつま先まで目立たない上に、成績も下から数えた方が早い。それに運動もあまり得意ではなかった。かといって、全すべてにわたって最悪というわけでもない。ようするにただひたすら地じ味みなのである。

　良いにせよ悪いにせよ、他人にアピールできる特とく徴ちようがなかった。クラスの中で埋まい没ぼつしており、そのまま目立つことなく卒そつ業ぎようしてしまいそうなタイプであった。

　小さい頃ころは活かつ発ぱつで、率そつ先せんしてなにかをすることもあったが、自分の魔ま力りよくが分かるにつれて、やる気は薄うすれていった。

　和樹は魔法で他者より圧あつ倒とう的てきに劣おとっていた。この国では魔力の高い者ほど、学校、社会で有ゆう利りだという現実がある。つまりスタートラインが違ちがっていた。しかも葵学園は魔術師の養成校。気分も暗くなろうというものだ。

　そのため、半分投げやりな青春を送っていた。魔力は生まれついてのものだから、いまさら変へん更こうはきかない。無駄な努力はしない主義だ。

　それがいきなりの大変化。彼女持ちである。しかもなんの前まえ触ぶれもなく。

　うろたえるな、と言う方がどうかしていた。

　そこからが目まぐるしかった。女性と親したしくした経けい験けんがない上に、夕菜はとことん積せつ極きよく的てきなのである。人目はばからず一緒にいようとし、和樹を引っ張り回していた。

　そこが和樹が一歩下がってしまうところであった。押おしが強すぎるのだ。そもそもいきなり自分の元に女の子が転がり込んできて、「夫ふう婦ふです」と言われ、平へい然ぜんとしていられる人間がいるだろうか。もちろん、「ラッキー」と口くち笛ぶえを吹ふいて馴な染じめる者もいるだろうが、あいにく和樹はそうではない。

　もちろん、夕菜の気持ちが分からないわけではなかった。純じゆん粋すいで、悪あく意いがない。だからこそ、距きよ離りを置いておきたかった。せめて慣なれるまで、時間が欲ほしい。

　それだけだ。多分、それだけ。

　いつの間にか、銀杏いちよう並なみ木きを歩いていた。考え事をしているうちに、校門を出たらしい。

　後ろを向く。それから急いで、銀杏の樹の陰かげに隠かくれた。

　しばらくそうしていると、夕菜の姿が見えた。早足で目の前を過ぎていく。和樹を捜さがしていた。

　離はなれるまで待った。気づかれないことを確かめてから、歩き出す。

　自じ己こ嫌けん悪おを抱いだいた。

　なんで隠れたんだ。夕菜は自分と一緒に帰りたいだけだ。いや、それが恥はずかしい。

　また隠れたなんてことが知られたら、彼女はまた騒さわぎ出す。それだけならいい。きっと悲しむ。いくらなんでも、それくらい分かった。

　いつもこんなことをしていた。そんな自分が嫌いやだった。

　夕菜はちょうど、路ろ肩かたに止まった車の側そばを通り過ぎたところだ。今からでも追いかけた方がいいだろうか。

　なんとなく早歩きになった。前を見るが、それほど距離は縮ちぢまっていない。彼女は意外と歩くのが速い。駆かけ出すかどうか逡しゆん巡じゆんした。車の横まで来る。

　突とつ然ぜん、車道側のドアが開いた。

　大男が飛び出して回り込み、ぼんやりしている和樹の口を塞ふさいだ。

（えっ!?）

　声を出そうとしたが、毛むくじゃらの手が、顎あごをがっちりと捉とらえていた。

「早く連れてこい」

　左ハンドルの車が視し界かいをかすめた。陰いん気きそうな男が乗っている。

　疑ぎ問もんが頭を飛び交かう。誘ゆう拐かいなのか。僕を？

　反射的に暴あばれようとした。が、強い力で押さえつけられてしまう。無理に右手だけを抜ぬいた。

　滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり回したら、肘ひじが相手の鼻に当たった。うめき声がして、力が弱まる。

　つんのめったが、身体からだが自由になった。助かる、と思った。

　舌した打うちが車の中から聞こえた。

　同時に、視界が暗あん転てんした。

　目め隠かくしをされたかと思ったがそうではない。目が一いつ瞬しゆんにして膨ふくれあがっていた。

　喉のども苦しくなる。口の中になにかを突つっ込まれた感かん触しよく。肺はいから空気が奪うばわれていく。舌したが突つき出ているのが分かった。

　身体が内側から膨ぼう張ちようするような、不ぶ気き味みな感覚に襲おそわれた。眼がん球きゆうも飛び出しそうになる。喉が圧あつ迫ぱくされる。声が出ない。

　肩を摑つかまれた。抵てい抗こうできない。車の中に引きずり込まれようとしていた。

「和樹さん！」

　声が聞こえた。同時に爆ばく発はつ音おん。

　和樹の身体は爆風で持ち上げられた。後方に弾はじき飛ばされる。半回転して、街がい路ろ樹じゆに叩たたきつけられた。

　かろうじて意い識しきは保たもっていた。さらおうとしていた男も、頭を押おさえながら立ち上がっている。

　もう一度和樹に近寄ろうとするが、その頭上でまたも火か球きゆうが爆発した。周しゆう囲いが赤く染そまる。

　男は和樹をあきらめ、外がい車しやまで駆かけた。キュルルンとエンジンスタートの音がする。車は半分焦こげていたが、まだ動くようだ。

「乗れ！」

　運転席からいまいましそうな声がする。男が助手席に飛び込んだ。エンジンが唸うなる。

　車はタイヤのきしみと排はい気きガスを残し、逃とう走そうしていった。

「和樹さん……」

　夕菜が走り寄ってくる。青い顔をしていた。

　返事をせずにぼうっとしていると、肩を摑み、揺ゆさぶられる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、和樹さん」

「…………」

　どこか遠くからの声に聞こえた。

「和樹さん!?」

「え……ああ」

　ようやく返事ができた。自分でも、呆ぼう然ぜんとしていたのが分かった。

「怪け我がはありませんか」

「うん、まあ」

　銀杏いちょうの樹にぶつかったせいでところどころ痛んでいたが、それほどひどくはない。

「夕菜は……」

「わたしはなんともありません」

　あらためて、拉ら致ちされそうになった場所を見た。ガードレールに焦こげ跡あとがついている。音と光ばかり大きい火球だったが、威い力りよくがうかがえた。

「あれ、夕菜がやったの」

「いえ」

　彼女はかぶりを振ふった。

「わたしも、その、驚おどろいてしまって、なにもできなくて……ごめんなさい」

　すまなそうな顔になる。非ひ力りきさに苛さいなまれているようだった。
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「いや、僕もなにもできなかったし」

　薄うすく笑う。魔ま術じゆつ師しのエリート校に通っているとはいえ、所しよ詮せんはこんなものだ。

「でも、だったら、一体誰だれが……」

　さらわれる和樹に狙ねらいをつけ、しかも焼かないように加か減げんして魔法を放はなったのだ。並なみの人間にはできない芸げい当とうである。

　もう一度、自分がいた場所を見た。そこに、いつのまにか人がいた。

「あーらら、いっちゃったか。メルセデスの２８０ＳＥクーペなんて、また渋しぶい車を使ったもんだね。修しゆう理りすんのに金かかるぞ、あれ」

　その人物は吞のん気きそうに言った。

「先生……」

「よっ」

　伊庭かおりはにかっと笑い、手を挙げた。




　　　　○




「はいこれ飲んで」

　和樹はどうもと返事をして、喫きつ茶さ店てんのロゴが書いてあるマグカップを受け取った。黙だまって口をつける。

　ティーバッグの紅こう茶ちやと、かすかなブランデーの香かおりが喉のどの奥おくに伝わる。

「安物でゴメンね。わたし紅茶の違ちがいって、分かんなくってさ」

　かおりが言った。

「いえ……助かります」

　まだショックが身体に残っている。今はなんでもいいから口にしたかった。同じくカップを持った夕菜も、黙ってうなずいていた。

　三人はかおりのマンションにいた。事件の後、「とりあえずウチに来て、落ち着きなさい」と言われたのだ。

　二人は一も二もなく承しよう知ちした。寮りように帰り、一人で過ごしたくはない。人といる方がよかった。

　ゆっくりと薄うす茶ちや色いろの液えき体たいを飲む。歯がカップの縁ふちに当たり、カチカチと鳴った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……多分」

　言葉に自信がない。

　気を紛まぎらわせようと、室内を見み渡わたした。１ＬＤＫだが広く、天てん井じようも高いマンションだった。引っ越こしたばかりなのか、真新しい段ボールが積み上げられている。箱の中から衣い類るいとゲームソフトがのぞいていた。

　かおりは床ゆかにクッションを敷しいて座すわり、ガラスのコップにストローを挿さしていた。

「それ……」

「これ？　トマトジュース」

　彼女はうまそうに赤い液えき体たいをすすった。幸せそうに息をつく。それから、和樹に言った。

「とんだ目にあったなあ」

「ええ……」

　小さく首を振る。まさか誘ゆう拐かいなんてことが我が身に降りかかるとは、思ってもみなかった。

「顔に見覚えとかは？」

「いえ、全然」

　知らない男たちだった。日本人ではなかったような気もする。

　全すべてが一いつ瞬しゆんの出来事だった。あっという間に口が塞ふさがれ、行動の自由を奪うばわれていたのだ。映画みたいに素す早ばやく逃にげたかったが、そんなのは無理な話だ。いざ自分がそういう目に遭あうと、ほとんどなにもできない。あの魔法、火炎球フランメンバルがなければ、今ごろ見ず知らずの場所に連れ去られていただろう。

　ふと、気づいた。

「……先生」

「ん？」

「助けてくれたの、先生なんですか」

　あのとき近くにいたのは、かおりだけだ。

　彼女の肩かたが、少し上がった。

「誰でもいいだろ」

　否定をしているが、信じてもらいたいような口く調ちようではない。あまりとぼける気もないみたいだ。

「きっとどこかのクラーク・ケントが助けに来たんだよ」

「はあ」

「ゴーストライダーかな。まあいいじゃん。助かったんだから」

　あははと乾かわいた笑い声を上げている。気が抜ぬけて、和樹はこれ以上訊きくのを止めた。礼を言おうとしたのだが。

　かおりは音を立ててトマトジュースを飲み干すと、コップをフローリングの床に直ちよく接せつ置いた。

「でもさ、キミが誘拐される理由が分かんないよなあ」

「……先生、知ってるんじゃないんですか」

「いや、知らないよ。本当に」

　かおりは大きくかぶりを振る。

「キミの成績みたけど、なんか凄すごく目立たないんだよね。実じつ家かも裕ゆう福ふくってわけじゃないし。普ふ通つうに高校を卒業しそうだけど」

「そうですね」

　正直に答えた。彼にも心当たりがない。ただなんとなく高校生活を続けていた自分に、誘拐される原げん因いんがあるとは思えなかった。

「でも……」

　夕菜が口を挟はさんだ。

「和樹さんだって葵学園の魔術師ですよ。だからさらわれそうになったんじゃ」

「そんな立りつ派ぱなもんじゃないよ」

「でも、和樹さんの血は世界一です」

「ああ。そっか」

　釈しやく然ぜんとしないが、言われてみればそうかもしれない。

　かおりが首をひねった。

「キミ、世界一なの？」

「いえ、僕が世界一というか、先せん祖ぞが」

　和樹の肉体、特にその血には大きな特とく徴ちようがあった。

　先祖にスイスのパラケルスス、ポーランドのトファルドフスキを始め、古こ今こん東とう西ざいの優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師しが多くいるのである。彼の身体にはその因いん子しが濃のう縮しゆくされ、優秀な遺い伝でん子しとなって存在しているのだ。

　つまり和樹に子供が生まれれば、優秀な魔術師になる可能性が高い。魔力が社会的な地位を決めるので、その子の将来は約束されたも同然である。一族全てが繁はん栄えいすることもありうる。

　そのため、夕菜は実家から「婿むこにしてこい」と命ぜられ、玖里子は押し倒そうとするのである。

　聞いたかおりは感心したように言う。

「ふーん。凄すごいじゃん。そのせいかな」

「だけど僕が魔法を使えるわけじゃないんですよ」

「なんで。それだけ有名な魔術師が先祖にいたら、キミも相そう当とうなもんだと思うけど」

「そうだったらいいんですけどね」

　和樹は嫌いやそうな顔をした。

「魔法、何回使える？」

　かおりが訊きいた。

「三回です」

「……え？」

「三回！　元も八回でした」

　やけくそになった。和樹は一いつ般ぱん市し民みんよりも、かなり低い魔力の持ち主なのである。そもそも八回が非常に少ない上に、使ってしまったためにこれしかない。

「そりゃあ、ある意味大したもんだ」

　彼女は変な感心をした。

「意味ないですよ。使うことができないんですから」

「どうせないなら、ぱーっと使えばいいじゃん」

「殺す気ですか！」

　魔力は使い切ると人間の身体からだに大きな変化をもたらす。なくなると、肉体が消しよう滅めつしてしまうのだ。塵ちりになって消えてしまう。これは総そう理り大だい臣じんからサラリーマンまで例外はない。和樹も同じである。おまけに、どうしてそんなことになるのかは解かい明めいされていなかった。

　つまり、和樹の身体にどんな強力な魔術師の血が流れていようが、使えない以上宝の持ち腐ぐされなのであった。これでは宝ではない。

「だから、僕なんか誘ゆう拐かいしてもしょうがないんですよ」

　愚ぐ痴ちっぽい喋しやべりかたになった。大魔術師になる可能性があるのは、和樹の子供である。どうせなら結けつ婚こんするまで待ち、赤あかん坊ぼうを誘拐した方がいい。

「ふーん。そうか」

　かおりはうなずいた。

「宮間は何回なんだ？」

「わたしは……その」

　和樹のことをちらっとうかがった。

「二十一万……です」

　女教師の口から、なんともいえないため息が出た。

「こりゃまた、ずいぶん多いねえ」

「ええ……まあ」

「夕菜は、学校の中でもダントツに多いんです。こんな数聞いたことないですよ」

「二十万は滅めつ多たにいないからねえ」

　かおりが呆あきれる。葵学園は魔法エリートの学校である。だから十万を越こえた生徒もいる。玖里子や凜がそうだ。だが、二十万以上は彼女しかいなかった。

　近代国家では、赤ん坊が生まれるとすぐに魔力の検けん査さがおこなわれ、正確な数すう値ちがはじき出される。政せい府ふの記き録ろくによると二十回未み満まんがもっとも多く、十万台は数えるほどしかいない。

　二十万になると、普ふ通つうの人にはまるで縁えんのない数値である。これに匹ひつ敵てきするのは、歴史上の偉い人じんくらいだろうか。

「だから夕菜と僕って、本当は釣つり合わないんですよ」

　和樹は自じ嘲ちよう気ぎ味みになった。なにしろ二十万と言ったら、自身が五万人集まって、ようやくどうにかなる数である。

「そ、そんなことありません。多いのだって苦労はあるんですから。小さい頃ころなんか、友達に話すこともできなかったんです。お父様なんか、『そんなにたくさんあるのは、体内に悪あく魔までも飼かってるからだ』なんて言って……」

「凄すごい悪魔ね」

「わたし、結けつ構こう傷きずついたんですよ。目立っちゃってしょうがなかったんですから……」

　狼ろう狽ばいしたように、夕菜が話す。和樹との釣つり合いを、実は一番気にしていたのかもしれない。

「なるほどね……」

　かおりが納なつ得とくすると同時に、ベルの音がした。彼女は立ち上がり、部へ屋やの隅すみにある電話のところまで行く。今どき珍めずらしいダイヤル式の黒電話だ。

　どこかと話をしている。小声なので、会話の内容は聞こえない。

　電話はすぐに終わった。

「まあ、災さい難なんだったけど、警けい察さつには適てき当とうに話して、あとは忘わすれることだね。一いつ杯ぱい引っ掛かけて寝ねるのがいい」

「僕、高校生ですよ」

「気にすんな」

　教師の台詞せりふとは思えない。

　とはいえ、忘れた方がいいのは同感だった。いつまでも気に病やんでいると、ろくなことがない。うじうじするのはよくない習しゆう癖へきだ。

「しばらくは、大人おとなしくしてるんだね」

　ええ、と和樹は言い、カップをソーサーに載のせた。学校に行くのは仕方ないが、外にいるとろくな目に遭あいそうにない。

「……チケット、無む駄だになっちゃいますね」

　ぽつりと夕菜が漏もらす。

　なんのことか分からなかったので、聞き返した。

「なにそれ」

「招待券ですよ」

　夕菜は、帰る前に淳子から大ドイツ展のチケットをもらったと話した。

「今度のお休みで最後なんです。だから、和樹さんと行くつもりだったんですけど……」

「でも、こんなことがあったしなあ」

「わたし、行きたいです」

　未み練れんが混まざった声だった。

「しょうがないよ。またいつか」

「和樹さんはそう言って、いつも行こうとしませんから」

　彼女はまだこだわっている。不満げな表情だった。

「行ってくれば？」

　かおりが新しい紙パックの封ふうを切りながら言った。和樹は驚おどろいて反はん駁ばくする。

「だって危ないって……」

「そうだけどね。気き分ぶん転てん換かんも必要だろ。キミ、このままじゃ参まいっちゃうよ」

　気になることを指し摘てきされた。確たしかに落ち込むことに関しては自信がある。

「ひとりでじっとしていると際さい限げんないよ。人混みの中にいるのも、いいんじゃない」

「でも、危あぶないかも」

「なんなら一いつ緒しよに行こうか」

「先生も？」

「うん。わたしもチケット持ってる。友達に格かくゲーのソフト貸かしたら、お礼にくれた」

　彼女は食しよつ器き棚だなの引き出しがら券を取り出し、ひらひらさせた。束たばになっている。

「結構あるから、他の連中誘さそってもいいぞ。あ、でも」

　さも、今気づいたかのように、

「デートの邪じや魔ましちゃまずいか」

　和樹は慌あわてた。

「いや、デートだなんて。そんなことないです。来てくれるとありがたいです。とても」

「そーか？　宮間は嫌いやみだいだが」

　和樹はおずおずしながら隣となりをうかがった。夕菜は憮ぶ然ぜんとしている。そっと訊きいた。

「あの……どう？」

「別に構かまいませんよ」

　言葉とは裏うら腹はらに、彼女はそっぽを向いた。

「でも二人っきりがいいなあ、わたし」

　聞こえよがしに言う。

「でもさ、みんなで行ったほうが楽しいじゃない。話もできるし、食事だって」

「つまりわたしと二人になりたくないんですね」

　結構的まとを射いた指し摘てきだったので、和樹は狼ろう狽ばいした。

「そんなことないって。大おお勢ぜいもいいってだけで」

「ま、いーですけど」

　冷ひややかな眼で見られた。まるで信用していない口ぶりだ。

「その代わり、再来週の日曜はつきあってくださいね」

「さ、再来週も？」

「そうです。埋うめ合わせをしてもらいます」

「う……分かった」

　がくっとうなだれた。誘ゆう拐かいだ危険だと騒さわいでいたのが、いつの間にかデートである。なにかはめられたような気がする。

　かおりはにやにやしていた。

「決まりだな。楽しんでくればいい。日曜はわたしも行くけど」

「……なーんか、企たくらんでいそうですね」

「ないない。そんなことない」

　大げさに否定した。余計に怪あやしい。

「いいですよ、もう……。他には、誰を誘さそいます？」

「適てき当とうにあたってみるよ。評判のイベントだから誰か来るだろ。知らない人は誘わないから、安心していいよ。まだ日があるから、着ていく服でも選んでおけばいい。存分に青春を謳おう歌かしなさい」

　彼女はトマトジュースを最後の一いつ滴てきまで注ぎ込むと、空になった紙パックをゴミ箱に放ほうり込んだ。




　　　　○




　ほぼ同時刻。都内某ぼう所しよ。

「勝手なことを！」

　室内にディステルの怒ど声せいが響ひびいた。蒼あおい双そう眸ぼうが怒いかりに満ちている。

「一体どういうつもりだ！」

　ヴィペールは、横を向いて舌した打うちをした。服の袖そで口ぐちが焦こげている。

「いいじゃねえかよ。タイミングがよかったから、やっちまおうと思っただけだ」

「各地への工作が終わるのは今週末だ。それまでに手を出すなと言ったはずだ」

「待ってるこたあねえんだ。捕つかまえたらトランクにでも投げ込んで、サンフランシスコに送っちまえばいい。あとは仲間がやってくれる」

「その結果、日本に残った我々の身分は露ろ見けんして、一いち網もう打だ尽じんだ。それを甘かん受じゆしろと？　お前も逮たい捕ほされるかもしれんぞ」

「逃げりゃいいんだ。警官なんざ、何人でも殺してやるぜ」

「警けい戒かいされて、二度とこの国で活動できなくなる。馬ば鹿かげた代だい償しようだ」

「めんどくせえ……」

「黙だまれ」

　静かだが、ヴィペールの口を塞ふさがせるのに十分な声だった。殺さつ気きすら含ふくませている。室内の温度が、一気に下がったかのよう。

　彼女は木製の椅い子すに座すわった。

「前にも言ったとおり、余よ計けいな手出しは禁止だ」

　それだけを言う。あとは無言だった。

「だけどね」

　黙って聞いていた、小こ柄がらな女性が口を開いた。

「なんだ」

「ヴィペールの言うことも間ま違ちがってはいないわ。臨りん機き応おう変へんなんて言葉を使うつもりはないけど、できるうちにやればいいのよ」

　異い議ぎを唱となえるというより、挑ちよう戦せんするような口ぶりだった。栗くり色いろの髪かみの毛の下で、黒い瞳ひとみが鈍にぶく光っている。

「フィアールカ、お前もこの男のふざけた意見に同どう調ちようするのか」

「たまたま失敗しただけよ。成功したら問題なしじゃない」

「成功しなかった。仮か定ていは意味がない」

「日曜日に来ないかもよ」

「前後数日、余よ裕ゆうは見てある。それでも目標と接せつ触しよくできない場合、プラン白ヴアイスにすればいい。それに、週末が確実と言ったのは、お前だ」

「ええ。そうだけど」

　フィアールカは壁かベに寄りかかったまま返事をした。

「早いのに越こしたことはないわ。それに、今まで彼の方法は有ゆう益えきだった」

「愚おろかな方法でもある」

「愚かかどうかじゃないわ。役にたつかどうか、よ」

「なら決まっている。役にたたん」

「おい、そりゃねえだろう」

「いいか」

　彼女は抗こう議ぎの声をあげるヴィペールに、言葉を継つがせなかった。全すべてを否ひ定ていするかのような口く調ちようで続ける。

「ここはお前のいたシエラレオネじゃない。ダイヤモンド鉱こう山ざんを襲しゆう撃げきするのではないのだ。アフリカ傭よう兵へいのころの癖くせは捨てろ」

「だけどな……。お前の方がよっぽど変だぜ。大がかりな舞ぶ台たいを用意して、わざわざ日程まで決めて」

　彼は両手を広げた。

「ここまで舞台をでかくしてどうするつもりだ？　確かにあの目的だけじゃなくて、この国のあちこちに細さい胞ぼうを作る必要もあった。単たん純じゆんの方がいい。それともなにか、これが彼の好む方法なのか？」

　ディステルはその言葉に、少し目を細めた。

「……そう思いたければ、思うがいい。だが人ひと混ごみに紛まぎれれば、私もお前も不自然ではない。それにだ」

　彼女は間を置いた。

「あの学生たちに、護ご衛えいがついている」

　ヴィペールは戸と惑まどった。

「なんだ、そりゃ」

「気づかなかったのか？　どうしてお前の誘拐キツドナツペンが失敗したと思う。学生たちの反はん撃げきではないぞ。魔法を専門に使う奴が護衛していた。しかも、我々と同じ匂においがする」

　聞かされて、フィアールカとヴィペールの身体からだがこわばった。魔力の強い魔術師は、その技ぎ能のう故ゆえに政せい府ふ機き関かんに雇やとわれることが多い。中には非イ合リ法ー活ガ動ルを専門に行う者もいた。

「どこかの機関か？」

「言ったろう。同じ匂いがする」

「腕うではどうなんだ」

「アフリカの傭よう兵へいよりはいいようだ」

　皮ひ肉にくを浴あびせられ、ヴィペールの顔が紅こう潮ちようした。指先が奇き妙みような形に曲まがる。

「てめえ……」

「やめておけ」

　いつの間にか、ディステルの手に自じ動どう拳けん銃じゆうが握にぎられていた。シグザウエルＰ２２０の銃口が、ヴィペールの眉み間けんに向けられている。

「この距きよ離りでは、魔法より銃じゆう弾だんの方が速い」

「く……」

　元傭兵はぎりっと歯を嚙かみ鳴ならす。ディステルは意に介かいさない。

「いずれにせよ、方針に変へん更こうはない。以上だ」

　彼女は立ち上がり、部へ屋やから出ていった。

　扉とびらが閉まると同時に、ヴィペールは床ゆかに唾つばを吐いた。それからテーブルを蹴け飛とばす。

「いけ好かねえ女だぜ」

　ポケットからしわの寄ったスペインタバコの箱はこを取り出す。COHIBAコイーバの文字がよれていた。

「ちっとできるからってリーダー気取りときた。何様のつもりだ」

「彼のお気に入りだからね」

「けっ。彼か」

　ヴィペールは紙巻きに火をつけた。つんとする匂いが、部屋の中を漂ただよう。

「彼、彼、彼。ここでもご登場か。おお、嫌いやだ」

「会ったことないの」

「ないね。まったく、どいつもこいつもあいつに会うと途と端たんに骨ほね抜ぬきだ。ブエノスアイレスにいた女なんざ、おれに股また開きながら、奴やつこさんの名前を口走ってやがる。白しらけるったらねえぜ」

　苦々しい口く調ちようだが、怒いかりではない。どこかに気き味み悪わるさを漂ただよわせていた。自分とは明らかに異ことなる存在に接したときの、得え体たいの知れない恐おそろしさのような感情。

「どうなってんだありゃ」

　フィアールカが言う。

「あなたは会ったことないから、そんなこと言えるのよ」

「同じ男で、人間だろうが」

「違ちがうわ。分かっていないのね」

　憐れん憫びんの声こえ質しつだった。教えるというよりは、自じ慢まんするように語った。

「彼は人間だけど、一個の芸げい術じゆつよ。声、姿、仕し草ぐさ……全すべてが計算された偶ぐう然ぜんによって成り立っているの。カリスマなんて言葉も物足りない。すばらしいわ。一度でも眼にすれば……自分の持っているなにもかもを、捧ささげたくなるのよ」

　弾はずむように、陶とう酔すいするように言う。彼女も会ったことがあるのだろう。

「へっ……そんなもんか」

　きっとして、栗くり毛げの女性はヴィペールを睨にらむ。

「そうよ」

　彼は薄うす気き味み悪わるそうに肩をすくめる。

「分からねえな。ま、おれは金だけもらえればいいんだけどよ」

「でも、あなたも話をしたことはあるんじゃない？」

「声しか知らねえよ。仕事とボーナスの話だ。アルゼンチンでのんびりやっていたら、いきなり感応ウーバーミツテルンを使ってきた。頭の中に声が響ひびいたんだ。あんなにはっきり聞こえたのは初めてだ。誰にも居場所を言ってねえのに……」

　押おし黙だまる。出来事を反はん芻すうしているようだった。信じられないことだったと、表情が物語っている。

　それからヴィペールは顔をしかめ、

「どうでもいい。金をもらうまでは、あの女の言うことも聞いてやるさ」

　タバコを床ゆかに捨てると、荒あら々あらしく踏ふみ消した。







　第三章







　ディステルの頭上を、生クリームを投げつけたような雲が通り過ぎていった。太陽が顔をのぞかせ、初しよ夏かの日差しを存ぞん分ぶんに浴びせる。白い肌はだを刺さすような日光に思わず目を細めるが、すぐに隣となりの雲が移動して遮しや断だんした。彼女はほっとして、サングラスを外はずした。

　あらためて目の前を見み渡わたした。巨きよ大だいな鉱こう石せき運うん搬ぱん船せんが止まっている。埠ふ頭とうには黒っぽい石が山と積まれていた。オーストラリアあたりから運ばれてきた鉄てつ鉱こう石せきだろう。荷を下ろして軽くなった運搬船は、波にあわせるように上下していた。

　潮しお風かぜが鼻につく。波が軽く、足元のコンクリートを叩たたいていた。カモメの群むれが、ゆっくりと沖へ飛んでいき、その向こうに客船が進んでいた。

　どこかで見た風景だった。彼女の記き憶おくになにかが刻きざまれている。思い出すのに、多少の時間がかかった。

　ああそうだ、と彼女は思った。ケーニヒスベルクだ。彼方に追いやったはずの故こ郷きように似ていた。だけどあそこはこの晴海はるみ埠頭ほど、明るくなかった気がする。

　そもそも彼女はかの地の生まれではない。ドイツ北部の街、リューベックで生を受けた。だからエルベ川と北ほつ海かいの方がなじみ深い。ただ父親は毎日のように、「ケーニヒスベルクが本当の故こ郷きようだ」と言っており、自然と覚えてしまった。子こ守もり歌うた代がわりに聞かされた思い出話のため、風景を思い描えがけるまでになっていた。

　父親は靴くつの工場で働いていて、母親はいなかった。自分と弟が生まれたのだからいたはずなのだが、顔も覚えていない。父によると事故で死んだらしいが、始し終じゆう酔よっぱらっている男の言葉を信じてはいなかった。きっと若い男と逃にげたに違ちがいない。

　父親は不ふ真ま面じ目めではなかったが気が小さく、嫌いやなことがあるとすぐに酒へ逃とう避ひした。そして酔うたびに「オレの先祖は貴族ユンカーなんだ」と放ほう言げんしていた。血ち筋すじはしばしばチュートン騎き士し団だんまで及および、おまけに毎回先祖が違っていた。

　職場でも同じことをしては笑われているのだろう。だがそれなりに心の支ささえだったらしい。彼女もほとんど聞いていなかったが、真しん剣けんに耳を傾かたむける弟には何度も話をしていた。そして「いつかはケーニヒスベルクに連れて行ってやる」と言っていた。

　ディステルは行きたくなかった。ケーニヒスベルクはすでにその名ではなく、スラブ人の支し配はいする街まちとなっていたし、なにより毎日の生活が大事だった。給きゆう金きんはほとんど酒代に消え、残りもツケの支し払はらいに充あてられている。たわごとを聞いている暇ひまはない。だから父親がいなくなっても、なんとも思わなかった。

　書き置きは弟が見つけた。東へ行くと書いてあった。行けるものか。西と東の境さかいが緩ゆるくなっていたとはいえ、ポーランド国こつ境きようを越こえられるかどうかも怪あやしい。二か月ほどしてから、新聞に身元不明の死体が書かれていたが、確かめたりはしていない。

　それ以来、父親のことは忘れた。弟と二人で、生きていかなければならなかったから。




　──意識を戻もどした。自分を呼ぶ声が聞こえる。

「少しよう尉い」

　若い男が呼びかけていた。

「なんだ」

「そろそろお戻もどりになられては」

　ちらと時計を見た。陽ひはかなり高くなっていたが、開場にはまだ時間がある。

「もう少し」

　埠頭の風景がなんらかの感かん傷しようを呼び起こしたとは思いたくないが、離はなれがたいのも事実だった。

「しかし……」
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　彼は心配そうに言った。この男は、いつもこんな顔をする。

「他のメンバーは配置につき始めています。準じゆん備びをされたほうがいいのでは」

「構わん」

「そうですか……」

　放ほうっておこうかと思ったが、不安げな面持ちを見て、つい付け加えた。

「事前の準備は整ととのっている。あとはアクシデントに備えるくらいだが、これは起こってみなければ分からない。せいぜい平常心を保てるように祈いのるだけだ。となると、ここでじっとしているのも、それなりに意味のあることになる。分かったか、オグロ」

　半分屁へ理り屈くつだったが、オグロはほっとしたような顔になった。

「了りよう解かいしました。少尉」

　かしこまって敬けい礼れいする。軍ぐん隊たいではないのだから、意味のないことは止めろと言ってるのだが、癖くせというものはなかなか抜ぬけないらしい。

　ディステルはかつて、半年だけ連邦軍ブンデスヴエーア少尉の身分になったことがある。彼はそのときに懐かい柔じゆうして、組そ織しきの工作員に仕立て上げた。そのためか、いまだに自分のことを少尉と呼ぶ。

　もちろんオグロというのも本名ではない。そもそも鬼オグロというコードネームに似につかわしくないほど、幼おさない顔立ちをしていた。両親はアルゼンチンの軍ぐん事じ政せい権けんに反対して移住してきたそうだが、深く訊きいたことはない。

　風が頰ほほをなでた。オグロは一言も発せず、じっと立っている。

　ディステルは心の中でため息をついた。言げん外がいに「一人にさせてくれ」と伝えているのに、静かにしていればいいと思っている。けして無む能のうではないが、気が利きかない。

「フィアールカはどうした」

　つい別のことを言った。

「さきほど到とう着ちやくしました」

「遅かったな」

「潜せん入にゆう先さきが、先ですから」

　オグロは笑った。確かに、手て間まかもしれない。

「監かん視しをしながら、ここまで来たそうです」

「ふん……」

　面めん倒どうかも知れないが、彼女には似合いの役だ。

「しかし、よく目標が本日来ると分かりましたね」

「分かったわけではない。来るように仕向けた」

「は……」

「フィアールカがずっと張り付いて、暗あん示じをかけ続けた。毎日六時間以上、何十日も続ければミスも起こらん。殺人を命じるのではないから、禁きん忌きもない。今日来たのはその結果だ」

「お見事です。敬けい服ふくいたしました」

　オグロがまた敬礼をする。ディステルは手を振ふって、止めさせた。

「他には？」

「パスポートの手配もすんでいます。成田からの国際便は、四便続けて確かく保ほしました」

「結けつ構こう」

　完かん了りようしているのは知っていた。念のため、聞いているにすぎない。

「機体の整備も完了しています。竜りゆうケが崎さき飛行場も押おさえました。しかし……」

「なにか」

「ここまでする必要があるのでしょうか。相手はただの高校生ですが」

「備そなえよ常に」

「は……？」

「ボーイスカウトの格かく言げんだ。弟が入っていた」

「そう……ですか」

　オグロは面めん食くらったような顔をしていた。

「念ねんを入れるのに越こしたことはない。足たりないと問題になるものだが、余あまれば舌した打うちだけですむものだ。まあ……私も高校生相手にはやりすぎだとは思う」

　苦く笑しようした。カモメが群むれをなして、頭ず上じようを横切っていく。

「それほど価か値ちがあるというのでしょうか。魔ま術じゆつ師しの養よう成せいを専門にしている学校だとは聞きましたが」

「その価値があるらしい。彼の……賢人会議ワイズメン・グループの意見によれば、そうなっている」

　ディステルの声が、わずかに固くなる。脳のう裏りに、任務を命じる彼の姿と声が、はっきりと映うつし出されていた。

「それはそうなのでしょうが……」

「彼の言うことに間ま違ちがいはない」

　オグロの台詞を遮さえぎるように言う。

「我々は忠誠を誓ちかった。反はん抗こうも、疑問を口くち挟ばさむことも、ない」

　鋼はがねのような声こわ音ね。なにものも拒きよ絶ぜつするような言葉だった。

「……失礼いたしました」

　オグロは日本人のように、頭を下げた。

「分かればいい」

　もう一度時計を見た。思ったより時間が過ぎていた。

　派は手でな音がして、花火が上がった。




　　　　○




　晴海の見本市会場上空に、光の輪が広がった。

　正門前に集まった群ぐん衆しゆうが、一いつ斉せいに空を見上げる。昼間の花火だからもっぱら音と煙けむりだが、それでも開場を告つげるのにふさわしい催もよおしであった。何か所かで、歓かん声せいもあがる。

　ポン、ポンと音がして、筒つつ型がたの花火が続けざまに炸さく裂れつした。ほぼ同時に、ゲートが開く。

　チケットを手にした観客が一斉に歩き出す。警けい備び員いんと会場整せい理りの係員に誘ゆう導どうされながら展示館まで歩いていく。『大ドイツ展』最終日の開場であった。

　まるでマケドニア式密集陣フアランクスのような行進を横目で見ながら、和樹はデジタル式の腕うで時ど計けいを確認した。

　十時を五分過ぎている。待ち合わせの時間から三十分以上経たっていた。

「伊庭先生、遅おそいですね」

　隣となりの夕菜が言った。

「うん。あの先生らしいけど」

　再びゲートを見る。あまり焦あせる気持ちが湧わかなかった。なにしろかおりは、新任の初日から遅ち刻こくしてくる女性なのだ。寝ね坊ぼうでもしたのだろう。

「もう少し待ちましょうか」

　夕菜は赤を基き調ちようにした服を着ていた。清せい楚そな雰ふん囲い気きと、ワインレッドのゴアードスカートがよく似に合あう。日光に照らされて、輝いているように見えた。

　和樹はつい眼を細めた。

「どうしました？」

「いや……綺き麗れいだなって」

　感想を漏もらした。事実、彼女は思春期特有の清せい純じゆんさに、女性の色いろ香かがかすかに加わった美しさを醸かもし出していた。学園内で人気が高いのも分かる。

「え？　あの、もう一度言ってください」

「綺麗……だよ」

　彼女は嬉うれしそうに、頰を押さえる。

「もっと言ってください」

「もういいよ」

「嫌いやです。言ってください」

「いいって」

　和樹は顔を赤くした。今までの言葉をうち消すようによそを向く。

「もうっ」

　不満そうな夕菜の声。すると、

「んー、なにやってんのぉ。和樹くんはぁ」

　真後ろから、玖里子の声が飛んできた。

　彼女は腕うでを捕つかまえると、ひねり上げてぎりぎりと締しめつけた。

「いたたたた」

「もー、こんなところでラブコメは禁止よ。禁止」

　耳元で囁ささやかれた。

「いい。あんたは私と愛を交かわしてから夕菜ちゃんとくっつこうとするんだけど、初めての女が忘れられなくて家出するの。でもウチにも入れてもらえなくて、最後は玄げん関かん先さきで狂きよう死しするって決まってるんだからあ」

「勝手なシナリオを作らないでくださーい！」

　まるで明めい治じの文ぶん豪ごうみたいな死に方だ。叫さけんでいると、夕菜が怒おこり出した。

「玖里子さん！　どうしてこんなところまで!?」

「いいじゃない。凜もいるわよ」

　和樹にコブラツイストをかけたまま、玖里子が顎あごをしゃくった。後ろに凜がいて、呆あきれたように首を振ふっている。

「二人とも、どうしてここに」

「伊庭先生に呼ばれました」

　凜は、ギブアップギブアップと叫さけぶ和樹を横目で眺ながめながら、答えた。

「先生に会ったことあるんですか？」

　かおりは二学年しか受け持っていない。玖里子は三年生、凜は一年生である。

「あります。生物部の部室でラーメン作って食べていました」

　玖里子も力を込こめながら答える。

「ウチのクラスに来て、男子からゲームのソフト取り上げてたわよ。日にち曜ように遊びに行くから一いつ緒しよに来いって言われたの」

「式森と一緒とは思いませんでしたが」

「いいじゃない。和樹も喜よろこんでいるわよ。ね？」

　和樹は痛みで悲ひ鳴めいを上げた。

　それからも色々技わざを試され、ようやく解放された。上着に変なしわが寄っていた。

　四人は邪じや魔まにならないよう隅すみの方で待った。ゲートを通つう過かする人々が、ちらちらとこっちを見る。

　三人の女の子に男一人なためか、かなり注目されていた。玖里子は男物の上着にベージュのスラックスとサングラス。凜はバタフライスリーブの上着を着ている。和樹だけがジーパンに古ぼけたシャツという、冴さえない格好だった。

　待ってもかおりは来ない。このままだと昼になりそうだ。夕菜が「先に行きましょうか」と提てい案あんした。

　そうしようかと言おうとしたら、真まっ赤かな軽自動車が、かなりのスピードで走ってくるのが見えた。

　車はスピードを落とさずに向かってきていた。警けい備び員いんが指し示じ棒ぼうで指図をしているが、止まる気け配はいがない。

「ちょっと、ここに走って来るわよ。あの車」

　玖里子の言葉に、ゲート付近の人間がパニックになった。悲鳴が上がり、蜘く蛛もの子を散ちらすようにいなくなる。

　和樹たちも急いで離はなれた。車の正面がこっちに向く。

「うそー、真まっ直すぐこっちに来た！」

　和樹が叫ぶ。狂くるったように指示棒を振っていた警備員も逃にげだし、遮さえぎるものがなくなった。

「うわーっ！」

　たまらず目を塞ふさいだ。

　突とつ然ぜん、車が耳みみ障ざわりな音を発した。車体が横に滑すべる。

　そのままゼンマイ模も型けいみたいに回かい転てんすると、和樹の前を通り過ぎてゆく。それから派は手でな音を立て、ガードレールにぶつかった。

　軽自動車の一人ひとり芝しば居いが終わり、あたりがしんとする。

　ばこん、と音がしてドアが蹴けり出された。

　頭を押おさえながら、若い女性が出てくる。服を払はらう乱らん暴ぼうな手つきに見覚えがあった。

「伊庭……先生？」

「うー、おはよ」

　彼女は弱々しく左手を挙げる。右手は頭を支ささえたままだ。和樹たちは駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「べつにー、普ふ通つう」

「でも、こんな事故を起こして」

「ああ、平気平気。この車、結構頑がん丈じようだから」

　いびつになったマツダＫ３６０のボンネットをばんばんと叩く。

「いえ先生の身体からだが。具ぐ合あい悪わるそうじゃないですか」

「これ？」

　かおりは、こめかみを押さえていた手を離した。

「二ふつ日か酔よい。夕べロープレやりながら酒飲んでたら、ラスボスがなかなか倒たおせなくてさあ。ヒットポイントが高いのなんの。真夜中までかかったよ。いつの間にかクレプカヤを一本開けてた」

　クレプカヤはアルコール五十六度のロシア産ウォトカである。この程度の二日酔いですんでいるのは、奇き跡せきみたいなものだ。

　彼女は自じ販はん機きに近づくと、コインを入れて野や菜さいジュースのボタンを押した。プルを乱暴に引くと、一気に飲み干す。

「よしっ、準備完了」

　両りよう頰ほほを叩たたくと、元気に言った。

「待たせたね。さあ行こう」

「はあ、でも……」

「なによ」

「あれ、あのままでいいんですか」

　和樹はガードレールとお見合いしたままの車を指さした。

「いいよ。そのままで」

「だって先生の車でしょう」

「違うよ」

「え？」

「保健の紅あか尉いから借りてきたんだよ。結構マニアでね、色々持ってた」

　つまり他人の車らしいが、だから壊こわれてもいい、という発はつ想そうが恐おそろしかった。

　養よう護ご教きよう諭ゆの紅尉はいつもクールなことで知られている。この有あり様さまを見てどんな表情をするのか興きよう味みあったが、さすがにそうも言ってられない。

　かおりは、豪ごう快かいに笑った。

「ノープロブレム。全然オッケー」

「怒おこるんじゃないんですか」

「いいって、アイツ心が広いから、きっと許してくれるよ」

　四人は揃そろって、いえそれは先生が言うべき台詞せりふではありません、と思った。

　結局、半はん壊かいした軽自動車は警備員に頭を下げて駐ちゆう車しや場じように回してもらい、一行は会場に入ることになった。

　チケットを見せてゲートをくぐる。中には中央分ぶん離り帯たいのように植うえ込こみが置かれており、その左右に展示館が並んでいる。さっきまでは整せい然ぜんとしていた客たちも、今はそれぞれ見たいところに散らばっていた。

「広いですねえ」

　夕菜が感かん嘆たんした。珍めずらしそうに、あたりを見回す。

　玖里子が訊きいた。

「夕菜ちゃん、ここ初めて？」

「はい。東京は……小さいころにいただけですから」

　彼女は引っ越しが多かった上に、最近は外国に行っていた。施し設せつ自体は旧ふるいのだが、新しん鮮せんに映っているのだろう。

　長いテーブルが外に出されて、パンフレットが売られていた。玖里子が買う。

　みんなでのぞき込みながら、どこに行くか検けん討とうを始めた。

「わたし、このドイツ王室の秘ひ宝ほうがいいです」

「僕はこの帆はん船せんがいいんじゃないかと」

「刀とう剣けん・防ぼう具ぐ一いち覧らんもなかなか」

「ヨーロッパいい男祭りとかないの」

　それぞれ勝手なことを言う。微び妙みように嗜し好こうがバラバラだった。

「ちょっと、これじゃまとまんないよ」

　と、かおり。

「端はしから見ていけばいいじゃん。いくらたくさんあるっていっても、帰るまでには全部見終わるだろ」

　眼鏡めがねを取り出しながら言った。彼女は薄うすいシャツの上にオリーブドラブのジャケットを羽は織おり、なぜか山岳猟兵カルストイエーガーの帽ぼう子しをかぶっている。

「先生、なんで眼鏡を」

　和樹が首をかしげた。

「ああ、これ」

　くい、と人差し指で押おし上げる仕草。

「伊だ達てだよ。視力二．〇だからいらないんだけどね。その場その場で使い分けている」

「なんでですか」

「美青年対たい策さく」

「はあ？」

　和樹はこの日何度目かの疑問を発した。

「思わず心が奪うばわれるような美青年との、イカス出会いがあるかも知れないだろ」

「そう……ですかね」

　理解しがたい思し考こうだったが、かおりは真ま顔がおだ。

「その男性が眼鏡めがね好ずきだったらどうすんの。眼鏡がないせいで、出会いが別れに変わってしまうかもしれない。そんな悲しい事件を防ふせぐために、かけているの」

「なんか……嫌いやな思い出でも」

「ないけどね。チャンスは自分の手でつかみ取るもんでしょ。これはいわば、勝しよう負ぶ眼鏡」

　勝負か。一体なにと戦うつもりなのだろう。

「で、どうすんの。どこから見る？」

　なおも意見が出たが、結局はかおりの言うとおりに、端はしから見て回ることになった。

　ゲートに近い展示館から入ることにする。ドーム状になった建物だ。

「お碗わんを伏ふせたような形ですね」

　夕菜の言葉に、玖里子が答えた。

「一いち応おう東ひがし館かんって言うんだけどね。ここ、怪かい獣じゆうの名前で呼ばれることが多いみたいよ」

「そうなんですか？」

「うん。確たしかヘドラ館とか」

「……変な名前ですね」

「……そうね」

　玖里子は腕うでを組んで考えた。自分でも疑問に思っているらしい。

　ゴモラだったかしら、とつぶやく彼女を残し、全員中に入った。

　外見と同じく、内部も円形だった。冬ふゆ場ばはスケートリンクにもなる建物である。今はパーテーションで区切られて、展示物で溢あふれていた。

　順じゆん路ろに沿そって見始める。ドイツの地理上の説明と簡かん単たんな歴史が紹しよう介かいされ、人口、産さん業ぎようなども解説されていた。

　和樹は適てき当とうに読み飛ばしながら歩いた。夕菜は興きよう味み津しん々しん、といった感じで眺ながめている。もっともドイツが好きというより、和樹と来たことが嬉うれしいらしい。一いつ緒しよに歩いて離はなれようとしなかった。

　奥おくのエリアに進む。ここには産さん業ぎよう紹しよう介かいの一いつ環かんか、自動車のブースだった。メルセデスベンツ、ＢＭＷ、フォルクスヴァーゲンなどのおなじみのメーカーが並んでいる。実車まで運び込まれていた。

（そういえば、襲おそってきた車ってドイツ車だったな……）

　嫌な思い出がよみがえり、急いでうち消す。移動した。

　西と書かれている展示館を経けい由ゆし、新館に移動した。歴史に関連した出品がなされている。

　内部を歴史に関係した展示物が埋うめ尽つくしていた。ボードによる説明だけではなく、実物も多かった。プロイセンだけではなく、バイエルンからヴェストファーレン公こう国こく等の小国の物まである。

　フリードリヒⅡ世が思し想そう家かヴォルテールと交わした書しよ簡かんを見物しつつ、肖しよう像ぞう画がのコーナーを曲まがる。すると、武器のエリアに出た。

　さながら中世の武器庫のようであった。パーテーションに沿ってずらりと刀とう剣けんや甲かつ冑ちゆう、火か薬やく式しきの武器が並んでいる。説明文によると、ドレスデンにあるツヴィンガー宮きゆう殿でんの武器博物館を模もしたものらしい。

　和樹もこれには興味がわいた。どこかわくわくするような気持ちになる。ちょうど目の前に、チュートン騎き士し団だんの戦せん旗きが飾かざられていた。真下には長ちよう剣けんが陳ちん列れつされている。

　触さわろうかと思ったが、さすがにとどまる。片手半剣ハンド・アンド・ハーフ・ソードは年ねん代だい物ものにも拘わらず、鈍にぶく光っていた。

「使えるのかな……」

「手入れがされている。使えるぞ」

　和樹の独ひとり言に、凜が答えた。

「ふーん。重そうだね」

「そうでもない。初めは誰でも重く感じるものだ。叩たたき斬きるように振ふり回すから、慣なれてないとすぐ疲れてしまうがな」

「使ったことあるの？」

「戯たわむれでな。私は日本刀の方がいい」

　さらに斧おの、槍やりと続き、バケツにスリットが入ったようなヘルメットと鎖帷子メールコートの林を抜ぬける。

　ここからはマスケット銃じゆうが展示台に置かれていた。それぞれ種類があるらしいが、どれも同じように見える。

　ふいに気け配はいを感じ、和樹は顔を上げた。

　少し離れたところに、長身の、金きん髪ぱつの女性が見えた。人ひと混ごみにも拘わらず、彼女の姿が目についた。

（誰だ？　あの人……）

　そう考えた瞬間、女性の視し線せんが真っ直ぐに注そそがれた。

　深みのあるブルーの瞳ひとみが和樹の頭に入る。身体が痺しびれ、意識が濁にごり、ぼうっとなった。

　白い肌はだと整ととのった顔立ちだけが脳裏に焼きつく。どうしてこうなったんだと考える余よ裕ゆうもない。意志が動きを止めている。

　なにかの催さい眠みんなのか、二人っきりになったような気がした。展示物も目に入らない。女性に全てを奪うばわれている。

　彼女は記き憶おくを探さぐるような表情をしていた。懐なつかしさの混まざった目で見ていた。

　和樹は自然と、歩き出していた。

　ふらふらと、彼女の元に近づこうとする。足が勝手に進んでいく。止めようとする気は起こらない。

　女性はじっと、和樹が来るのを待っていた。歓かん迎げいするでもなく、拒きよ絶ぜつするでもなく、彼を見つめている。

　和樹は彼女を見る。慈じ愛あいに満みちた表情だ。女性は語りかけるように、口を開こうとする。

「和樹さん」

　声は、別のところからやってきた。

　その刹せつ那な、金髪の女性は、すっといなくなった。

　和樹は口を半開きにして、立ちつくしていた。

「……和樹さん？」

　夕菜が声をかける。

「和樹さん、なにかありました？」

「え、ああ」

　我われに返った。まだぼんやりしている。夢から覚さめたような心持ちだ。

「さっき女の人が……」

「女の人？　どこにいるんですか」

「いや、いたんだけど。いなくなって」

　夕菜は眼をしばたたかせた。

「その人が、なにか」

「なにもしてないんだけど、ずっと僕のことを見てて」

「？」

　彼女は事じ態たいが飲み込めず、不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「なんかその、とても綺き麗れいな人で、ついふらーっと」

　自分でも意味不明なことを口走っていた。そんな様子に、夕菜がむっとする。

「しっかりしてください」

「背が高くてクールビューティーって感じで、緊きん張ちようしちゃったよ。まだどきどきしている」

「和樹さん」

「でもとても不思議だったんだ。なんか優やさしそうな、そうでないような……。とにかく、本当に綺麗だった」

「和樹さん！」

「どうしてあんな人が……痛いてっ」

　彼女につねられ、和樹は飛び上がった。




　会場の一いつ角かく、和樹たちの知るすべもない場所に、ディステルたちの本部があった。狭せまく窓も塞ふさがれており、監かん視しカメラからの映像だけが陰いん気きな明るさを提てい供きようしていた。

　ディステルが離はなれていたのは五分足らずだった。任にん務む遂すい行こうに支し障しようがあるほどではない。

　それでもオグロは不安だったのか、席から立ち上がっていた。

「少しよう尉い」

　心配そうに声をかけてきた。

「どちらにいかれたのですか」

「新館の展示室だ。様子を見てきた」

「それなら私がいきますから」

「いや、自分で見てきたかったんだ。気になってな」

「お気をつけください。もしなにかトラブルでも起こったら……」

「悪かった」

　彼女は素す直なおに謝あやまった。それがよほど珍めずらしいのか、オグロは目を丸くしていた。

　ディステルはモニターの前に腰こしを下ろした。画面には、展示物を見て回る和樹たちが映し出されていた。

　彼女はそれをじっと眺ながめていた。

「……似にていたな」

「は？　なにか」

「なんでもない」

　ディステルは懐なつかしさを振ふり払はらい、オグロに命じた。

「目もく標ひように張り付け。連れん絡らくは十分おきに。ヴィペールたちの行動チェックも忘れるな」

「はっ」




　　　　○




　和樹たち一行が外に出ると、路上ではパフォーマンスが行われていた。ジャグラーが包ほう丁ちようのお化ばけを、四本同時に操あやつっている。大空には飛ひ行こう機きが舞まっていた。

「お、ちっこいのがたくさん」

　玖里子が上空を見上げる。翼つばさが三枚ある真まっ赤かなプロペラ機が二機、曲きよく芸げい飛行をしていた。宙返りをしたり交こう錯さくしたりと、軽かろやかに飛んでいる。

　観かん衆しゆうから拍はく手しゆが起きた。

「かっこいいですね」

　夕菜も手を叩たたいている。

「どこから飛んできたのでしょうか」

　凜の疑問に、玖里子はパンフレットをめくりながら、

「許可を取って道路を滑かつ走そう路ろ代がわりにしたみたいよ。他にも飛行可能な機体は用意されています……って」

「見たいですね」

「あそこのＢ館に展示されてるらしいけど」

　玖里子の指さした建物は、扉が大きく開け放はなたれていた。プロペラがのぞいている。

「行ってみる？」

「ええ」

　凜を先頭に、Ｂ館へ入った。

　内部は時代物の複ふく葉よう機きが三機、置かれていた。スペースの関係か他の展示物はない。それぞれの機体は背の低いロープで囲われていて、説明用の白いボードが設はい置ちされている。ひとつずつ見て回った。

　夕菜は白い機体の前で立ち止まった。

「案あん外がい、小さいんですね。いつごろの飛行機なんですか？」

「二十世紀初め。黎れい明めい期きだからね。へたすりゃバイクのエンジンより低出力なのを積つんでるわよ」

　玖里子の説明を聞きながら、彼女はボードの文章を読んだ。アルバトロスＣⅢという飛行機らしい。

「これでも大きい方だけどね。二人乗りだから」

「玖里子さん、詳くわしいですね」

「アメリカにいる叔お父じが好きでね。覚えちゃった。そういえばさっき外に、対たい空くう砲ほうまで置いてあったわね。武器が多いなんて珍めずらしい」

　見物はすぐに終わった。それから少し休もう、ということになった。

　外に並べられている椅い子すに座すわる。喫きつ茶さコーナーが併へい設せつされていて、歩き疲つかれた人たちがそこかしこで休んでいた。

　しばらく休息した後、かおりの提てい案あんでバラバラに行動することになった。彼女自身はここで休んでいると言う。徹てつ夜やでロールプレイングゲームをやっていたので、眠ねむくなったらしい。

「適当に見て回ってくればいいんじゃない。集合はここでいいよね」

　それだけ言うと、彼女は背もたれにもたれて目をつむった。

　個別といっても、当然夕菜は和樹と一いつ緒しよである。玖里子と凜は、別々に展示館へ向かった。

「和樹さん、どこにいきます？」

　夕菜がパンフレットをめくりながら訊きく。

「そこに載のってる帆はん船せんがいいんだけど」

　敷しき地ちからは少し外れるが、埠ふ頭とうには帆船『フリードリヒ・デア・グローセ』が展示してあった。ドイツから回かい航こうしてきた船である。

「あっちですね」

　夕菜が示した方に、中型の帆船が泊とまっていた。そこから人の列が会場まで延のびている。

「すごく並んでいるみたいですね。入るまで待つんじゃないですか」

「うえ……。じゃあどこでもいいや」

「この宝石展示にしましょう」

　南館に、プロイセンとドイツ諸王室の宝石が展示されているので、それを見に行くことになった。

　二人は並んで歩く。入り口に列も出来ていないので、それほど混んでなさそうだ。

「あら？」

　南館に行く途と中ちゆう、夕菜がつぶやいた。

「どうしたの」

「あそこの、二階建ての建物に」

　彼女は新館の出入り口を指さした。

「菫さんがいたような……」

「菫さん？　菫淳子？」

「ええ、この券をくれた人です。いけなくなったからあげるって、言ってたんですけど……」

　首をかしげる。

「どうして、ここにいるのかしら」

　和樹も新館を見た。しかし人ひと混ごみのせいか、覚えのある人物はいない。

「本当にいたの」

「はい。さっき入っていきました。男の人と一緒でしたけど」

「じゃあ券が余ったのかな」

　男と二人で来るのなら、余計な分は持っていても仕方ないだろう。それをくれたのかもしれない。

「そう……ですね」

　彼女も納なつ得とくする。

「でもなんか、暗い感じの人と一いつ緒しよでした。菫さんには、似合わないような気がして」

「まあ、人には色々な趣しゆ味みがあるし」

　言ってから、我われながらひどい台詞せりふだな、と思った。

　和樹と夕菜は扉とびらをくぐり、順じゆん路ろに沿そって歩いた。

　中には各王室が使用していた家具、生活用具が勢せい揃ぞろいしていた。正面にはホーエンツォレルン家が使用していた椅子、ベッドが置かれている。どれも頑がん丈じようなオークで作られていた。

　奥おくには王おう冠かん、宝ほう剣けんも飾かざられており、人だかりがしている。ライトアップされた宝石がまぶしいくらいに輝かがやいていた。もっとよく見ようとしたが、人混みと警備員で近づけなかった。

　さらに進むと、「宝石コーナー」と小さな看かん板ばんが立っていた。ここでも展示しているようだ。メーカー出品のようで、イスラエルやベルギーだけではなく、ドイツでも加か工こうしているらしい。

　ガラスケースの中に、様さま々ざまなアクセサリーが陳ちん列れつされていた。どれも金きん銀ぎん、色鮮あざやかな宝石で彩いろどられ、まばゆい光を放はなっている。

「すごい綺き麗れい」

　夕菜がケースの中を覗のぞき込む。さきほどの王室が所有していた秘ひ宝ほう類るいに比くらべるとやや劣るが、美しいことには変わりない。

　和樹もずっと眺ながめていた。黒い羅ラ紗シヤの上に、ネックレスが並べられている。どれも宝石がはめ込まれていた。ダイアモンド、ルビー、サファイア、エメラルド……他にも名前しか知らなかった貴き石せきが光っていた。

　こういうのは誰がつけるんだろう。ヨーロッパの貴族か、どこかの国の大だい統とう領りよう夫ふ人じんか、それとも金持ちの未み亡ぼう人じんか……。いずれにせよ、自分とは一生縁えんがない世界だ。

「和樹さん、こっちに販はん売ばいコーナーがありますよ」

　隣りん室しつの入り口で、夕菜が手を振ふっていた。彼が行くのを待たず、中に入っていく。

　早歩きで開け放たれた扉とびらをくぐった。同じくらいの広さの部へ屋やで、やはりガラスケースが据すえられている。販はん売ばい員いんは中央に固かたまっていた。

　客の数が多い。見ているだけかと思ったら、結構買っていた。隣室の宝石を見物してからここに来るようになっているので、興こう奮ふんそのままに購こう入にゆうしてしまうらしい。展示側の狙ねらいは的てき中ちゆうしているようだ。

　和樹は比ひ較かく的てき客の数が少ないところのケースを覗のぞいた。

　大きな指ゆび輪わが飾かざられていた。売り物なので値ね札ふだがついているが、やたらにゼロが並んでいる。数えても仕方がないほどだ。

　販売員もなにも言ってこないので、すぐに離はなれた。夕菜を探す。部屋の端はしの方にいた。

　そこも装そう飾しよく品ひんが売られていたが、剝むき出だしのテーブルの上に並べられていた。手に取ったり気軽に装そう着ちやくできるよう、鏡かがみもついている。

　彼女はそれらをゆっくり眺ながめていた。

「かわいいですね」

　宝石類には及およびもつかないが、細さい工くされたネックレス、イヤリングがあった。

「向こうはいいの？」

「手が出ませんから」

　夕菜はペンダントを手に取った。蛍けい光こう灯とうの明かりにかざしている。

　あまり大きくなかった。ペンダントトップはラテン十字をアレンジしてあり、銀色の鎖くさりで繫つながれている。光に反射して、かすかに輝いていた。

　彼女はそのペンダントに見入っていた。ときどき他のイヤリングやブローチにも眼が移るが、結局同じものに戻もどっていた。

　和樹は、そんな夕菜の仕草をずっと眺ながめていた。

「気に入ったの？」

「……ええ」

　少し照てれたような笑みを見せた。

「なにか、かわいくて……。それに、わたしこういうの、持ってたんですよ」

「そうなんだ」

「そうですよ。初めて会ったときも持ってました」

　あの空き地でのことだ。

「小さいとき、お母様が使い古したのをくれたんです。引っ越しばかりしているお詫わびのつもりだったと思います。『あげるからつけてみなさい』って……。キリスト教きよう徒とじゃありませんし、子供ですから持っていてもしょうがなかったんですけど、気に入っちゃって……」

　胸の前に持ってくる。赤い服に、よく似に合あっていた。

「お母様からもらったのは、それが最後でした」

「お母さん……なくなったの？」

「ピンピンしてます。イタリアでブローカーしてるみたいですよ」

　夕菜は名な残ごり惜おしそうに、ペンダントを台の上に置いた。

「行きましょうか」

　和樹はふと、つぶやいた。

「……買ってあげようか」

「えっ」

　彼女は意外そうな顔をした。

「いいんですか？」

「うん。好きそうだから」

　値ね札ふだを見た。七千円。心しん臓ぞうがぴょんと跳はねる。財さい布ふの中身とほぼ同額だ。

　ちらりと夕菜をうかがう。にこにこしていた。

　内心の動どう揺ようを隠かくしながらレジに持っていく。無ぶ愛あい想そうな女性が「七千三百五十円です」と税ぜい金きんまでかけた。和樹は財布の中を探さぐるようにして払はらい、夕菜は「つけますから、そのままでいいです」と言って受け取った。

　ペンダントをもらった彼女は、今にも踊おどり出しそうだった。

「ありがとうございます、和樹さん」

　満まん面めんの笑顔だった。そのかわいらしさに、心臓が高たか鳴なるくらいだった。

　彼女はぴょこんと頭を下げると、弾はずむような足取りでブースを出ていく。

　あんなに喜よろこんでもらえるとは思わず、ちょっとした満足感が和樹の胸を包んだ。しかし、すぐに不安が頭をもたげる。

　所しよ持じ金きんがほとんどゼロに近い。歩きしか帰りの手しゆ段だんがなくなりそうだ。先生の車に乗せてもらおうか……そんな考えが浮うかんだが、急いでうち消した。あの自動車は壊こわれかけている。それにかおりの運転が加わったら、どうなるのか想そう像ぞうもつかない。

　やっぱり玖里子さんにお金を借りよう。そう思って、和樹は販売ブースを出た。




　待ち合わせ場所に戻もどると、さっそく玖里子がペンダントを指し摘てきした。夕菜は誇ほこらしげに「買ってもらったんです」と自じ慢まんをする。感心した玖里子は「あたしにも買って。マンションと車」と言い、和樹に金を借りづらくさせた。

「喉のどが渇かわいちゃいました」

　夕菜は席に着きながら言った。

「なにか買ってこようか？」

「いいんですか」

「うん、まあ」

　あまりここにいると、冷やかされるだけである。

「なに飲むの？」

「じゃあ、グレープフルーツジュースをお願いします」
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「凜ちゃんは」

「コーヒーがまだあるからいい」

　玖里子は自分から、

「あたしアイス。カップのやつ。和樹、おごって」

「やです」

　金は極きよく力りよく節せつ約やくしなければならない。

　買ってこようと思って、和樹は気づいた。

「あれ、先生は？」

　さっきからかおりの姿が見えない。

「そういえば、向こうの方へ歩いていきましたけど……」

　夕菜が指さす。

「探してきましょうか」

「そうだね。お願い」

　彼女は立ち上がった。

「じゃ、いってきます。玖里子さん、わたしがいない間に、和樹さんに変なことしないでくださいね」

「変なことって、こんなこと？」

　玖里子はいきなり和樹に抱だきついた。

「は、離れてください！」

　慌あわてた夕菜が割って入る。力ずくで二人を引き離す。

「だから、こういうことを止めてくださいと言ってるんです！」

「はいはい。分かったから、さっさと先生を探しに行って」

「……もう」

　玖里子はにやにやしている。夕菜はときおり振り返りながら、新館、と書かれた方へ歩いていった。




　　　　○




　夕菜はそれほど苦労することなくかおりを見つけた。彼女はちょうど、新館前を歩いているところだった。

「先生、こんなところに」

「ん、どした」

「みんな探してましたよ」

「あっちにハンス・イム・グリュックの新作があったからさ。ちょっと見てきた」

　ドイツのゲームメーカーである。どこに行ってもゲームが目につくらしい。

「悪かったな。戻もどろう」

「はい。あ……わたし、ちょっと」

　夕菜はトイレの案あん内ない板ばんを指さす。

「ああ。じゃ、先に戻ってるよ」

「お願いします」

　かおりと別れ、女性用トイレへ向かう。あまり混んではいないようだ。

　小走りになったら、途と端たんに誰かとぶつかった。

「きゃっ」

　顔を上げる。背の高い白人男性が、びっくりしたような顔をしていた。写真付き身み分ぶん証しようをポケットに止めているから、スタッフだろう。

「あ、ごめんなさい」

　頭を下げてから、日本語でいいのかなと思ったが、男性は笑って手を振ふった。

　夕菜はもう一度頭を下げ、トイレの目め隠かくしをくぐった。




　会場の一角。ディステルの頭の中に、念話テレパシーが聞こえた。

（少しよう尉い）

　オグロの声だ。

（目標が離はなれました）

　彼女は左ひだり腕うでにはめた男物の時計を確認した。そろそろ三時になろうとしている。

「……フィアールカは？」

（います）

「よし。予定通りに」

（了りよう解かい）




　夕菜はトイレから出てくると、喫きつ茶さコーナーに戻もどろうとした。

　歩いていく。すると、視し界かいの隅すみに見覚えのある人物が映った。柱はしらの陰かげに隠かくれるようにして、誰かと会話をしている。

　彼女は近寄った。

「菫すみれさん」

　声をかける。振ふり向いた淳子は、驚きよう愕がくの表情を浮うかべていた。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに元の柔やわらかな顔つきに戻った。

「あら、宮間さん」

「やっぱり来ていたんですか。行けなくなったって、言ってたのに」

「ええ、そう」

　ばつが悪そうに返事をした。

「券が余っていたのは確かなんだけど、その、言いづらくて。ねえ」

　彼女には珍めずらしい、歯切れの悪い口く調ちようだった。夕菜は不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「？」

「あの、ほら、分かるでしょう。つまり……」

　しどろもどろになる淳子。見ると、後ろに男性が立っている。さっき彼女と一いつ緒しよにいた、ちょっと陰いん気きな人だ。

「デート、ですか？」

「大きい声出さないで。ほら、彼って外国人だから、いろいろとね……」

　確たしかにラテン系の顔つきをしていた。日本語が分からないのか、ずっと黙だまっている。

　夕菜は合が点てんがいった。

「分かりました。誰にも喋しやべりませんから、安心してください」

「そう、よかった」

　淳子は胸に手をあて、ほっとする仕し草ぐさ。

「ありがとう。もうひとつ、お願いがあるんだけど」

「なんでしょう」

「眠ねむってくれる？」

　途と端たんに、夕菜は意識が遠くなった。




　　　　○




「遅おそいな……」

　和樹はつぶやいた。夕菜はまだ戻ってこない。おかげで買っておいたグレープフルーツジュースの氷こおりが溶ととけかかっていた。

　玖里子がアイスについている木製の匙さじで指しながら言う。

「ついでにトイレでも行ったんじゃない。きっと生せい理りよ」

　彼女はこのデリカシーのなさをどうにかした方がいい、と思う。

　それにしても遅かった。かおりは「さっきすれ違ちがった」とだけ言って、すやすや寝ね息いきを立てている。

（探すか……）

　考えるのとほぼ同時に、行動に移うつした。

　新館へ向かう。小走りになった。なんとなく胸むな騒さわぎがする。

　探し回ったが見つからなかった。急いだので見み逃のがしたかと思ったが、やはりいない。

　もう一度、今度は走りながら、それでいて注意深く見回す。

　赤い服の姿はない。焦あせれば焦るほど、視し野やが狭せまくなるように感じられた。パンフレット片手に喋しやべっている親子連れ。缶かんジュースの入れ替かえをするトラック。ゴミのカートを押おしている作業員。駄だ目めだ、どこにもいない。

　もう一度探そうとして、カートにつんのめった。布ぬの製せいの袋ふくろが横おう転てんする。

「すみません！」

　つまずいた相手に謝あやまってから振ふり向き──目があった。

　相手もこっちを向いていた。外国人だ。どこかで見た顔。そうだ、自分をさらおうとしたときに、車に乗っていた男。

　カートの中身が床ゆかに溢あふれた。紙くずに混まざり、赤い洋服が見える。そして白い肌はだ。

「夕……」

　呼ぼうとした途端、節ふしばった手で口を押さえられた。

「また会ったな、小こ僧ぞう」

　下へ手たな日本語だった。吐はく息いきが顔にかかる。

「あまり邪じや魔まをしないでくれよ。ついでにお前さんにも寝ねてもらうとするか」

　注ちゆう射しや針ばりのようなものが光った。刺さされようとする瞬しゆん間かん──

　男の顔に、青せい銅どう製せいの鋳い物ものがめり込んだ。そのままゴミの中に転てん倒とうする。

「ナイスコントロールってやつ？」

　十九世紀郵ゆう便びん馬ば車しやの模も型けいを投げつけた女性が言った。

「先生！」

「悪い」

　かおりは軽く右手を挙あげた。

「キミが危ないから晴海はるみまでやってきたこと、今まで忘れてた」

　男が頰を押さえながら起きあがった。怒りで顔面がどす黒く染そまっている。

　かおりが叫さけんだ。

「式森、宮間を連れて走れ！」

「は、はい！」

　ゴミに埋うもれたままの夕菜を抱だきかかえる。意外と軽い。よろめいたがなんとかなりそうだ。

「くそっ」

　男は腕うでを大きく振ふり、火か弾だんを放はなった。爆ばく音おんがあたりを揺ゆるがした。




　モニターしていたディステルは、思わず罵ののしった。

「馬ば鹿かが、こんなところで魔ま法ほうを使うとは！」

（ヴィペールは射しや撃げき班はんも待機させています）

　オグロの声がする。

「銃じゆう撃げき戦せんをしたら騒さわぎが大きくなるだけだぞ。なんのためにここまで連れてきたと……」

（どうしますか、少尉）

　彼女は一度だけ舌した打うちをすると、冷れい静せいさを取り戻した。

「第二案に切り替かえる。誘ゆう導どうしろ」




　会場は混こん乱らんに陥おちいっていた。さっきの魔法で火か災さいが発生したのだ。観客の逃にげる物もの音おとと悲鳴であたりが満たされる。

　攻こう撃げきをかろうじてかわした和樹は、夕菜を抱かかえたまま走り出した。

　突とつ如じよエンジン音がした。ジュースを運んでいた赤いトラックが正面に横付けされたのだ。中からは三五〇ミリリットル缶かんではなく、ポーランド製オニキス・アサルトカービンを抱えた男たちが現れる。

　軽けい快かいな発はつ射しや音おんが響ひびき、たちまち周囲は銃弾で満ちた。

「うわっ」

　たまらず展示物の陰かげに隠かくれた。かおりも這はいつくばっている。

「先生、なにが起こったんですか！」

「んー、戦争、かな」

「ここは日本ですよ！　どうなっているんです！」

　中ちゆう東とうの紛ふん争そうじゃあるまいし、オペラを見ていたらアメフトのチームが乱入してきたようなものだ。

「わたしもそう思うけどね。宮間が狙ねらいなんじゃないか？」

　言われて夕菜の顔を見る。眠ねむっているのか、目を閉じていた。

　床ゆかに火花が散ちった。個人能力に差があり、かつ手て間まがかかる魔法に比べ、銃じゆう器きは弾たまのある限り攻撃を加くわえることができる。場合によっては有ゆう効こうに作さ用ようするのだ。今がまさにそうだった。

「よく見えないな……」

　かおりが顔を出して、すぐ引っ込めた。

「式森、あれ取ってきて」

　彼女は少し離はなれたところにある、武器の展示コーナーを指す。マスケット銃が並ならんでいた。

「ど、どれですか!?」

「なんでもいい。さっき見たけど、あれ保ほ存ぞんがいいから使えるはず。弾だん薬やくも忘れないようにね」

「で、でも、あそこまでなんにもないですよ！」

　十メートルくらいあったが、遮しや蔽へい物ぶつになるようなものがなに一つなかった。相手から丸見えだ。

「ここで死ぬのとあそこで死ぬの、どっちがいい？」

「どっちも嫌いやですよ！」

「じゃあ取ってきて」

　理り屈くつになってないことを言われ、和樹は半泣きで飛び出した。

　案あんの定じよう、火か線せんが集中した。足元で五．四五ミリ弾だんが跳はねる。無む我が夢む中ちゆうで駆かけ、ダイビングをするようにして展示コーナーに突つっ込んだ。

　一番近くにある、新式プロイセン小銃ノイエプロイスイツシユ・ゲヴエーアと説明書きのある武器を取った。革かわ製せいの弾薬袋ぶくろも握にぎりしめ、引き返す。

　よろめきながら走った。奇き跡せき的てきに、傷きず一つ負わなかった。

「怖こえー」

「あんがと」

　かおりは適てき当とうに礼を言うと、小銃の銃口を覗のぞき込む。

「わーお、旋せん条じようが切ってない。素す敵てき」

　彼女は弾薬袋を開けると薬やく包ほうを取り出した。油あぶら紙がみを荒あらっぽく嚙かみ千ち切ぎる。弾丸をくわえて火皿に火薬を注ぎ、残りを銃じゆう口こうから落とし込む。

　弾丸を入れて込こめ矢で突つき固め、発はつ砲ぽうした。ドラゴンの吐はく息のように、火か炎えんが伸のびる。

　叫び声がし、射しや撃げき音おんが小さくなった。

「走れ！」

　夕菜を抱だいて駆ける。よろめいたせいか、敵に気づかれた。銃弾が身体からだをかすめる。

「うひゃー！」

　別の音がした。轟ごう音おんが身体に響ひびき、射撃が止む。

「和樹！」

　非常用の扉とびらの前で、衝撃シユトースを放はなった玖里子が呼んでいた。凜もいる。

「玖里子さん、どうして！」

「先生からの念ねん話わよ！　和樹を助けてやれって！　でもこれどういうことよ!?」

「戦争です！」

　また銃弾が飛んできた。外に出ることもかなわず、ブース内に隠かくれる。

「玖里子さん、夕菜を……」

　バリバリと音がして、身を潜ひそめていたパーテーションが剝はがされた。

　誰かが突っ込んでくる。夕菜を抱えて逃にげようとしたが、眼前に巨きよ大だいな影かげが立ちはだかった。

　筋きん肉にく質しつの大男が逃げ道を塞ふさいでいる。落ちくぼんだ眼がこっちを睨にらんでいた。学校帰りに和樹を捕つかまえた男だ。

　丸太のような腕うでを伸ばしてきた。

　最初はかわした。真ま後うしろに逃のがれる。だが、男は巨体に似に合あわぬ敏びん捷しようさで、和樹に詰つめ寄った。

　摑つかまれる、と思った瞬しゆん間かん、男がつんのめった。

　その後ろで、凜が剣けんを握にぎりしめていた。展示されていた鈍にび色いろの片手半剣ハンド・アンド・ハーフ・ソードは彼女には不ふ釣つり合いだったが、軽かる々がると扱あつかっていた。

「早く行け」

「凜ちゃん……」

　和樹は感謝の言葉を口にしようとした。彼女はそれを制し、

「勘かん違ちがいするな。お前ではなく夕菜さんを助けた。それに」

　右手の剣を掲かかげる。

「意外と使い勝手がいい」

　男が立ち上がる。刃は物ものが相手でも自信があるのか、拳けん法ぽうの構かまえを取った。

　凜は日本刀のように、剣を構えた。




　　　　○




　和樹と玖里子は夕菜を連れて外に出た。

　がらんとしていた。群衆は混こん乱らんしながらも誘ゆう導どうされていて、遠ざかりつつある。周囲にはほとんどいない。代わりに武ぶ装そうした『大ドイツ展』のスタッフが取り囲んでいた。

「なんつーか、大がかりね」

　玖里子が嘆なげく。

　銃じゆう声せいと共に、マスケット銃を構えたかおりが飛び出してきた。山岳猟兵カルストイエーガーの帽ぼう子しをかぶっているため、まるで狙そ撃げき兵へいのようだ。

　その背はい後ごから、「そっちに行った」と声が飛んでくる。

「あっちに逃にげろ！」

　Ｃ館に逃げ込んだ。

　古こ城じようの内部が再さい現げんされたエリアだった。ポツダムの無宮サンスーシにならっているらしい。バロック様よう式しきの家具を蹴け倒たおし、中に逃げる。

　銃声も魔法もない。配はい置ちが入り組んでいるので、姿すがたが確認できないのだろう。

　かおりの後ろから、小こ柄がらな少女も顔を出した。

「凜ちゃん、無事だった!?」

「まあな。大きいのはあっちで伸のびている」

　さらに奥おくへ向かった。たまに銃声がするが、遠い。

「式森、車のところに行くぞ。ここは抜ぬけ出した方がいい」

　かおりの台詞せりふにうなずく。敵の姿はない。なんとかなりそうだ。

　いきなり、あたりが真っ白になった。

　ほぼ同時に、魔法による衝しよう撃げき。和樹は弾はじき飛ばされた。

　他の三人もバラバラになった。その姿も、白い霧きりに紛まぎれて見えなくなる。

　ガーゼを何重にもかぶせられたように、視し界かいが覆おおわれる。なにかの魔法か、と考える暇ひまもなかった。衝撃波が、再ふたたび和樹を襲おそった。

　強きよう烈れつな力で押おされたようになり、抱かかえていた夕菜を落とした。

「ん……ん……」

　うめき声がする。目を覚ましたらしい。もぞもぞ動いている。

　白い霧の中から、金きん髪ぱつの女性が姿を現した。

　前に見た女性だ。オートマチックの拳けん銃じゆうを持っている。和樹の顔を見た。

　射いるような視線が身体を貫く。それだけで全身がすくんだ。

「起きろ」

　夕菜を軽く蹴け飛とばした。彼女はのろのろと目を開ける。

　どこかに連れていく気だ。助けなきゃ。だが、動けなかった。金髪の女性とその手の拳銃が、恐きよう怖ふ心しんを倍ばい増ぞうさせている。

　夕菜はまだ起きあがらない。

「立て。さもなくば、撃うつ」

　金髪の女性が夕菜に銃を向ける。引き金に指がかかる──反射的に、和樹は飛び出した。

　身体に覆おおい被かぶさった。自分の背後に隠す。自動拳銃が自分の頭に向いた。殺されると直感した。たまらず目をつむる。

　──なにも起こらない。

　薄うす目めを開けた。まだ銃口は正面にあるが、撃たれていなかった。

　女性は、じっと和樹の瞳ひとみを見つめていた。

　感かん情じようが彼女に表れている。憐あわれみや憐れん憫びんではなく、なにかを思い出している顔だ。

　銃口が下さがろうとしていた。

「詰つめが甘あまい。怪け我がの元だよ」

　霧の中から銃身がのぞいた。金髪の女性ははっとして振ふり向く。

「よー、ディステル。お久しぶり」

　かおりがマスケット銃を構え、頭にぴたりとポイントしていた。

「お前は……」
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「やだな、忘れちゃった？　二年前と顔は変わってないよ」

　にかっと笑い、白い歯を見せていた。

「ドレスデンで撃ちあいやったじゃない。あんときは警けい察さつが来て決けつ着ちやくつかなかったけど、アンタの背中に傷きず跡あとが残っているでしょ」

「……カオリ、イバ・カオリか！」

「あたりー。なかなかイカス出会いね」

「まだ吸きゆう血けつ鬼きなどと言ってるのか。ドイツ語もうまくなっていないだろう」

「アンタは日本語上じよう手ずだね。誰に習ったの。彼？　まだこだわっているんだ」

　女性の顔色が変わる。沈ちん黙もくが落ちた。

　二人は無言で対たい峙じしていた。和樹の頭に、この隙すきをつけ、との声が聞こえる。だが先ほどの恐怖が残っていて、動けない。

　ディステルが口を開いた。

「……やはり変わっていないな。カンに触さわる性格だ」

「そりゃどーも。ついでにその娘こ、離はなしてくれる？　わたしの教え子なんだ」

「はっ、お前が教きよう職しよくとはな。日本の教育システムは末まつ期きのようだ」

「学園長に会ったら伝えとくよ。さあ、離して」

「離すと思うか？　お前のそれに弾たまは入っていない」

　かおりが舌したを出す。

「あはっ、バレてた」

　ディステルが自動拳銃を向け、引き金を引いた。乾かわいた発はつ砲ぽう音おん。かおりは横に跳とび、寸すん前ぜんで避よけた。

　金髪の女性は夕菜の腕うでを摑つかみ、強ごう引いんに引き寄せた。和樹は硬こう直ちよくしたまま、なにもできない。

　夕菜が暴れたが、ディステルの方が力が強い。

「和樹さん！」

「夕菜！」

　和樹はようやく手を伸のばした──届とどかない。

　なにかが千ち切ぎれるような感かん触しよくだけを残して、彼女の身体は遠ざかる。

「フィアールカ！　白霧ヴアイスネーベル！」

　ディステルの声と共に、霧きりがいっそう濃こくなる。二人の姿すがたは奥おくに消えていった。

　別の敵がここまで来たのか、別の射しや撃げき音おんがした。

　視界はまだ霧で覆われていた。どこから撃うたれているのか全く分からない。

「幻覚ジンネストイシユンクも混まぜたな。しゃれてるけど通じるか！」

　かおりは右みぎ腕うでを振ふって火か炎えんを放はなった。霧の奥に炎ほのおが伸のびる。誰かに命中したのか、悲ひ鳴めいが上がった。

　しかし彼女は舌打ちして、

「駄だ目めだ。式森、宮間は右の扉とびらから連れ出された。そっちから追え」

「よく見えますね、先生！」

「この眼鏡は魔ま法ほう透とう過かの機き能のうがあるんだよ。技ぎ本ほんが開かい発はつしたレンズを使っている」

　言いながらマスケット銃に弾を込めた。発砲。

「勝負しようぶ眼鏡めがねだって言ったろ。早く！」

　和樹は走った。見えないままだが、なんとか扉をくぐった。

　金髪の女性は夕菜を捕つかまえたまま、Ｂ館に入っていく。後を追った。かおりと、ようやく抜ぬけられたのか玖里子と凜も続く。

　耳に残る、乾かわいた音が聞こえた。ガソリンの匂においもする。

　開け放はなたれたシャッターから飛び込んだ。

「あっ！」

　四人は一いつ斉せいに叫さけんだ。展示されていたアルバトロスＣⅢがプロペラを回し、Ｂ館から出ていこうとしていた。

「ちいっ」

　かおりが急いで呪じゆ文もんを唱となえ、火炎球フランメンバルを放はなつ。狙ねらいが外はずれて植うえ込こみを吹ふき飛ばした。

　複ふく葉よう機きは逃にげまどう人々をかき分けるようにして離り陸りくした。

「くそっ、飛行機使ったか！　あんな骨こつ董とう品ひんで逃げるなんて、馬ば鹿かにして」

　かおりは眼鏡を地面に叩たたきつけた。いらいらと周囲を見み渡わたす。残りの展示物で目が止まった。

「……式森、キミ、空って好き？」

「えっと……高いところは、あまり」

「そ。いい機会だから慣なれなさい」

　襟えり首くびを摑つかまれた。引っ張られる。

　予よ備びのためか、複葉機が二機ほどプロペラを回している。かおりはそこに走った。玖里子と凜も後に続く。

　操そう縦じゆう士しが四人を見て、なにか叫んだ。

「どきなさい！」

　かおりは怒ど鳴なると同時に、マスケット銃じゆうを投げた。横向きに回かい転てんしながら一直線に飛んでいき、操縦士の顔がん面めんを直ちよく撃げきする。

　ハルバーシュタットＣＬⅡと説明書きのある機体だった。彼女は目を回している男を引きずりおろすと、前席に乗り込んだ。計けい器きをざっと眺ながめ、舵かじの利ききを確かめる。

　和樹はひいひい言いながら、後部座席によじ登った。

「先生、操縦できるんですか」

「まかせて。小さいころはパイロットになりたかったんだよ」

「パイロットもやってたんですか」

「誰がそんなこと言った。なりたかったの」

　和樹は絶ぜつ叫きようした。

「待ってください待ってください！」

「もう遅おそい」

　プロペラの回転が速くなった。Ｃ館から外に出る。くい止めようとする敵には機き銃じゆうを乱らん射しやして追い払はらった。

　正面ゲートが取り払われていた。ちょうど一直線になっている。

　ハルバーシュタットはごとごと音を立てた。少し浮うき上がって着地し、また浮き上がり、着地する。それから大きくバウンドした。

「さあ行け」

「うわーん！」

　幸こう運うんにもそのまま機き首しゆを上げ、左右に揺ゆれつつ離り陸りくした。

「凄すごい。飛んだ」

「僕もそう思います！　心から！」

　機体は緩かん上じよう昇しようを続けた。風を切る音が耳につんざく。

　会場から、もう一機離陸してきた。玖里子と凜が乗る機体である。

　和樹は無む理り矢や理り前を向こうとした。前部座席とは背中合わせのように設せつ置ちされている。

「先生……げほっ、夕菜は！」

　吹ふきさらしのコクピットで思わず悲鳴を上げる。ものすごい風ふう圧あつだ。顔を正面に向けていられない。

「式森、座席の下にゴーグルがある。それつけなさい」

　かおりはすでに着用していた。足元を探ると、確たしかに大型の飛行用眼鏡めがねがあった。ベルトを後頭部にかける。

　あっという間に月つき島しまを通り過ぎた。高度を上げると旋せん回かいし、かおりと和樹は夕菜が乗せられた機体を探した。

「見っけ！」

　かおりが叫んだ。東京駅方面に、アルバトロスＣⅢの尾び翼よくが見える。彼女は機き首しゆを向けた。

「追うぞ！」

「追いつけるんですか!?」

「こっちの方が速い！」

　エンジンが唸うなり声を上げる。機体が増ぞう速そくした。

　アルバトロスの白い機体が視し界かいに広がる。

　かおりがシュパンダウ機き銃じゆうの引き金を引いた。タイプライターのような音がして、曳えい光こう弾だんが伸のびる。相手の水平尾び翼よくをかすめた。

　アルバトロスは慌あわてたように、左へ旋せん回かいした。

「おしい」

　かおりは指を鳴らす。

「当てちゃだめですよ！」

「当てなきゃ撃げき墜ついできないじゃん」

「撃墜しちゃ駄だ目めです！」

　真下は民家やビルである。川や海でも危ないのに、ここで墜おとしてしまっては夕菜の命に関わる。

　白い複葉機は旋せん回かいしながら高度を下げた。銀ぎん座ざに向かっている。

　かおりは操そう縦じゆう桿かんを前に倒たおした。




　玖里子と凜の乗ったＬ．Ｖ．Ｇ．Ｃルフト・フエルカート・ゲゼルシヤフトⅥはスムーズに離り陸りくすると、ハルバーシュタットの後を追った。

「上じよう手ずですね、玖里子さん」

　感かん心しんしたような凜の声。

「まあね。ワイオミングの叔お父じがボロボロのソッピース・キャメルを持ってんのよ。あれに比べりゃ牧ぼく場じようのポニーみたいなもんね」

　玖里子は余よ裕ゆうの態たい度どで機体を操あやつる。途と端たんにドンと音がして、大きく揺ゆれた。

「な、なにごとです！」

　凜が後部座席でひっくり返りそうになりながら叫ぶ。

　再び爆ばく発はつ音おんがして、機体が揺ゆさぶられた。玖里子は振ふり返って下を見る。

「……高こう射しや砲ほう!?」

　上じよう翼よくと下翼の間に、砲身をこっちに向けた88ミリＦｌａｋ18が見えた。屋外に展示してあったものだ。砲口が光る。

　機体のはるか前方で、砲ほう弾だんが爆発。煙けむりが輪を描えがいた。

　玖里子はスピードを上げる。

「……当たったらどうなるんです？」

　恐おそる恐るといった凜の声。

「こんな布でできた飛行機、考える必要もないわ。穴なんて可愛かわいいもんじゃないわよ」

「では、逃げないと……」

「そう慌あわてないで。あれは高空を飛ぶ機体を迎げい撃げきするためのものよ。こっちはたかだか数百メートルだから、砲弾の信しん管かんは作さ動どうしないわ」

　高射砲は威い力りよくは大きいが、のろのろした複葉機を狙ねらうようには作られていない。チェーンソーを持って蠅はえを追い回すようなものである。

　凜はいまいち分からなかったが、とりあえず納なつ得とくした。

「つまり、大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「直ちよく撃げきしなけりゃね……うおっと」

　ドラムを鳴らすような音が続いた。機き関かん砲ほう弾だんが下から上へ伸のびていく。

「とはっ、対空機銃まで持ち出してきたわ」

　これは当たったら穴だが、コクピットなら御お陀だ仏ぶつである。

「大丈夫なのではないのですか!?」

「ごめん、訂てい正せいさせて！」

　玖里子は機体を左右にロールさせて、狙ねらいを外そうとした。弾だん列れつが後を追うように移動する。

　逃げ回っていると、不意に射撃音が止んだ。

「……玖里子さん」

「なに」

「あれは……」

　玖里子は首を後ろに向けた。

　黒い点のようなものが三つ、高速で近づきつつあった。

「追おっ手てよ！」

　黒い点は大きくなって、飛行機の形を取った。三さん葉よう機きが二機に複葉機が一機。並んで飛んでいたが、すぐに別れる。

　三葉ドライデツカーを持つ真まっ赤かなフォッカーＤｒⅠが、かおりの方へ向かった。しゃもじみたいな尾び翼よくをした複葉機は、そのまま飛んでくる。

「向こうがフォッカー二機で、こっちはファルツが一機!?　失礼しちゃうわね」

　玖里子は憤ふん慨がいすると、威い勢せい良よく機体を横おう転てんさせた。凜が慌てて座席にしがみつく。

「振り回すわよ！」

　急きゆう旋せん回かいした。時代がかった機体なので、各部がミシミシ音を立てる。

　ファルツＤⅢが発はつ砲ぽう。機銃弾が頭の上を通つう過かする。玖里子はいったん機体を沈しずませ、それから思い切り上じよう昇しようさせる。敵を下から突つく格かつ好こうになった。

　すれ違いざま、玖里子は引き金を引いた。

　弾たまが敵機に吸すいこまれる。黒こく煙えんを吐はきながら、よたよたと脱だつ落らくしていった。

「ざまみなさい」

「やりますね」

「アメリカでＰ51とやり合ったこともあるわよ。和樹たちは？」

「左下の方です」

　かおりと和樹の乗るハルバーシュタットが、二機のフォッカーに追われている。高度がかなり落ちていた。

「もう一仕事するか」

　玖里子はスロットルを絞しぼり、機体を傾かたむけた。




　赤い三葉機は、みるみる大きくなった。縦たてに重なるようにして、接近してくる。

　和樹の口からかすれた叫び声が漏もれた。後ろを向いているので、自分をめがけて突っ込んでくるように感じる。パイロットの表情まで見えそうだ。

　敵機から火か線せんが伸のびた。

「うわわわっ」

　首をすくめた。運良く弾たまはそれる。連れん装そう機き銃じゆうの弾だん丸がんが、すぐ側そばを通り過ぎていた。

　フォッカーは横に滑すベり、再び射撃位置につく。

「先生、撃うたれる撃たれる！」

　かおりは機体を降下させた。一いつ瞬しゆん、敵てき影えいが消えた。だが、すぐに現れる。

「せんせーい！　やられるー！」

「うるさいな。こっちもヘタすると、あの白いの逃がしちゃうだろ」

　夕菜が乗せられたアルバトロスは、どんどん高度を下げていた。戦せん闘とうはフォッカーに任まかせて、自分は離り脱だつするつもりだ。

「だから気にしてられない」

「気にしてくださいってば！」

　和樹の席は機体の後方を向いているから、敵の動きがよく分かる。相手は運うん動どう性せいも良く、火力も強い。このままではいずれ穴だらけだ。

　また撃ってきた。空気の抜ぬけるような音がして、帆はん布ぷに穴が空あいたのが分かった。

「ほらー！」

「騒さわいでないで、なんか反はん撃げきしなさい」

「どうやって！」

「目の前に、機銃があんでしょ」

　見ると座席のすぐ上に、回かい転てん式しきの支し持じ架かに載せられた機き関かん銃じゆうがあった。

「それで撃って」

「どうやるんですか！」

「引き金引きゃあ弾は出るわよ」

　和樹は無む我が夢む中ちゆうで言うとおりにする。

　パラベラムＭＧ17が音を立て、七．九二ミリ弾だんをあさっての方向に吐はき出した。

「へた」

「無茶言わないでください！」

　銃じゆう器きなんか扱あつかったことがない上、機体はフォッカーを振ふり切るためにちょこまか動き回っていた。滅めつ多たなことがない限り当たらない。

　敵機が再び射しや撃げき位置につき、発はつ砲ぽうした。今度は二機が並んでいる。曳えい光こう弾が周囲を乱らん舞ぶした。

「うわーっ、もう駄だ目めだー！」

　と、フォッカーの一機が傾かたむいた。鉄十字アイゼルネスクロイツを穴だらけにして落ちていく。パイロットが脱出するのが見えた。

　もう一機は、慌あわてて離り脱だつした。

（和樹！）

　頭の中に念話が飛び込む。

「く、玖里子さん」

（ぼやぼやしないで、早く夕菜ちゃん追っかけて）

　彼女の操縦するＬ．Ｖ．Ｇ．ＣⅥが翼つばさを振ふってせかしていた。

（残りの敵は引き受けたわ。早く）

「助かる！」

　かおりが返事をする。白いアルバトロスはさらに高度を下げていた。銀ぎん座ざから新しん橋ばし方向に抜ぬける気だ。

　彼女は追つい跡せきを再開した。




　機銃弾が上じよう翼よくをかすめる。玖里子は歓かん声せいを上げた。

「やるわね。さすがはリヒトホーフェン・サーカス！」

　第一次大戦中の有名な飛ひ行こう中ちゆう隊たいの名を口にすると、フットバーを踏ふみ込んだ。

　真紅のフォッカーＤｒⅠとローゼンジ迷めい彩さいのＬ．Ｖ．Ｇ．ＣⅥは、互たがいの後こう方ほうを取ろうとして、しきりに戦せん闘とう機き動どうをおこなっていた。隅すみ田だ川がわ上じよう空くうで、時ならぬ空中戦が繰くり広げられる。

　旋せん回かい性き能のうはフォッカーの方が上だ。そのための三葉である。だが玖里子は、効こう果か的てきに上じよう昇しようと下降を繰り返し、巧たくみに逃のがれていた。

　見る間に高度が落ちていく。どちらもここで勝負をつけようと、上昇しようとしない。ときおり発はつ砲ぽうして、相手を牽けん制せいしていた。

　やがて、玖里子が相手の真後ろを取った。

「もらった！」

　照しよう準じゆん器き内ないに、三葉の機体がはみ出すくらいに広がる。

「覚かく悟ご！　念ねん仏ぶつでも唱となえて……あら？」

　弾たまが出ない。何度も引き金を引くが、シュパンダウ機き銃じゆうはうんともすんとも言わなかった。

「どうしたのですか!?」

「故こ障しようしたわ」

　旋せん回かい中ちゆうも射しや撃げきを続けていたので、弾詰まりジヤムを起こしたのである。

　撃うってこないので、なにかトラブルがあったと分かったのだろう。フォッカーは悠ゆう々ゆうと左に回った。あっという間に後方につく。

　こうなったら逃にげるしかない。どういうわけか後部座席に機銃がついていないので、背はい後ごを取られたら最さい後ごだ。

　敵てき弾だんが集中して、機体が振しん動どうした。

「……凜」

「はい？」

「さっきチャンバラやってた剣けん、持ってる？」

「手元にありますが」

　わずかに掲かかげる。会場で戦ったときのまま、持ってきていた。

「そりゃいいわ。頼たのみがあるんだけど」

　聞かされて、凜は大声を上げた。

「無茶です！」

「あんたの腕うでを見込んだわよ」

「この剣では自信が……」

「為なせば成なる！」

　高度を落としながら大きく右に回かい転てん。相手も旋回して、ちょうど真ま正しよう面めんから向き合う形になった。

　フォッカーは避よけない。機銃が故こ障しようしていて撃うてないと踏ふんでいるのだろう。そのまま直進してくる。

　玖里子が怒ど鳴なった。

「さあ頑がん張ばって十三代目！」

「私は石川いしかわ五ご右ヱえ門もんですか！」

　凜も叫さけび返す。左手で身体からだを支ささえ、立ち上がった。

　急速に距きよ離りが詰つまる。敵てつ機きが撃うち始めた。着ちやく弾だんの音が耳をつんざく。外がい板はんが剝はがれ、木もく片へんが辺あたりを乱らん舞ぶする。

　双そう方ほうの機体は、ギリギリで交こう錯さくした。

「てえっ！」

　気合いと共に、凜が片手半剣を一いつ閃せんさせた。

　フォッカーが後方へ離はなれていく。やがて鮮あざやかな切り口を残して、尾び翼よくがとれた。

　真しん紅くの機体は安あん定ていを失い、そのまま隅田川へと墜つい落らくしていった。

「お見事」

　玖里子が感かん嘆たんしたように言う。

「これきりにしてください」

　文もん句くを言いながら、凜は座席へ戻った。

「そう言わないで。それだけの腕うでがあればもっと……あっ！」

　ガンガンと音がして、エンジンが煙けむりを発した。油あぶら混まじりの黒こく煙えんが、操縦席を包む。

「……やられた」

　斜ななめ下からファルツＤⅢが上じよう昇しようしてきた。最初に撃げき墜ついしたはずの敵機が生きていて、撃うってきたのだ。

　機関銃音が続き、ガラガラと音を立ててエンジンが息いき絶たえる。漏もれた油が発はつ火かして、翼つばさに移っていく。

　速度が一気に落ちた。つんのめるようにして機首が下がる。

「きゃー、落ちる落ちる！」

「玖里子さん！」

　翼が派は手でに燃もえ上がった。




　玖里子と凜の乗る機体が撃墜されたのは、和樹からも見えた。

「先生！　玖里子さんと凜ちゃんが！」

　かおりは少しだけ後ろを向いた。

「やられた!?」

「隅田川に落ちていきました」

「無ぶ事じ？」

「ええと、ちらっと泳いでいるところが見えたような」

「なら、よし」

　彼女は操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめた。

　アルバトロスは中央通り沿いに逃とう走そうしていた。速度を上げて追いかける。

　こっちに気づいたのか、敵機はぎりぎりまで高度を落とした。着陸寸前の低さまで下がり、ビルの後ろに隠かくれてしまう。

　銀座にはビルが林りん立りつしている。陰かげに回られては、発見することすら難しい。

「ほーっ、やる」

「どうするんですか！」

「決まってるよ」

　ハルバーシュタットも高度を下げた。

　アルバトロスの尾び翼よくが見える。こっちに気づいたか、高度をそのままにスピードを上げて逃とう走そうしようとしている。

　銀座の中心を横切る中央通りは、ちょうど歩行者天国の最さい中ちゆうだった。頭の上で行われている追つい跡せき劇げきを口を開けて眺ながめていた群ぐん衆しゆうの中に、二機は突つっ込んでいった。

　道路を舐なめるような低空飛行。ビルの間を切り裂さくように飛んでいく。野や次じ馬うまの集団が我われ先さきに逃にげ出し、道路に置かれたパラソルと椅い子すが騒そう動どうでひっくり返る。驚おどろいた商店はシャッターを閉め出した。

　轟ごう音おんを上げた二機の複ふく葉よう機きが、東京でもっとも有名な繁はん華か街がいを駆かけ抜ぬける。アイスキャンディーの屋台と、風ふう鈴りん売うりの老人があおりを受けて飛ばされた。

　メルセデスエンジンの騒音が、銀座中に響ひびき渡わたった。

「あーっ、しぶとい！」

「きっと向こうもそう言ってますよ！」

　またたく間に三みつ越こしの前を通り過ぎる。後方から別のエンジン音がした。玖里子たちを撃墜したファルツＤⅢが姿すがたを見せる。

　機き銃じゆうが光った。

「先生、撃うってくる！」

「無む視し！」

　銃弾が真ま横よこを過ぎていく。空気を切り裂さく音に、首をすくめる。

　アルバトロスとハルバーシュタットはどちらも高度を上げないまま、博はく品ひん館かん前を通つう過か。そのまま首しゆ都と高こうのガードをくぐった。

「うひゃー！」

　和樹の頭上を鉄てつ骨こつがかすめる。ぎりぎりで抜けた。

　だが後ろのファルツは翼よく端たんを街がい灯とうにぶつけた。左翼がもげて機体は回かい転てんしながら交こう差さ点てんを滑すべり、終しゆう夜や営えい業ぎようのカラオケボックスに突つっ込む。余よ波はで自動車の玉たま突つき衝しよう突とつまで起こった。

　かおりと和樹にそれを眺ながめている余よ裕ゆうはない。白い敵機は第だい一いち京けい浜ひんに沿って逃げている。周囲がごちゃごちゃしているので、目が離はなせない。

　すうっとアルバトロスが速度を落とした。途と端たんに、機体が消える。

「あっ」

　かおりが思わず声を漏もらす。分かれ道に入ったのだ。

「式森、見えた!?」

「なにがですか！」

「道が分かれたのよ！　右、左、どっち!?」

「えっ……」

「私見えなかった。決めて！」

　迷ったが、考えている余よ裕ゆうはない。

「左……右です！」

　かおりは操縦桿を力ちから一いつ杯ぱい右みぎに倒たおした。古ぼけたビルにぶつかりそうになりながら、右旋せん回かい。

　やや狭い道路に出た。が、

「……はずれ」

　アルバトロスの機き影えいはなかった。代わりに眼前を大型トレーラーが走っていた。

「わーっ！」

　かおりと和樹は同時に叫さけんだ。積つみ荷にの鉄パイプに脚あしが引っかかり、バランスを崩くずす。

　機体が傾かたむく。プロペラが街がい路ろ樹じゆに突つっ込んだ。バリバリと音を立て、ブレードが千切れていく。真横に回転しながら、警察署の前に滑り込んだ。

　機体は敷しき石いしを剝はがしながら石段にぶつかり、逆さになって止まった。

　ハルバーシュタットはひっくり返って、警察署の玄げん関かんに張りついていた。プロペラはどこかにいってしまい、主翼は折れていた。エンジンも完全に停止している。

　操縦席から、かおりがやっとのことで這はい出した。

「式森……無事？」

「なんとか」

　和樹は息も絶たえ絶だえに、返事をした。

　上空では白いアルバトロスが輪を描えがいていた。その機はハルバーシュタットが飛べなくなったことを確認すると、翼つばさを翻ひるがえして去っていった。
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「へくしょっ」

　玖里子はくしゃみをすると、これ以上冷ひえないように急いで頭を拭ふいた。ドライヤーを使いたかったが、凜に譲ゆずってしまったので、バスタオルで我が慢まんするしかなかった。

「先生、他にタオルありません？」

　濡ぬれてくしゃくしゃになったタオルを右手でかざしながら訊きく。二人で身体からだを拭いたため、バケツの中の雑ぞう巾きんみたいになっていた。

　バスルームからかおりの声が聞こえた。

「冷れい蔵ぞう庫このところに段ボールがあるでしょ。その中のどこかにあるよ」

　クリーム色の冷蔵庫の隣となりに、ＮＥＣと書かれた段ボール箱がいくつも積つまれていた。開けてみたがゲームの攻こう略りやく本ぼんとサターンのソフト、それになぜか競けい輪りんと競きよう艇ていのハズレ券が大量に出てきたので、探すのをあきらめた。

　凜がドライヤーを使い終わるのを待ってから借かりる。ほぼ同時に、かおりもバスルームから出てきた。洗せん面めん所じよで顔を洗あらっただけらしく、服は晴海はるみのときと変わっていない。

　玖里子と凜はずぶ濡れだったので、すでに着き替がえていた。もっともかおりの服を借りているので、玖里子はともかく背の低い凜はだぶだぶだった。

　撃げき墜ついされた二人は隅田川を泳およいだ後、同じく不ふ時じ着ちやくしたかおり、和樹と合流した。それからタクシーを捕つかまえて、かおりのマンションまで来たのである。運転手はびしょ濡れと油まみれを乗せることを嫌いやがり、おまけにかおりも凜も持ち合わせが少なかったので、玖里子がチップをはずまなければならなかった。

　髪かみを乾かわかし終わった凜がテレビをつけた。ちょうどニュースをやっていて、七しち三さんに分けたアナウンサーが、海水浴場の混こん雑ざつぶりを伝えている。続けて地方選せん挙きよの模も様よう、デーゲームの結けつ果か。

　晴海での騒そう動どうはひとことも触ふれられなかった。凜はプレステ２のコントローラーとバーチャルボーイの間からリモコンを探してチャンネルを回したが、どこも似にたようなものだった。若わか手て芸げい人にんのバラエティー。少年探たん偵ていのアニメ。ニュース速報すらない。

「どれも駄だ目めだ」

　彼女はスイッチを消した。

「マスコミにも手を回しているのね……」

　玖里子はうんざりしたように言う。この調子では新聞も無む駄だだろうし、警察も怪あやしい。へたに問い合わせをしたら、こっちが狙ねらわれるかもしれない。

　凜がリモコンを放ほうり投げた。

「何者なんでしょう」

「さあ……」

　会場での騒動はかなり大きかったはずだ。なにしろ、銃じゆうで撃うち合った上に空中戦までしたのである。目もく撃げき者しやも多くいる。それでも報ほう道どうされる気け配はいはなかった。

　噂うわさくらいは広まっているはずだ。あれだけの来場者の口はふさげない。だが夕菜を誘ゆう拐かいした組そ織しきは放置するようだ。影えい響きようはないと思っているのだろう。それに世せ間けんというのは、新聞やテレビで伝わらない出来事を「なかったこと」にしてしまう傾けい向こうにある。

　玖里子は来る途と中ちゆうで買ってきた烏龍茶ウーロンちやの缶かんを開けた。

「だいたい、どうして夕菜ちゃんがさらわれたのかだって分からないんだからさ。相手が何者かなんて、見当もつかないわ」

「確かに。式森が誘拐されかかったはずなのですが」

「カモフラージュだったのか、ただの手て違ちがいか……分からないわよ」

　彼女は烏龍茶を飲んだ。ぬるく、やけに苦にがかった。

　凜は玖里子が一息入れるのを待ってから言った。

「あの会場は、係員までが誘拐組織の一員のようでしたが」

「そんな感じだったわね」

　大ドイツ展の全すべてが誘拐組織だとは考えづらいが、少なくても十人以上は敵だった。深く食い込んでいることは確たしかだ。

「金きん髪ぱつの、背の高い女性を見ましたか？」

「あ？　ええ」

　玖里子は銃じゆうを手にした白人女性を思い浮うかべた。

「彼女が命令をしていたようでしたが、あの女性がリーダーなのでしょうか」

　玖里子が缶を傾かたむけながら答える。

「多分、ね」

「知らない言葉を喋しやべっていましたが……」

「あれドイツ語よ」

　彼女は事もなげに答えた。驚おどろいた凜が訊きく。

「なにを話しているか、分かったんですか？」

「大体は。指示や命令ばかりだったけど。でもかなりの巻まき舌じたで聞き取りづらかったわ。あれはヨーロッパ北部、しかも北東の生まれね。リトアニアのドイツ系か、カリーニングラードの出身じゃないかしら」

　玖里子は両親の仕事を手伝うことがあり、海外へも足を運ぶ。東ヨーロッパ、バルト三国も何度か訪おとずれ、ドイツ語で会話をしたことがあった。

　バルト海沿岸のドイツ系住民は、Ｒを江え戸どっ子このような巻き舌で発音する。金髪の女性は似にた喋り方をしたのである。

　凜は感かん心しんしたような顔になった。

「素す性じようとかは」

「それはさすがに……。でも、知ってる人は知ってるんじゃない」

　玖里子は横目でかおりを探した。彼女は電話のところで、しきりにどこかと連れん絡らくを取っていた。

　しばらく待っていると、受話器を置いて戻もどってきた。

「だれと話をしてたんですか」

「雇やとい主ぬし」

「へえ。どなたです？」

「内ない緒しよ」

　かおりは冷蔵庫を開けると、トマトジュースのパックを取り出した。封ふうを切ると、直接口につける。

「……ま、なに聞いたかは教えるよ。新しん橋ばし駅えきのトイレから、大ドイツ展の実じつ行こう委い員いん長ちようが発見されたって。ＬＳＤを舐なめさせられて前後不ふ覚かくになってる。他のスタッフは行方ゆくえ不明」

　彼女は赤い液えき体たいを飲み込むと、舌した打うちをした。

「それがもう一週間も前から行方不明だったんだって。どういうわけか届けは出ず、トイレで掃そう除じのおばちゃんが見つけたのはまったくの偶ぐう然ぜん。他のスタッフが発見されるのは、期待できないかもね」

　玖里子はあまり驚おどろかなかった。これだけの騒さわぎがニュースになっていないのだ。あらゆる方面に手が回っていると考えていい。

「夕菜ちゃんを誘ゆう拐かいしたのは、ずいぶん力のある組織なんですね」

「そうだね」

「何者なんです？」

　玖里子はじっと、かおりのことを見つめた。

　かおりがトマトジュースを飲むことをやめ、振ふり返る。少しの間、沈ちん黙もくした。

「……知りたい？」

「ええ」

「……陳ちん腐ぷなことは言いたくないけどさ、知らないほうが良いこともあるよ」

　彼女は真まっ赤かな野菜の描えがかれたパックの口を閉しめ、冷蔵庫にしまった。

「誘拐なんて軽く言ってるけど、見ての通り撃うちあいもやれば空中戦だってやってるの。相手はあんたたちが考えているより、ずっと大きな組織。さっきはたまたま運が良かっただけで、今度は命に関かかわるかもよ」

「死ぬ、とでも？」

「そう」

　かおりは断だん言げんした。真ま顔がおだった。

　玖里子も凜も、なにも言わなかった。三人の間に沈ちん黙もくが下りる。

　よどんだ空気が部へ屋やの中にのしかかっていた。体内を締しめつけるような圧あつ迫ぱく感かん。恐きよう怖ふとは言わないまでも、寒さむ気けを伴ともなった冷たい感覚だった。

「それでも……」

　玖里子が口を開いた。

「それでも知る権利があります。もうあたしたちは、この騒動を味わいました。銃じゆう撃げき戦せんに空中戦も経験しました。忘れることなんて無理です。巻き込まれたなんて馬ば鹿かなこと言うつもりはありませんよ。でも夕菜ちゃんは、目の前でさらわれたんです」

「……でもさ、これからやっかいなことになるよ。修しゆ羅ら場ばかも」

「かまいません」

　言い切った。凜はなにも言わないが、玖里子の「あたしたち」を遮さえぎったりしない。肯こう定ていの沈ちん黙もくだった。

　かおりは頼たのもしいような呆あきれたような、複ふく雑ざつな表情をしていた。

「……じゃあさ、約束してくれる？　これから起こることは、冷たい、現実だけが支し配はいする世界だよ。人は死ぬし、大事なものは失われる。それでも最後まで味わうこと。苦くて、まずくて、吐はきたくなるけど、ちゃんと飲み込むんだ。いい？」

　二人は黙だまってうなずいた。

「あとはね、やるんならわたしたちは仲間だ。見ての通り、敵はあちこちに手を回していて、手助けはほとんど受けられない。それに学生だからって相手は容よう赦しやしてくれない。仲間を信しん頼らいして、全力であたるんだよ」

「もちろん」

「分かりました」

　答えを聞き、ようやくかおりはほっとした表情になった。

「じゃあ話そうか。敵のリーダー、あの金髪女のことは覚えている？」

「ええ。昔からの知り合いみたいでしたね」

「そ。確かに知り合い。あの女はディステルって呼ばれている」

「薊デイステル？　綺き麗れいな名前ですね」

「本名じゃないよ。コードネーム。本名はマレーネ・プロミノホフ。ドイツ北部リューベック出身で、祖そ父ふがカリーニングラードからの戦争難なん民みん。優秀な魔力のため政府機関に雇やとわれるも、突とつ然ぜん機き密みつ情じよう報ほうを売るようになり、今に至いたる……だったかな」

　かおりは記き憶おくをたどりながら喋しやべった。

「テロリストなんですか？」

「恐怖テルール？　そうだけどちょっと違ちがうかな。元は東ドイツ、国シ家ユ保タ安ー省ジの中ちゆう央おう偵てい察さつ管かん理り局きよく一八部の工作員。動どう機きは知らないけど、政府組織に所しよ属ぞくしていたんだよ。東西ドイツが統とう一いつされて、同時にシュタージを抜ぬけたみたいだね。わたしと会ったときは、別の組織に鞍くら替がえしていた」

「どこに？」

「あのさ、賢人会議ワイズメン・グループって知ってる？」

「えっ？」

　奇き妙みような返へん答とうに、玖里子は訝いぶかしげな顔をした。

　賢人会議というのは、経けい済ざい学がく者しやや財ざい界かい人じんが、世界の経済情じよう勢せいなどを話し合う集まりのことだ。ときどき新聞にも載のっている。

「世界経済の行方ゆくえを心配をする人たちが、人さらいをするんですか」

「そう考えるのが普ふ通つうだけどね。これは別の組織。いつ現れていつ活動を開始したか、まったく不明。噂うわさじゃ学者の会議を隠かくれ蓑みのにするために、わざと同じ名前にしたんじゃないかって言われている。やっかいなことに、学者の会合よりも大だい規き模ぼなんだよ」

　かおりは舌したで唇くちびるを湿ぬらす。

「ワイズメン・グループやワイズメン・マフィアとか言われているけど、実体はほとんど知られていない。各国政府に力を持ち、莫ばく大だいな資し産さんを運うん用ようする謎なぞの組織……こう聞くと悪の手先みたいだけどさ。各地の紛ふん争そうを裏うらで操あやつるとか、そんなことはしてないよ。大手のヘッジファンドや銀行を影えい響きよう下かに置いているらしいから、メインは通つう貨か取とり引ひきみたいな経済活動じゃないかな」

「だったらますます、夕菜ちゃんを誘ゆう拐かいした理由が分かりませんけど」

「三年くらい前からね、賢人会議が各国の有力な魔ま術じゆつ師しを集め始めたんだ。合ごう法ほう、非合法問わずにあちこちから。理由は分からない。指し導どう者しやが替かわったからだと考えられているけどね」

　言葉を区切った。

「その絡からみでわたしもディステルとやり合ったんだよ。薊あざみなんてとんでもない。そのころついた異名が『血まみれデイ・ブルーテイヒディステル』。物ぶつ騒そうなモンだ」

「その彼女が、実は式森ではなく、夕菜さんを誘拐しようとしていたわけですか」

　凜が訊きく。かおりは軽くうなずいた。

「そういうこと」

「先生はどうしてこれに関わっているんです」

「ある筋すじから式森と宮間の護衛を頼たのまれたんだよ。これがまたいかがわしくてね」

　顔をしかめる。

「二人の動向に気をつけ、賢人会議の手には渡わたさないこと。ただし、危き険けんにはさらすこと」

「危険に、さらすんですか？」

「そうなんだ。聞いたことないね、こんな内容。雇やとい主ぬしも理由は言おうとしない。仕方ないから、人ひと混ごみにでも連れて行くしかなかった」

「じゃあ……先生は、あえて晴海に二人を？　誘拐される危険も、分かっていたと？」

　沈ちん黙もくが帰ってきた。否ひ定ていではない。

　さすがに玖里子の顔色が変わる。凜の身体も緊張した。

　かおりが、やや声を硬かたくした。

「言ったろ。冷たい、現実だけが支配する世界だって。雇い主と契けい約やくを結むすんだんだ。その通り履り行こうしただけ。怨うらんでも構かまわないよ。わたしだって、綺き麗れい事ごとだけで生きてはいないしね」

　二人はなにも言えなかった。そう、これが現実なのだ。さらわれるのが現実なら、追うのも現実。そこには他のなにものも関かん与よしていない。ただあるのは事実のみ。

「……わたしも甘あまかったんだけどさ。まさかディステルだとは思わなかったんだ。ここしばらく式森と宮間を護衛していて、やばい気け配はいはあったんだけど……。丘おかで見たときは、確かく証しようがなかった」

　素す直なおにすまなそうな顔をしていた。

「さらわれたのはわたしのミス。救きゆう出しつには全力を尽つくす」

「どうやりますか？」

「連中が逃にげるとしたら、国外の可能性が高い。キミたちに協力してもらうよ。風かぜ椿つばき、あんたの家で省しよう庁ちように勤めているの、いない？」

「いますよ」

　玖里子の家は財ざい閥ばつ系けいなうえ、同どう族ぞく支し配はいが強かった。彼女の家を頂ちよう点てんにいくつも会社を抱かかえ、あちこちに人材を送り込んでいた。

「あの複ふく葉よう機きが直行できるとは思えないから、どこかで下りてから成なり田たに行くはずだ。国際便を調べて、先に押おさえてしまおう。わたしもさっき雇い主に調査頼たのんだけど、キミのところからも手を回してくれない？」

「いいですよ。羽はね田だや大おお阪さかも調べますか」

「頼む」

「じゃあ電話借ります。でも、夕菜ちゃんに偽ぎ名めい使われたら難むずかしいですよ」

「やらないよりまし。ところで携けい帯たい電でん話わ、持ってなかった？」

　元がん来らい、長ちよう距きよ離りの通信には念ねん話わが使われていたが、魔ま法ほう回数が減げん少しようする上に精神状態によって通信が左さ右ゆうされるので、最近は携帯電話が多た用ようされている。

「今はありません。隅田川のどこかに沈しずんでいます」

　そう言って、玖里子は受話器を取り上げた。

　かおりは凜の方を向いた。

「神かみ城しろは出発の準備をしてくれ。得意の日本刀、持っていった方がいいだろ」

「分かりました。それはいいのですが……」

　凜は室しつ内ないを見回した。

「肝かん心じんの式森はどこにいるのですか」

「あっち」

　かおりは奥おくの部へ屋やを指さした。




　　　　○




　和かず樹きはうずくまっていた。動けなかった。疲つかれがあった。だが、それだけではない。

　後こう悔かいしていた。夕菜を救えず、こうして他人の部屋に座すわっていることを。なにもできなかった自分自身を。

　自分はダブルオーセブンではない。成績も運動も人ひと並なみ以下の、どうしようもない高校生だ。だから、超ちよう人じん的てきな活かつ躍やくで夕菜を救えるわけでもない。

　でもあのとき、ディステルとかおりが銃じゆうを向けあっているとき、チャンスがあった。あそこで逃にげられたのだ。だがまったく身体からだは動かず、さらわれるのを眺ながめていた。気がついたら、夕菜は遠い彼方かなたにいる。

　怖こわかったのだろうか。恐きよう怖ふはある。今でもある。かおりと一いつ緒しよに飛行機を追っていたときは無む我が夢む中ちゆうだったが、ひとりでいると自分を捕とらえて離はなさない。身体が芯しんから冷えていくようだ。でもあのときだけ、ただあのときだけ、恐怖が克こく服ふくできていれば。

　勇気がないのは知っている。力がないのも知っている。魔法だって使いたくても使えない。そんな人間でも、土ど壇たん場ばになれば力がでるらしい。火事場のなんとやらだ。だが、そんな慣かん用よう句くも白しら々じらしく感じる。現実なんてこんなものだ。

　じゃあどうするんだ。このまま座すわっているのか。なにもしないで時間が過ぎるのを待つのか。どうなんだ。

　さあ行け。立ち上がれ。お前に必要なのはちょっとの勇ゆう気きだ。ドアを開けてかおりに言え。助けに行きましょうと。救うんだよ。戦うんだ。正せい義ぎは我われにありだ。スーパーマンよろしく、悪を倒たおせ！

　ちょっと待て、スーパーマンだって？

　お前、自分が何なに様さまだか知ってるのか。見かけも中身も冴さえない式しき森もり和樹君。一年生の時の通つう信しん簿ぼ、もう一度見るかい？

　分ふん別べつとは物もの事ごとの道どう理りをわきまえること。以上。

　分かりやすい回答だった。

　助けに行かないならどうする。いっそ部屋に帰って寝ねちまえ。自分はさらわれなかった。それでよしとしよう。人間長生きが一番。銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれるのはもうたくさんだ。

　だけど、彼女に会えなくなるかも。別にいいじゃん。最初からいなかったと思えば。玖里子さんや凜ちゃんは、口を利きいてくれなくなるかも。お前、今まで女の子とそんなに喋しやべったりしてたか？　でもあの笑顔が見られなくなるかも。そんなものはテレビのスイッチをひねればいい。若いタレントがスポンサーの金でいくらでも笑ってくれる。それでいいじゃないか。

　だが夕菜の、自分に向けてくれた笑顔は──

　ふと和樹は、なにかを握にぎっていることに気づいた。




「やっぱりさあ、こういうことって、和樹にはショックだったみたいね」

　電話を終えた玖里子は、いっこうに開かない扉とびらを眺めながら言った。

「十七歳が経けい験けんすることじゃないわよ」

「そうですね。こんな経験は、ふつうしません」

　凜がうなずく。

「でも凜ならむしろ慣なれてんじゃない？　こういう修しゆ羅ら場ば」

「ここまでではありませんが、似にたような経験は……」

　彼女はためらいがちに言う。

「ご存じと思いますが、うちの本ほん家けは九きゆう州しゆうです。かなり古い家いえ柄がらで、寺じ社しやとのつながりが深いのです。その関係で、いわゆる物ものの怪けと年ねん中じゆう戦っていました。私も手て伝つだわされたことがあります。死んだ兄に、ずいぶん鍛きたえられましたし……。それが嫌いやで、東京に出てきたのですけど」

　小こ柄がらな少女は目を伏ふせた。玖里子は感心する。

「和樹の一つ下でその経験でしょ。それは凄すごいわ」

「玖里子さんは、式森の一つ上のはずです」

「まあね。経験のなさからいったら、和樹といい勝負のはずなんだけどね」

　彼女はため息をついた。

「だけど、あたしはさ、なんていうの、実じつ家かの商しよう売ばいが商売だから、結構外国も連れて行かれたのよね」

　自分の言葉を嚙かみしめるように言う。

「外国といっても色々あって、目もくらむような金持ちがいれば、信じられないような貧びん乏ぼう人にんもいるの。それに、日本人のような東とう洋よう人じんが軽けい蔑べつされるような土地もあるわ」

　眉まゆをひそめていた。口く調ちようも、やや沈しずんでいた。

「その国は全体がおかしくて、父親は山やま師しみたいなもんだから、そういうところこそ金が儲もうかるなんて考えるのよね。で、あたしは現地の学校に通っていたんだけど、もう視し線せんが色々あるわけ。嫉しつ妬とやら羨せん望ぼうやら軽けい蔑べつやら……。でも友達もできて、仲良くやってるつもりだったの。自分では」

　凜は黙だまって聞いていた。玖里子は話し続けた。

「ところがある日、現地の山さん賊ぞくに誘ゆう拐かいされたのよ。あたしと友達が。歩いているところに銃を突つきつけられて。幸さいわい事件はスピード解決、というか、その場で銃じゆう撃げき戦せんになったの。あたしは助かったけど、友達は……流ながれ弾だまに当たって、死んだわ」

　彼女は指でピストルを作り、ばん、と撃うつ真ま似ねをした。

「大変なのはそれからよ、学校に行っても、どこに行っても、なんでこいつが生き残っているんだって。この国の人間じゃなくて、黄色い猿さるが生きてるんだって。そのときあたしにできたことはなにもなかったんだけど、そんなの関係ない。もう嫌いやになって……父親に頼たのんで、帰国したわ。これ、十一歳の時よ」

「…………」

「忘れようとしてたんだけどね。そのとき決めちゃったのよ。『今度友達になにかあったら、助ける』って。まあ今がそうかなって、思ってるわけ」

　照てれたような笑えみを作る。すぐ真ま顔がおに戻もどった。

「だけどさあ、こんな経験しない方がいいのよ。なにもない方がいいわけ。あたしはあのときなにもできなかった。和樹がなにもできなくなったって、不ふ思し議ぎじゃないわ。ずっとここにいたり、帰るって言い出しても、非ひ難なんはできない」

「それは……」

　凜は押おし黙だまった。彼女も厳きびしい修しゆ行ぎように、逃にげ出したいと思ったことがあった。こんなこと、しないほうがいいんだと思ったことも。

　音がして、隣りん室しつの扉とびらが開いた。

「和樹……」

「玖里子さん」

　和樹はゆっくりと言った。

「僕にできることって、そんなにないですよね」

「そりゃ、まあ……」

「でも、僕は夕菜の笑顔が、もう一度見たいんです」

　右手を開いた。銀色の鎖くさりに繫つながれた、ペンダントが光っていた。

「もう一度、これを渡わたします。あの笑顔が見られるなら、なんでもしますよ」

　決意の印しるしに、ぐっと握にぎりしめた。迷いはなかった。

　玖里子は凜と顔を見合わせた。

「やっぱり、男の子よねえ」




　リビングでは、かおりがまた電話をしていた。そういえば、さっきベルが鳴っていた。

　和樹が近づくと、彼女は受話器を持ったまま顔を上げた。

「式森……」

「はい？」

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はい。大丈夫です」

「ふうん」

　しげしげと、かおりは和樹を見み渡わたした。

「元気になったみたいじゃない。いいことだ」

　それから、二言三言、電話の向こうに話して、受話器を凜に渡す。

「神かみ城しろ、君の部ぶ活かつ仲間だ。日本刀を持ってきてくれるそうだ」

「どうも」

　小こ柄がらな少女は受け取って、なにか話した。しばらくしてから電話を切り、こっちを向く。

「式森、妙みような話を聞いたんだが、菫すみれ淳じゆん子こさんを知ってるか」

「えっ？　同じクラスだけど」

「生物部に勧かん誘ゆうしたことがあるんだが、長期欠席の届けが出ているらしい」

「なにそれ。転校してきたばかりだけど」

「理由は知らんが、外国に行くという噂うわさがあるらしい」

「外国ねえ……」

　ぼんやりと聞いていた玖里子が、あっと声を上げた。

「ちょっと待って。今、菫って言った？」

「ええ」

「あのディステルって人、会場でフィアールカって人に命じていたわ。ロシア語で菫のことよ。もしかして……」

　彼女は唇くちびるを舌で濡ぬらした。

「あたしたちの行動、他人に知られていたのよね。晴海はるみに行くこともさ。見張られているんじゃないかって思ってたけど、どこかに敵の仲間がいたんじゃない？　それが和樹の同級生だとしたら」

「それだ！」

　かおりが叫んだ。

「風かぜ椿つばき、菫淳子の名前で航こう空くう券けんが取られていないか調べてくれ。あとパスポートの申しん請せいも！」

「分かりました！」

　玖里子が電話に飛びついた。

　その様子を見ながら、かおりはしきりと貧びん乏ぼう揺ゆすりをする。

「途と中ちゆうで車に乗り換かえているはずなんだ。こっちが押おさえるチャンスはまだある」

「そうですね」

　和樹は答えた。だがそれも、相手の動きが分かってからだ。成田ではなく羽田か、もしかしたら関かん西さい空くう港こうもありうる。

「宮間がどこにいるか分かれば、いいんだけどね……」

　かおりはいらいらしながら、天てん井じようを見上げた。




　　　　○




（逃にげなきゃ……）

　振しん動どうが意識を深しん淵えんから呼び戻もどしたとき、夕菜が最初に考えたのはそのことだった。

　眠ねむっていたわけではなかった。確たしかに晴海の会場で気が遠くなったが、ぎりぎりのところで踏ふみとどまっていた。だから自分が飛行機に乗せられたのも、かすかに覚えている。ただ身体からだが全く言うことを聞かなかったので、喋しやべることも抵てい抗こうもできなかった。

　だけど自分が捕つかまったことははっきり分かっていたので、逃げようという意識が頭の隅すみに引っかかっていた。誰だか知らないけれど、誘ゆう拐かい犯はんなんてろくなものじゃないに決まっている。身代金だけではなくて、それこそ暴ぼう行こうされたりするかもしれないのだ。考えるだけでおぞましい。

　どうして自分がさらわれたのか分からないし、ここがどこかも知らない。そもそも和樹さんが身の危険を感じていて、誘拐されかかったんじゃないかしら。どうしてわたしが？

　謎なぞばかりだったが、悩なやんでいてもしょうがない。あとで考えよう。今はできることをしなければ。ここから脱だつ出しゆつするのだ。

　目を開ける。暗くら闇やみだった。真っ暗ではなく、部へ屋やの隅すみから外の明かりが漏もれていた。

　夕菜は硬かたい鉄てつ板ぱんの床ゆかに寝ねかせられていた。そのため、床下の振しん動どうが直接身体に響ひびいていた。ずっと小こ刻きざみに揺ゆれている。

　どこにいるのか分からなかったので、とりあえず身体を起こす。縛しばられたりはしていない。周りを見ると、小こ部べ屋やみたいなところに閉じこめられていた。

　いや、小部屋でないことはすぐに分かった。さっきから振しん動どうだけではなく、低いエンジン音がしている。それにこの排はい気きガスの匂におい。ここはトラックの荷台だ。コンテナの中にいるのだ。

　立ち上がって、周りを確認した。コンテナはあまり大きくない。後方に扉とびらが見える。

　近寄った。それほどぴったりと閉まってはおらず、揺ゆらすとがたがた音がした。

　鉄てつの棒ぼうが上下に動いて、かんぬきのように鍵かぎをかける構こう造ぞうだ。それほど複ふく雑ざつではない。誤あやまって閉じこめられた人が、外に出られるようにするためだろう。今の夕菜には好こう都つ合ごうだった。

　扉に耳をつけると、エンジン音が反はん響きようして聞こえてくる。道どう路ろを走っていた。飛び降りるのは危き険けんだったが、信しん号ごう待まちくらいあるだろう。いざとなったら魔ま法ほうを使えばいい。

　鉄棒を操そう作さする。扉を外に押おし出すようにして開け──

　立ちつくした。

　目の前では、アスファルトが流れていき、左側に中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいが見えた。予想通りトラックの中。道路を走っていた。だが、高速道路だった。

　走行速度は約百キロ。信号がないから、停てい止しすることもない。下は硬かたいアスファルト。飛び降りるのは自じ殺さつ行こう為いだ。

　絶ぜつ望ぼう感かんに包つつまれたが、気を取り直した。まだ逃にげられる。飛行魔ま法ほうか、瞬しゆん間かん移い動どうを使えばいい。

　そう考えた瞬間、腕うでを摑つかまれた。

　抵てい抗こうする暇ひまもなかった。後ろに引っ張られ、床ゆかに倒たおされた。肩かたと腰こしを打ちつける。

「逃げ出そうとするなんざ、なかなかやるじゃねえか」

　男が二人、見下ろしていた。背はい後ごには、運転席に続くドアが開いている。監かん視しのために改かい造ぞうしたのだろう。

　男の一人は若いやせ形がたの青年で、もう一人は年ねん齢れい不ふ詳しようのラテン系外国人だ。若者に見み覚おぼえはないが、もう片方は淳子と一いつ緒しよにいた人のような気が──

　思い出す余よ裕ゆうは与あたえられなかった。ラテン系の男が薄うす笑わらいを浮うかべ、顔をぐっと近づけてきた。

「でもそうはいかねえんだよ。大人おとなしくしてるんだ」

　にたにたと品のない、それでいて殺さつ気きのこもった表情だった。夕菜は身体からだを丸まるめるように、小さくなった。

「そうそう。そうしてりゃいいんだ。ちっと色いろ気けが足りねえけどな」

　男の指が、服の襟えりに伸のびた。

「きゃ……」

　夕菜は小さく悲鳴を上げ、男の手を叩たたいた。襟元をあわせて、ぎゅっと握にぎる。

　男は手をぶらぶらさせて、ひっひと笑った。

「いいね、いい。いくら大人しくしてろと言っても、マネキンみたいな女じゃつまらねえ」

　抵てい抗こうしようと思ったが、素早く両りよう腕うでを押おさえつけられた。舌したなめずりをしそうな勢いきおいで、男が迫せまる。

「いやあ……」

「抵抗してもいいぜ、彼はそうして欲しいってよ」

　夕菜は必ひつ死しに頭を働はたらかせた。この男から逃にげなきゃ。でもどうやって。腕わん力りよくではかなわない。魔法を使うしか。でもこの男も、おそらく魔術師だ。カウンターで魔力を発動させることくらい造ぞう作さないだろう。それでも一か八か。

　身体からだの芯しんが熱あつくなった。指先に魔力が集中する。意い識しきが高ぶる。

　不意に全身が揺ゆれた。

（──え？）

　心しん臓ぞうが、変に脈みやく打うった。不ふ快かい感かんがせり上がる。

　自らの危機にも拘かかわらず、夕菜は混こん乱らんした。今までにない感覚が、身体の底から昇ってくる。普ふ通つうに魔法を使ったときには、絶ぜつ対たい起こらないことだ。

　気持ちが悪くなってきた。身体はどんどん熱くなってくる。夕菜の意識と違ちがうなにかが、外に出ようとしていた。

　叫さけんだ。声に出すのではなく、意識の奥おく底そこに呼びかけた。

（待って、出ないで。なんだか分からないけど、わたしから外に出たりしないで。駄だ目めなのあなたは出ては駄目、お願いだからじっとして──）

　喉のどの奥が痛くなった。なにかが現れる。

「やめるんだ」

　別の方向から声がかかった。

　夕菜に向けられたものではなかった。ラテン系の男が、上体を起こす。

　若い男がもう一度言った。

「やめろ、ヴィペール」

「いいじゃねえか。見み逃のがせよ」

「駄目だ。手を出すなとの命令だ」

　男の身体が離はなれた。同時に、夕菜の身体を支配しつつあったものが、急きゆう速そくに引いていった。

「オグロ、誰がそんなくだらねえことを言ったんだ」

「少しよう尉いだ」

　ヴィペールは唾つばを吐はいた。

「固いね。そこまであの女の言うことを聞かなくてもいいだろうに」

「少尉の命令は絶対だ」

「なにが絶対だ。いいか、おれは別の……」

　言いかけて、ヴィペールは口をつぐんだ。運転席を見て、眼を細める。

「……もうすぐ着きそうだ。お前の顔を立ててやるよ。だが言っておく、今度はおれの邪じや魔まをするんじゃねえぞ」

「邪魔はしない。命めい令れい違い反はんをしなければ」

「けっ」

　吐き捨てると、ヴィペールは運転席に向かった。

　オグロは夕菜に手を伸のばして、立たせた。

「怪け我がはないか」

「は、はい……」

「そうか、よかった」

　目の前の男は、意外なほど優やさしい声をしていた。

「逃げ出したりしなければ怖こわい目にはあわないから、じっとしていてくれ。トイレはないけど、おなかがすいたら言っていいよ。パンくらいならある」

「はい……。ありがとう、ございます」

　ついお礼を言ってしまった。口を手で押さえる。

　オグロはちょっと悲しそうに笑った。

「礼はいいよ。僕たちは君を誘ゆう拐かいしたんだから」

「でも、助けてくれましたから……」

「偶ぐう然ぜんさ。命令に従したがったんだ」

「その、命令って……」

　その時、トラックが止まった。急ブレーキ気ぎ味みで、がくんと揺れた。

　半開きになった扉とびらから外が見える。いつの間に高速を出ていたのか、駐ちゆう車しや場じように止まっていた。

　広いスペースに何台かの車が止まっている。その向こうには建けん築ちく物ぶつ。なぜか覚えがある。

　思わず身体を乗り出した。あの大きな建物、あれはもしかして……するとここは……。

　夕菜は外の風景に注意を奪うばわれた。そのため、オグロが注射器を取り出したことに気づかなかった。

　ちくりと、首くび筋すじに痛みが走る。

「あ……」

　そして彼女は、今度は正しよう真しん正しよう銘めいの眠ねむりに落ちた。




　　　　○




　時間との勝負だった。出国前に押おさえられるかどうかで全てが決まる。

　玖里子は受話器を置いて叫さけんだ。

「成田です。六時のアメリカン航空に董淳子の名前がありました。いっしょに取られたチケットに、夕菜ちゃんの名前はありませんけど──」

「偽ぎ名めいで取ったんだ。董だけそのままにしちゃったんだな。ミスだろうけど、こっちにはラッキーだ」

「もう一つ。その機体が故こ障しようして、フライトが遅おくれるそうです」

「よし、ついてる！」

　時計を見た。まだ間に合う。

「雇やとい主ぬしに、出国ゲートで足止めさせよう。追うぞ」

　どうやらかおりの雇い主にもそれなりの力があるらしい。

「でも、ぎりぎり……」

　和樹が訊きいた。成田空港までとなると、飛行魔ま法ほうも瞬しゆん間かん移い動どうも着く前に体力を使い果たしてしまう。来るまでは間に合うか分からない。かおりはその疑問には答えず、

「風椿、キミんち、ヘリなかった!?」

「よくご存じですね。さっきここまで来るように連れん絡らくしておきました。フランス製のデカイ奴やつです。そろそろ到とう着ちやくします」

「偉えらい！　あとでファミコンの珍めずらしいソフトあげる。『アイドル八はつ犬けん伝でん』」

「いりません」

　窓の外からローターの音がした。ＡＳ３３２Ｃシュペルピューマの白い姿すがたが見える。風ふう圧あつで、窓ガラスががたがた鳴った。

「屋おく上じよう、着陸できますか」

「大だい丈じよう夫ぶ、広い。無理にでも下ろして」

　玖里子は携けい帯たい電でん話わに向かって着陸するよう指し示じする。

　四人は屋上まで走った。ヘリコプターがほとんどホバリングの状態で、スライド型の扉を開けて待っている。

　乗り込むと同時に、シュペルピューマはローターの回かい転てん数すうを上げ、千ち葉ば方向へ飛んでいった。




　ヘリは成田空港第一旅りよ客かくターミナル近くに強ごう引いんに着陸した。四人は一いつ斉せいに走り出す。

　エスカレーターを二段とばしに駆かけ上がって、四階の出発ロビーへ。そこに背せ広びろ姿すがたの大おお柄がらな男が待っていた。

「あっちだ」

　かおりに顎あごでしゃくる。彼女は返事もせずに、スタッフオンリーと書かれた部へ屋やに向かう。和樹たちも続いた。

　勢いきおいよく扉を開ける。

　部屋の中にはパイプ椅い子すと折おり畳たたみ式のテーブルがあり、白人の女性と日本人の少女が二人、座すわっていた。

　四人の動きがそこで止まった。信じられないものを見ているかのように、茫ぼう然ぜんとしている。

　しばらくの間、立ちつくしていた。

「なによ……これ」

　かおりが漏もらした。

　椅子に座っている二人の女性は、ディステルや菫、それに夕菜とも、似にても似つかぬ顔だった。







　第五章







　波の音がする。

　ざああっという残ざん響きようが耳に入ってきた。かすかにカモメの鳴き声も聞こえる。軽い振しん動どうもあった。

　夕菜はうっすらと目を開けた。

　意識がぼんやりとしていた。無む理り矢や理り眠ねむらされたため、頭がはっきりしていない。自分がどこにいるか、よく分からない。

　身体からだを起こそうとして、失敗した。肩かたのあたりが痛い。トラックの中から逃にげ出そうとしたときに打ちつけたのだ。悲鳴を上げるほどではないが、じくじくとしつこく訴うつたえている。それが妙みように気になった。痣あざになったら嫌いやだな、と思う。

　徐じよ々じよに視し界かいがはっきりしてきた。天てん井じようの低い、四角い部へ屋や。壁かべも床ゆかも全部木製で、そこに転がされている。

　頭だけ起こして見回したが、なんにもない。窓すら見えなかった。それに薄うす暗ぐらくて、広さも分からない。それは意識が薄うすれているためではなく、かす油スラツシユランプのせいだったが、あいにく彼女にはそこまで分からなかった。

　また波の音がして、床が前後に揺ゆれた。

「……船？」

　ようやく理解できた。船の中の、どこか奥おくまった船せん室しつに閉とじこめられているらしい。窓がないはずであった。

　ゆっくりと起きあがる。今度はうまくいった。

　両手が動かない。後ろ手にされ、ロープで縛しばられていた。かなり固く、ほどけそうにない。手首にも食い込んでいて、気持ちが悪い。

　やだなあ、とつぶやく。肩の痛みと手首の痛み。どっちも気になって仕方がない。他に痛いところは──

　そこで気づいた。大おお慌あわてで自分の身体を見回す。

　なんともなかった。服に乱みだれはなく、晴海はるみのときのままになっている。上着もスカートも破やぶけてはいない。暴行された痛みもなかった。

　ほっとした。こんなところでは絶対にひどい目に遭あいたくなかった。こういうことは守っていたい。

　外で音がした。びくっとする。

　鍵かぎの外はずれる気け配はいがして、木製の扉とびらが開かれた。

　背の高い女性が入ってきた。薄うす暗ぐらかったが、顔には覚えがあった。会場で自分をさらった女。

「目が覚めたか」

　冷たい声だった。あまり抑よく揚ようがない。わざとそうしているのではなく、元からなのだろう。

「あなたは……」

「名乗る必要はないだろう」

　確たしかディステルと呼ばれていたはず。だけど、本名の気がしない。

　近づいてきた。正面に立つ。

　ぞくっとした。彼女は冷たく、ほんの少しだけ憐あわれみの混まざった瞳ひとみで見下ろしていた。死にゆくものを送り出す眼だ。顔を背そむけたが、瞼まぶたの奥おくに焼きついてしまい、消えてくれない。なにをするときもこの顔で、マニュアルをこなすかのように片づけるのだろう。多分、人を殺ころすときも。

　途と端たんに恐きよう怖ふが襲おそってきた。

「……怖こわいか」

　見み透すかしたかのような質問。

「…………」

　答えなかった。答えられない、というのが正しい。

「……黙だまっているのは自由だ。それとも喋しやべれないのか？　お前は普ふ通つうの人間がしない経験をしている。ずっとそうしていても、変だとは思わない」

　相変わらず冷たいが、諭さとすような雰ふん囲い気きもあった。

「黙っている方が楽だが、なにか心に湧わいたら、無む理り矢や理りでも言っておけ。その瞬しゆん間かんだけでも、自分が生きていると分かる。いくら普通ではなくても、現実は現実だ」

　そう、彼女に降ふりかかった出来事は、とても普通ではなかった。

　朝は普通に起きて、いつも通り朝食を取った。ご飯はんとお味み噌そ汁しると目玉焼き。朝はずっと和食にしている。それから部へ屋やを片づけて、ちょっとうきうきしながら着き替がえた。服は前の晩に選えらんでおいたから迷わない。綺き麗れいだと言ってくれる気がしたし、やっぱり言ってくれた。和樹と一いつ緒しよに晴海までやってきて、待ち合わせた玖里子たちと会場に入った。展覧会は目新しいものが多くて、あちこちを見て回った。そうしたら、突とつ然ぜんあたりが真っ暗になって、トラックに閉じこめられ──

　こんなことになった。

　とにかく逃にげだそうとしたが、結局眠ねむらされて、こんなところにいる。あまりに突とつ然ぜんだったので、よく思い出せないくらいだ。でも一つだけ理解できることがある。誘ゆう拐かいされてしまったのだ。

　はっとした。どうして自分が誘拐されたの？　この前は和樹さんがさらわれそうになった。だから玖里子さんも凜さんも先生も、それにわたしも、みんな和樹さんが狙ねらわれているのだと思っていた。それがどうして。本当の狙いは自分だったの？　トラックの中での疑問が、あらためて襲ってきた。

　一体どうなっているんだろう。なにが起こっているんだろう。それにわたしはどこにいるの。駄だ目め、分からないことが多すぎる。

　ディステルは部屋の外に出ようとしている。思い切って、訊きいた。

「あの、ここは……」

「ん？」

「ここは、どこなんですか」

　彼女は振ふり返った。

「船だ。分かると思うが」

　ディステルは天てん井じようを仰あおいだ。

「フリードリヒ・デア・グローセが船名だ。わざわざドイツから回かい航こうしてきた」

　聞き覚えがあった。『大ドイツ展』の展示用として、埠ふ頭とうに係けい留りゆうされていた船の名前だ。

「ドイツ帝てい国こく成立三十周年を記念して建けん造ぞうされたものだ。式しき典てんを飾かざるために、わざわざ木製にしてプロイセン王の名前をつけている。これで世界周しゆう航こうもしたらしいぞ。海軍クリークスマリーネに所しよ属ぞくしていたが、帆はん船せんだから戦争には参加していない。戦後、軍が民間に売ばい却きやくし、この間までヴィルヘルムスハーフェンの港に繫つながれていた。こまめに手入れをしていたので、状態はいい。『大ドイツ展』の目玉の一つだな」

　それで室内が木で作られている理由が分かった。旧ふるい船なのだ。

「もっとも改かい装そうを繰くり返したので、あまり面おも影かげは残っていないがね。見かけは帆船だが、エンジンもついている」

　軽い振しん動どうがあるわけだ。さすがに帆走では、日本に来るまで時間がかかる。

　夕菜は考えた。『フリードリヒ・デア・グローセ』が展示されていたことは和樹も知っている。自分が展示場内にいなければ、自おのずと場所は絞しぼられてくる。もしかしたら、早いうちに気づくかも。

　その気持ちを知ってか知らずか、ディステルは続けた。

「カオリたちは囮おとりの複ふく葉よう機きを追っていった。チケットもわざと見つかるようにしている。成田あたりで悪あく戦せん苦く闘とうをしているはずだ」

　夕菜には、彼女の言葉の意味が分からなかった。複葉機？　成田？

　ディステルは笑った。

「お前を一度機体に乗せたんだが、すぐに下ろした。それに気づかず、カオリたちは成田まで複葉機で逃とう亡ぼうしたと思っている。トラックで首しゆ都と高こう速そくを回らせたのは、監かん視しが残っていないか確認の時間が欲ほしかったからだ。そんな必要もなかったがな」

　希望がしぼんでいった。金きん髪ぱつの女性は構わず、

「この船は晴海を出航している。バンクーバーに向かっているが、下げ船せんはしない。サンフランシスコまで下って、飛行機でネヴァダ、コロラド……そこからは先は、知っても仕方ないだろう」

「そんな……」

　つい声が漏もれた。船なのは分かっていたが、埠頭から離はなれているとは思わなかった。これでは自分から逃にげ出したり、助けを求めるのも難むずかしい。

「じゃあ、これから……」

「ずっとこのままだ。あとで縄なわは外はずしてやる。どうせ海の上だ。逃げられん」

　その言葉に、むしろ光こう明みようが見えた。

「おっと」

　ディステルはほんの少しだけ、口の端はしを曲まげた。

「転てん移い魔ま法ほうを使おうなどと思うなよ。この部屋と、船全体には三さん重じゆうに結けつ界かいが張られている。へたに試こころみると、黒くろ焦こげになるぞ」

「…………」

　落らく胆たんした。考えてみれば、こんなすぐに思いつく手段の対たい抗こう策さくを、講こうじていないはずがない。

「ま、少しでも喋しやべる気になるのは、いいことだ」

　彼女は部屋の隅すみから背もたれ付きの椅い子すを持ってきた。座すわって、足を組む。

「な、なにを……」

「退たい屈くつだろう。相手をしてやる」

　夕菜が「聞きたがり」になっているのを、承知の上でしているようだ。心を読まれたとは思わない。顔色や声せい質しつで察さつ知ちしたのだろう。

　しかし夕菜はなにも言わなかった。相手をしてやると言われても、はいそうですかと返事はできない。それに自分の言葉がきっかけで、変なことが起こる可能性もある。この無表情な女性でも、腹を立てることがあるかもしれないのだ。

　しばらく無言の時間が続いた。が、

「あの……」

　結局、夕菜は好こう奇き心しんに負けた。

「なんだ」

「どうして、わたしをさらったんですか」

「聞いてどうする」

「知りたいのは、当然だと思います」

「知っても、他人には伝つたえられんぞ」

　言葉が詰つまった。そうか、わたしはひとりなんだ。

「……それでも」

「……なら教えるが、よく知らん」

　拍ひよう子し抜ぬけした。聞き間ま違ちがいかと思った。

「確たしかにお前をさらうように言われた。だが、目的までは聞かされていない。指し令れいを下くだす人間は情じよう報ほう漏ろう洩えいを防ふせぐために、余よ計けいなことまで口にしないものだ。分かるか？」

　そういえば、ずっと前に買ったスパイ小説にそんなことが書いてあった。興きよう味みがなくて、途と中ちゆうまでしか読んでいないけど。

「お前の魔力は大したものだが、しょせん『優すぐれた魔ま術じゆつ師し』でしかない。それ以上のなにかがあるのかもしれないが、今は知らん」

「じゃあなんで和樹さんを」

「あの少年か」

　ディステルは思い出すように、

「彼も必要だった。だがどうしても、というわけではない。事じ情じようが変わった。今はお前だけでいい。彼はまだ日本にいる」

「そうですか……」

　夕菜は下を向いて、表情を隠かくした。

　ディステルはその仕草を見み逃のがさなかった。

「ほっとしたか？」

「えっ……」

「顔が変わった」

　彼女は自分の顎あごを、軽く押おさえた。

「安心した顔をした。身体からだの緊きん張ちようも解とけている」

　その通りだった。和樹が無事だと知った瞬間、全身がほぐれたのだ。心の中の重おもりがひとつ、なくなっていた。

「変わっているな、普ふ通つうは自分の心配をするものだ」

「それが悪いんですか」

　むっとした。自分の立場も忘れて、つい突つっかかる。

「狙ねらわれていたのは和樹さんなんです。だから、無事でいて欲ほしいって思っていました。和樹さんさえなにもないなら、わたしはいいんです。もう、会えないかもしれませんけど……」

　ディステルは、夕菜の言葉をじっと聞いていた。

「そうとは限らん」

　思わず顔を上げた。

「あの少年は、ここに来るかもしれん」

「あなたたちが……捕つかまえる気ですか」

「そうではない。彼が望のぞんで」

　意外な言葉だった。ふざけているのかと思ったが、口く調ちようからはうかがえない。

「シキモリが、お前を取り返しに来るということだ」

「なにを、そんな。そうしてくれれば、その、嬉うれしいですけど、でも和樹さんはこういうことに慣れていませんし……。みんな、そうですけど」

「いや。あの少年は、見かけほど軟なん弱じやくではない」

「なんで……あなたにそんなことが」

「分かる」

　表情は動かしていないが、断だん言げんしていた。

　不ふ思し議ぎな気がした。初めて会い、しかも自分をさらった人間が、和樹の行動を予見している。過か大だいと言えるくらいに。

　そういえば誘ゆう拐かいされるときに、ディステルは和樹と遭そう遇ぐうしている。目の前の女性は彼に銃じゆうを向けていた。引き金に指が掛かかるのも見えた。明らかに撃うつつもりだった。

　だが撃たなかった。余よ裕ゆうはあったのになにもせず、そのまま自分だけを連れて去った。

「……撃ちませんでしたね」

　疑ぎ問もんが口に出た。それだけで悟さとったのか、ディステルの眉まゆが動く。

「ああ」

「どうして、ですか」

「理由はない。気まぐれだ」

　それきり口をつぐんだ。なにか思し案あんしているように見える。

「……そうだな、あの瞳ひとみが、似にていた」

　ぽつりと漏もらした。

「それは……」

「前にも見たことがある。私を助けようとしたときの必死の顔。恐きよう怖ふの中でも、大切なものを離はなそうとしない意い志し。自分の危険すら省かえりみることをしない決意。そういうものだ」

　夕菜は、彼女がなんの話をしているのか、すぐには理解できなかった。

「マティアス。私の本当の弟だ」

　その名前を口にしたとき、ディステルに初めて感情のようなものが浮うかんだ。本当、のところに力がこもっていた。

「あの子はいつも私を励はげましてくれた。父が死んで……二人きりになっても、彼は希き望ぼうを失わなかった。私にハンブルクにある魔ま術じゆつ師し養よう成せい学がつ校こうに入るよう進めたのも、マティアスだ」

　金きん髪ぱつの女性は、どこか遠くを見るような目をしていた。

「学校シユーレはあまり楽しくなかったが、優秀だと言われた。政府関係の職に就ついたが、これも綺き麗れいな仕事ではない。配属先が連れん邦ぽう憲けん法ぽう擁よう護ご局きよくだったからな」

　それは西ドイツ国内の防ぼう諜ちようを担当する機き関かんの名めい称しようだったが、あいにく夕菜は知らなかった。

「収しゆう入にゆうはかなりあったがね。おおっぴらに自じ慢まんするような職業でもない。それに平へい穏おんな生活は長く続かなかった」

「…………」

「帰りが遅おそくなったのがいけなかった。その日に限って、街がい灯とうも切れていたんだ。誰も通らないような暗くらがり。相手は前から私のことを狙っていた酔よっぱらった元もと上じよう司し。私は迎むかえにきた弟の前で」

　彼女は言葉を止めた。

「聞きたいか？」

　夕菜は黙だまって首を振ふった。

「……弟も私を守ろうとしてくれたが、子供だったからな。暴行を受け、死んだ。事件は体たい面めんに関かかわるから葬ほうむられ……私は、国シ家ユ保タ安ー省ジに鞍くら替がえした。復ふく讐しゆうのつもりだったんだがね。ところが馬ば鹿かな話、西が東を吸収してドイツは統一。今度は裏切り者として追われる身だ。金もなくなり、ボロボロになって逃げ回っていた」

　夕菜にディステルがどういう境きよう遇ぐうだったかを知ることはできなかったが、なんとなく想像はついた。

「だが東ドイツの工作員をしていても、ウクライナの農のう村そんに隠かくれているときでも、弟のことは忘れたことがない。あのときの瞳ひとみは、今でもはっきりと思い出せる。まさか日本で……同じ目を見るとは思わなかった」

「だから……和樹さんを撃うたなかったんですか」

「安心しろ。次は容よう赦しやしない」

　慰なぐさめにならなかった。

「こっちにも任にん務むがあるのでな。それに同じ瞳を見たのは、日本が初めてではない」

　彼女は意外なことを口にした。語ご調ちように、微び妙みような変へん化かを感じた。

「彼も……同じだった。純じゆん粋すいで、強い意い志しの光を放はなっていた。だから私は組織に加わり、忠ちゆう誠せいを誓ちかったのだ」

「……誰ですか、それは」

　ディステルは答えなかった。椅い子すから立ち上がり、木の扉とびらへと歩く。

　部へ屋やから出ようとして、彼女は振ふり返った。

「訊きくが、宗しゆう教きようはなんだ」

　夕菜は当とう惑わくした。それでも答える。

「わたしは……別に」

「サタニストか？」

　ディステルは皮ひ肉にくっぽく笑ったが、すぐに表情を戻もどし、言った。

「なんでもいいから、今から信しん仰こうしておけ。いずれ祈いのりの言葉すら、あげられなくなる」




　また夕菜は一人になった。一度だけ扉が開いて若い男が顔を出し、パンと牛ぎゆう乳にゆうを渡わたしてくれた。トラックで助けてくれた、オグロという名の男だ。

　食事のためにロープを解といてくれた。そのままにしてくれるのかと思ったが、終わったらまた縛しばられた。だが「手首が痛い」というと、少しだけ弛ゆるめてくれた。

　それからしばらくはなにもなかった。薬の作さ用ようがまだ残っているのか、ときどき眠ねむくなった。

　わざと強い薬を与えたのだろう。身体からだもだるい。脱だつ出しゆつできないようにするためだ。おかげでトラックのように、逃にげ出そうという気が起こらない。

　天てん井じように目を向けた。床ゆかに横たわったままぼんやりしていると、自分が一人きりだというのがよく分かる。船せん室しつなのに、広こう野やに取り残されたような気がしていた。無限の広さを持っているような気がする。そのままだと寂さびしいので、なにか考えて気を紛まぎらわせようとした。

　しかし思い浮うかぶのは、楽しかった晴海と、和樹のことばかりだった。どうしても今の境きよう遇ぐうと比くらべてしまい、沈ちん痛つうな気持ちが増ました。

　どうしてさらわれたんだろう。捕つかまった理由が分からない。あの女性も知らないと言っていた。考えても答えが出るはずなかったが、どうしても頭に浮かんできた。二十万回以上、魔法が使えるから誘ゆう拐かいされたのだろうか。

　頭を振ふった。違ちがうはずだ。それもあの女性が否ひ定ていしていた。理由にはならない。それにしても、「優れた魔術師でしかない」というのも、ずいぶん失礼な物言いだ。

　波のためか、船が大きく揺れた。時間が知りたかったが、あいにく後ろ手に縛しばられているので、時計を見ることができない。小さめの、ミッキーマウスの腕うでがぐるぐる回る時計を、左手首につけていた。古かったが、父が買ってくれたのでずっと使っていた。

　なんとなく父親の顔を思い浮かべる。仕事で世界中を飛び回っているから、今どこにいるか知らない。最後に顔を見たときは、これからメキシコに行くと言っていた。

　そういえば「体内に悪あく魔まを飼かっている」って言ってたのも、お父様だったな……。

　どういう意味なのだろう。たくさん魔法を使えることが、そんなに珍めずらしいのだろうか。小学生の頃ころに検けん査さしたとき、先生たちが驚おどろいていたから、確たしかに珍しいのだろう。

　それにしても悪魔はひどい。まるで犯はん罪ざいでもおこないそうな雰ふん囲い気きを与あたえる。心に別べつ人じん格かくでも住まわせているみたいだ。お父様は冗じよう談だんのつもりなのだろうし、自分でもそう思っていたけれど、例たとえにしては趣しゆ味みが悪すぎる。

　そこまで考えて、ふっと気づいた。

（もしかしたら、トラックでのあの感覚って──）

　がちゃりと音がした。

　目を開けると、二人の人物がいた。

　小こ柄がらな女と、ラテン系の男だ。薄うす暗ぐらかったが、女は菫淳子だと分かった。男の名前は、確かヴィペール。

「お久しぶりね。宮みや間まさん」

　淳子がにっこりと微笑ほほえんだ。

「晴海ではごめんなさいね、いきなり眠らせちゃって。あなたが突とつ然ぜん話しかけてくるものだから、びっくりしちゃって」

「菫さん……」

　夕菜は口をぽかんと開けた。淳子が晴海で自分をさらったことは、うっすらと記き憶おくしている。だが、つい先日まで一いつ緒しよのクラスで授業を受けた生徒が目の前にいる事実が、にわかに信じられなかった。

「どうして……」

「あら、察さつしはついているんじゃない。私がなにものか」

　夕菜は首を振ふった。分かっているのは、自分の味方ではないことくらいだ。

「じゃあ教えてあげるわね。私は、あなたを誘ゆう拐かいするために、わざわざ転校してきた工作員なの。どこからきたかは言わなくていいかしら。あなたと一いつ緒しよのクラスになれたことが幸運だったわね。席も近くで、式森君のことも監かん視しできたし。困ったのは、勉強が退たい屈くつだったことよ」

「じゃあ、あのチケットは……」

「そう。あなただからあげたの。誘拐されやすいようにね。でもそれだけじゃないわ、受け取ってちゃんと来るように、ずっと暗あん示じをかけていたんだから。それも気取られないように少しずつ。褒ほめて欲ほしいくらい」

　誇ほこらしげだった。誘拐した相手に自分の手際を自じ慢まんしている。信じがたい感かん性せいに、夕菜は怖おぞ気けだった。

　淳子がにたりと、口だけで笑顔を作った。

「でも、あなたは私を褒めたくないでしょうね。分かってるわ、それでもいいの。あなたはこれからアメリカに運ばれて、調べられるのよ。裸はだかにされて、いろんな検けん査さ装そう置ちを入れられて。興こう奮ふんしちゃうでしょ」
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「するわけ……ない」

　小声になった。淳子がますます声を張り上げている。

「それから、髪かみの毛一ひと筋すじ、爪つめひとかけらまでが彼に捧ささげられるのよ。なんて素晴らしいのかしら」

　興奮していた。手を広げ、まるで殉じゆん教きようを勧すすめる司し祭さいのように告つげている。

　夕菜は恐きよう怖ふに駆かられたが、一方で頭の隅すみに引っかかるものがあった。また彼だ。ディステルも言っていた。彼って誰？

「話はもういいだろ。フィアールカ」

　男が遮さえぎった。夕菜は怪け訝げんな顔をする。淳子はそれに気づき、

「フィアールカというのはコードネーム。だけど、菫淳子も本名じゃないのよ。こんな顔をしているけれど、ロシア人なの。シベリア生まれ」

　そうか、フィアールカは菫すみれのロシア語なんだ。それにしても、ドイツ人もいるしロシア人もいる。そこの男も顔立ちからいって南なん欧おうの生まれだろう。なんと国際色豊かな組織なのか。

　ヴィペールが前に進み出た。その行動に、つい身体を固くする。

「そろそろやるぜ」

「どうぞ。彼の願いだしね」

　夕菜は最初理解できなかったが、男がなにをしようとしているのか、すぐに察した。欲よく望ぼうに満みちた顔。気け配はい。全身からにじみ出る、いやらしい雰ふん囲い気き。

「や……」

　悲鳴が漏もれる。

　その声を、淳子は満足げに聞いていた。

「そうそう、もっと怖こわがって。あなたを『危険にさらせ』というのが、彼の命令なの。私は用があるから失礼するけど、あとはヴィベールがやってくれるわ」

　後ずさった。後ろ手に縛しばられているので、あまり逃にげられない。仰あお向むけで這はい回るようになる。男は楽しむように近づいてきた。

「じゃあ宮間さん、ごきげんよう」

　淳子は手を振った。




　　　　○




　夜の東とう京きよう湾わんにチュルボメカ・エンジンの轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。フランス製のヘリコプターは四枚のブレードを回かい転てんさせ、海の上を飛んでいた。

　木き更さら津づをかすめ、一直線に沖へと向かう。

　コクピットに身を乗り出しながら、和樹が大声を出した。

「船なんてよく分かりましたね！」

「羽田も成田も大阪もないんだろ。九州まで行くとも思えないし、調ちよう布ふや竜りゆうケが崎さきからの小型機もない。だったら船、しかも『フリードリヒ・デア・グローセ』を使うのが一番手っ取り早い！」

　ローター音に負けじと、かおりが怒ど鳴なり返す。パイロットシートで操そう縦じゆう桿かんを操あやつっていた。

「やりますね！」

「もっと早く気づきたかったけどね！　あんにゃろう、ドイツでもわたしをペテンにかけたんだ！」

　成田空港でトリックに気づいた後、連れん絡らくを取って『フリードリヒ・デア・グローセ』が出しゆつ航こうしたことを知り、もう一度ヘリコプターに乗り込んだ。給きゆう油ゆする暇ひまもなかったので、重じゆう量りよう軽けい減げんのためにパイロットと余よ分ぶんな機材を下ろし、かおりが操縦した。

　幸い風がほとんどなかったので、かおりの危なっかしい操縦でもシュベルピューマは問題なく飛行を続けていた。

「伊い庭ば先生、玖里子さんから通信です！」

　凜がマイク付きのヘッドセットをかおりに渡わたした。玖里子は成田に残り、情報収集を続けている。

「はい！　なんか分かった!?」

『海かい保ほからの情報です。三本マストの帆はん船せんを観かん測そく機きが偶ぐう然ぜん見つけたそうです』

「それだ！　どこ!?」

『千ち葉ば沖おき。かなり進んでいます。地点は──』

　玖里子の教える場所を、かおりは必ひつ死しになって暗あん記きした。

「サンキュー！　飛ばすよ！」

　かおりは速力を上げた。

　眼下を野の島じま崎ざきの灯とう台だいが過ぎ去っていく。やがてあたりが漆しつ黒こくの海かい面めんとなった。

　和樹は目を凝こらして前方を見る。水平線が分からない。星も月もなく、夜空と海面の区別がつかなかった。

「式森、いたぞ」

　凜が肩かたをつついた。

　遠くに小さく、明かりが見えた。それは徐じよ々じよに大きくなり、船の形を取った。近づくにつれ、航こう行こう灯とうが点てん滅めつしているのもはっきり分かるようになる。

　帆船もすでにこっちを発見しているだろう。ヘリの騒そう音おんは大きい。それにこの機は消しよう音おん器きを積んでいなかった。

「強行着陸するぞ！　下りたら宮間を連れ戻もどすからね。ひと暴れしてもらうよ」

「大おお雑ざつ把ぱですね」

「どうせ素人しろうとの集団だ。なにやったって同じだよ。それに計画立てるのは好きじゃない。夏休みの予定表も、寝ねるとその他しか書かなかったからね！」

　ヘリが機体を傾かたむけ、弧こを描えがくようにして接せつ近きんする。暗がりに甲かん板ぱんが浮うかんできた。妙みように狭せまい。

「下おりますか!?」

「ちょっと待った。……こりゃむずかしいな。狭いし、船具が邪じや魔ま」

　甲板はマストが塞ふさいでいる上に、ロープやボートが置かれている。投とう光こう器きで照てらすと、船員が走り回っている姿も見えた。

　かおりは機体を水すい平へいに戻もどした。

「どうします！」

「荒あらっぽいやり方でいこうじゃない」

　プロペラの回転が一気に落ちた。急きゆう激げきに高度を下げる。

「ドア開けて！」

　和樹がジュラルミン製の扉とびらを開けた。プロペラの轟ごう音おんが大きくなり、塩しお気けのある風が吹ふき込んでくる。

　真下に、『フリードリヒ・デア・グローセ』の甲板があった。

「式森！　飛び込みって得意!?」

　かおりが叫さけぶ。

「は!?」

「だから飛び込み！」

「やったことありませんけど」

「じゃあ初はつ体たい験けんね。飛び降おりなさい！」

「……って、え、え!?」

　下は海面ではなく甲板、しかも三十メートル近く高さがある。十階建てのビルと同じくらいだ。

「早く！」

「早くって……殺す気ですか！」

　これは飛び込みではなく落下である。甲板に墜つい落らくするようなものだ。身体がバラバラになるのが関の山である。

　和樹の不安をうち消す勢いきおいで、かおりは言い切った。

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなる！」

「なりませんよ！　魔ま法ほうで軟なん着ちやく陸りくさせるとか、手段が……」

「こっちは操縦で忙いそがしいんだ。自分でなんとかしろ」

「せめてロープとか！」

「うるさい奴やつだな。神城、落としちゃえ」

「はあ」

「うわーっ！」

　和樹は恐きよう怖ふの悲鳴を上げる。

　と、帆船の甲板が光った。ハンマーで殴なぐったような衝しよう撃げきが機体に伝つたわる。

「ちいっ、撃うってきたか」

　かおりが罵ののしった。甲板に船員が集まり、自じ動どう小しよう銃じゆうを撃ちまくっていた。

　機き関かん砲ほうも持ち出したのか、太い火線が四方八方に伸のびている。ヘリは何度も揺ゆれた。

「ぼやぼやしてるから！」

「そんなこと言われてもですね！」

　エンジンが小しよう爆ばく発はつを起こした。ローター音が変化する。頭を押さえつけられるように、高度が下がった。海面が接近してくる。故こ意いに下げているのではなく、落ちている。

　かおりが計けい器き板ばんを叩たたいた。

「出力が上がらない。こりゃもうスクラップだ」

「先生！」

　尾び部ぶローターの具ぐ合あいもおかしかった。シュペルピューマはふらふらしながら、いったん『フリードリヒ・デア・グローセ』から離はなれ、また近づく。銃弾を機体に受け、外がい板はんをボロボロにしながら突つっ込んでいく。

「式森、神城、わたしにつかまって！」

　木製の船体が迫せまった。




　　　　○




「こ……来ないで、ください……」

　震ふるえる声で、夕菜は言った。

「やめてください……あっちに行って」

「いいねえ。俺おれはこういうのが大好きなんだ」

　ヴィペールはにたにたしていた。その顔は、女をいたぶることこそ最高の快かい楽らくと信じ込んでいた。

　ゆっくりと、この瞬しゆん間かんを味わうように足を踏ふみ出している。夕菜は後ろ手にされた手を痛ませながら、下がった。

「女との対たい等とうなつきあいなんて言ってる奴やつがいるが、なに、ありゃフェミに脳のう味み噌そまでやられちまったのさ。見下ろすように、力ずくでものにするのが楽しみってもんだ。やせ我が慢まんはよくねえよ」

　男がじりじりと近づき、夕菜はじりじりと離はなれる。スピードの遅おそい追い駆かけっこだった。

　捕つかまりたくない。男がなにを考えているのか、嫌いやでも分かる。とにかく逃にげなきゃ駄だ目めだ。

　男は走らない。歩くにしても、遅おそい歩ほ調ちようだ。明らかに楽しんでいる。夕菜が必死であればあるほど、快楽が増ますと思っている。そんな男に、とらわれてはいけない。

　やがて、頭がなにかにぶつかった。船室の壁かべだ。

　これ以上、下がれない。

「ゴール。お疲つかれさん」

　ヴィペールは嘲あざけるように、

「そこが終しゆう点てんだ。ご乗車ありがとうございました。これから、新しい快楽の世界へ旅立ちます。お乗りの方はお早めに──」

　身をすくませる夕菜。欲よく望ぼうにぎらついた目が迫せまった。荒あらい息がする。体たい臭しゆうすら感じられた。

「イスタンブールの女たちは楽しませてくれたぜ。泣きわめきながら、ずっと抵てい抗こうしていた。一人は叩たたくはひっかくは、最後は悔くやし涙なみだを流していた。もう一人は面おも白しれえ。震ふるえてんだ。最初から最後まで、ずっと泣いていやがる。なにされようとも泣いて震え続けた。それで俺に頼たのむんだぜ。『お願いプリーズ』って。傑けつ作さくじゃねえか。すがりついてくるのかと思った。『お願い、お願い、お願い、ミスター』。俺は願い通りやってやったよ」

　男の手が、上着のボタンにかかった。

「ひっ……」

　恐おそろしさが声になる。それすら、ヴィペールは笑いながら聞いていた。

　無ぶ骨こつな指が、下の方に伸のび──

　音を立てて、扉とびらが開いた。

「ヴィペール！」

　男性が入ってくる。さっき食事を持ってきた若者、オグロだ。

　ヴィベールはあからさまに不ふ快かい感かんを表した。

「邪じや魔まをするな」

　若者は固い声で言った。

「何度も言わせるな。やめろ。サンフランシスコまで、彼女に手を触ふれるのは禁じられている」

「また命令って奴か」

「そうだ」

「へっ、くそくらえだ」

　ヴィペールが鼻で笑う。

「トラックじゃお前を立てたが、こんどはそうはいかねえぜ。俺はこの女を『危険にさらせ』って命令を受けたんだ。誰だと思う？　彼だ。お前らが名前を呼ぶのもはばかられる、あのお方だよ。分かるかオグロ、この意味が」

　その言葉にどんな効こう果かがあったのか、若者は雷かみなりに打たれたように立ちつくしていた。先ほどまでの態たい度どはみじんもない。ヴィペールは満まん足ぞくげに、

「直接言われてんだぞ。分かったらとっとと出ていきな。若わか造ぞう」

　再び夕菜に向き直る。その背に、かちゃりという音が響ひびいた。

「……駄だ目めだ」

「てめえ、誰にそんなもん向けている」

　オグロの手には自じ動どう拳けん銃じゆうが握にぎられていた。その銃口は、真まっ直すぐヴィペールの頭を捉とらえていた。

「外に出るんだ」

「聞こえなかったのか。俺は彼に……」

「早くしろ！」

　声がうわずっていた。よく見ると、拳銃を持つ手も小こ刻きざみに震えている。息づかいも荒い。

「……ふん。人を撃うつのに、そこまで緊きん張ちようしやがって」

「は、早く……」

「ざまあねえな。なんでおめえみたいな念話しか使えねえガキが、賢人会議ワイズメン・グループの一員なんだか、分かんねえ」

「う、うるさい……外へ……」

「死ねよ」

　ヴィペールの指が、変な形に折おれ曲まがった。

　途と端たんにオグロはのけぞった。拳銃を落とし、伸のび上がるように身体を痙けい攣れんさせる。喉のどを押おさえて、床ゆかの上を転げ回った。

　やがて彼は口を大きく開き、舌を突つきだしたまま、息いき絶たえた。

　ヴィペールは拳銃を取り上げ、ポケットにしまった。死体は一いち瞥べつだにしない。

「さて、邪魔が入ったが、続きといこうか」

　今度は遅れを取り戻すかのように、すっと近寄ってきた。にたにた笑いは変わっていない。夕菜は身体をしきりに揺する。

「可愛かわいい抵抗だねえ。くくっ」

　そのとき、轟ごう音おんが船体を揺ゆさぶった。




　　　　○




　シュペルピューマは『フリードリヒ・デア・グローセ』の前方に突つっ込んだ。外はずれた巨きよ大だいなローターは横おう静せい索さくを切断し、尾び部ぶローターは昇しよう降こう口ぐちを塞ふさぐ。機体は前檣フオア・マストの根ね本もとにぶつかり、そのまま横よこ倒だおしにした。しかも漏もれた燃ねん料りように火がついて、火か災さいが発はつ生せいした。

　和樹は後部甲かん板ぱんに投げ出された。身体からだをしたたか打ちつけたが、なんとか気は失わずにすんだ。

　痛む全身をこらえながら周しゆう囲いを見る。すぐそばにかおりがいた。衝しよう突とつ寸すん前ぜんに、彼女が瞬しゆん間かん移い動どうでここまで連れてきたのだ。

「先生、凜ちゃんは!?」

「分からない。移動させたのは確たしかなんだけど、ここまでもたなかった」

　船の前方で騒さわぎが起こっている。ヘリコプターの残ざん骸がいから炎ほのおが吹ふき出ており、しかも燃もえ広がっている。船員が手しゆ動どうポンプを持ち出しているのも見えた。

「行こう。ここにいると敵に見つかる……うっ」

　かおりがしゃがみ込んだ。

「せ、先生」

「くそっ」

　彼女は罵ののしって、自分の脇わき腹ばらを押おさえた。

「あばらがやられたみたい。この船、結けつ界かいが張はってあったのね。抜ぬけるのに、ひどいショックがあった」

　その結界も、ヘリが衝しよう突とつしたため、かろうじて破やぶれたらしい。そうでなければ、今ごろ黒こげになっている。

　かおりの額ひたいに脂あぶら汗あせが浮うかんでいる。かなりつらそうだ。

「わたし、治癒ハイルングの魔ま法ほうって使えないのよ。ゲームばっかりしてたからね。習ならっときゃよかった」

　手て元もとには救きゆう急きゆうセットもなかった。身ひとつで瞬間移動をしたのだ。

　治ち療りようができないのなら、せめてここから移動しなければならない。和樹は彼女の腕うでを摑つかみ、立ち上がらせた。

「先生、しっかりつかまってください」

　かおりはしみじみと和樹を眺ながめ、意外そうに言った。

「……キミ、女の身体に触さわりたい、とか」

「ふざけないでください。行きますよ」

「……へえ、男らしくなったもんだ」

　彼女は和樹の肩かたから手を離はなした。にこりとする。

「わたし、まだ生徒の世話になるほど落ちぶれちゃいないよ」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「ああ」

　かおりは血の気のない顔をしていたが、しっかりと立っていた。さすがに痛みは隠かくせないらしく、脇腹には手を当てたまま。

「キミ、魔法が使えないんだろ。わたしが先に行くからさ、ついてきな」

「でも、その怪け我がじゃ」

「年上の言うことは聞け。行くよ」

　彼女は怪我人とは思えない瞬しゆん発ぱつ力りよくで走った。昇しよう降こう口ぐちに飛び込む。慌あわてて和樹も後に続き、中甲板ツインデツキに降おり立った。

　薄うす暗ぐらい。電でん灯とうではなくランプの明かりがついている。かおりは気にせず駆かけていた。

「この船の中、分かるんですか」

「こんなのＲＰＧみたいなもんだよ。ダンジョンと同じだ」

「夕菜が捕つかまってる場所とかは」

「逃にげづらい場所のはずだから、前の方で下。きっと船せん倉そうのあたりだ」

　木の板が走るたびにぎしぎし鳴っていた。さっきからブザーのような音もしている。警報だろうか。

「止ハまルれト！」

　前方で叫さけび声がする。拳けん銃じゆうを持っている。こっちの正体が露ろ見けんしているかは定さだかではないが、ヘリの乗じよう員いんだということくらい分かるのだろう。

　かおりはスナップを利きかせるように手を動かすと、衝しよう撃げき波はを投げつけた。男が悲鳴を上げて倒たおれる。

　それが合あい図ずだったかのように、武器を手にした船員があちこちから現れた。たちまち、周囲は銃じゆう撃げきの喧けん噪そうで満たされた。

「わっ、たっ」

　和樹の足元に着ちやく弾だんして、木片が跳はねた。

「式森、こっち！」

　かおりが腕を引っ張った。

　狭せまくて急な昇しよう降こう階かい段だんを下る。銃弾が後を追う。かおりが再び腕を振り、衝撃波を階段にぶつけた。

　音を立てて昇降階段は崩くずれ、追っ手の足を止める。

「ざっとこんなもんよ」

　二人は走り続けた。ときどき曲まがり、逃げ道をごまかす。

　敵の足音が、かなり遠くになった。

「撒まいたかな」

「いえ、まだ追ってきてるみたいです」

「そろそろだと思うけど……いっそ迎むかえ撃うつか。あれくらいの人数なら──」

　かおりの足が止まった。和樹は危あやうくその背中にぶつかりそうになった。

「先生、いきなり──」

　彼女は言葉を手で制せいした。前方を凝ぎよう視ししている。

　誰かがいた。待ちかまえていたのか、身じろぎもしていない。薄うす暗くらがりの中、木製の扉とびらを背に、こっちを向いていた。

「ディステル……」

「カオリ、この騒さわぎはお前の仕し業わざか」

　金きん髪ぱつの女性は、確認するように言った。

「あたり。褒ほめてもらえるかな」

「これが褒められるか。木製の帆はん船せんは今どき珍めずらしい。貴き重ちような文ぶん化か遺い産さんだぞ。あとで請せい求きゆう書しよを回すからな」

「宮間と交こう換かんなら、払はらってあげるよ」

「……ふん、わざわざ取り返すために、こんな騒ぎか」

　言葉とは裏うら腹はらに、おかしそうな表情を浮かべている。

　かおりもにやりとした。

「派は手でなほうが良いいと思ってね。アンタも好きだろ。ドレスデンじゃビルを吹っ飛ばしたし、こっちじゃ空中戦まで仕し組くんだんだ」

「お前に合わせただけだ。ゲームマニアにぴったりだろう」

「そりゃどうも。で、宮間は返してもらえる？」

「無理だな。手ぶらで帰れ」

「帰る手しゆ段だんがないのよ。ここにいると言ったら、どうする」

「こうする」

　ディステルの眼が、金色に光った。

　かおりがとっさに衝しよう撃げき波はを放はなつ。魔ま力りよくと魔力がぶつかって炸さく裂れつした。和樹は熱ねつ風ぷうを顔に受け、転てん倒とうしてしまう。

　肩かたを摑つかまれ、立たされた。

「逃にげるよ！」

「先生、相手は一人──」

「アイツを甘あまく見るな！」

　壁かべ、床ゆか、天てん井じようが一いつ斉せいに燃もえ上がった。ただ燃えるのではない、瞬しゆん時じに炭たん化かするのだ。焦こげ臭くさい匂においが通路に充じゆう満まんする。

「うわっ……」

　凄すさまじい威い力りよくだった。ディステルが魔力を放ほう射しやするだけで、周囲が崩ほう壊かいしていく。少しでも触ふれたら、それで最後だ。

　かおりに摑まれたまま駆かけだした。真まっ直すぐ逃げるのではなく、手て近ぢかな通路に飛び込んだ。

　そのまま走ろうとしたら、前方から船員が来た。急いで右に曲がる。

　叫び声がした。船員が誤あやまってディステルの魔法に触ふれたのだ。ちらっと振り返ると、体格の良い身体から血ちを吹き出して燃え上がっていた。

　和樹は震えあがった。かおりが言う。

「見たろ。魔法合戦じゃ勝ち目はないんだ。今は逃げるに限る」

　ディステルを撒まこうと、二人は船内を走り回った。

　現代の船ほどごちゃごちゃとした配はい管かんや扉はないが、とにかく狭せまかった。通路は人一人がすれ違ちがえるかどうかの幅はばだ。向かい合ったら戦うしかない。

　階段を上って下り、通路を駆け、ときどき隠かくれてやり過ごす。

　それでも振り切れなかった。やはり船内を熟じゆく知ちしている方が強い。

　何度目かの階段を下った。靴くつ音おとがするので、開け放はなたれている扉の中に逃げ込んだ。

　テーブルと椅い子すが雑ざつ然ぜんと並ならんでいる部へ屋やだった。バイシクル印のカードや賭かけ用のチップが散乱している。天井は低い。下士官室ガン・ルームのようだ。

　とりあえず椅子を積み上げて、バリケード代わりにした。

　追っ手が階段を下る音が聞こえてきた。かおりが眉まゆをひそめる。

　足音からして、結構な人数だ。ディステルだけではないらしい。前部で発生した火災に人員を取られているはずだが、十分な余よ剰じようがあるようだ。

　今のディステルは魔法攻こう撃げきはしてこない。過か度どの破は壊かいと同どう士し討うちを恐おそれているのだろう。しかし船員たちが火器を所しよ持じしていた。大半は拳けん銃じゆうだが、中にはサブマシンガンを使うものもいる。

　それに比くらべてこっちは二人、しかも手持ちの武器はない。

「ちょっときついな……」

　かおりがぼやく。息が荒あらい。

　船員たちが下士官室の扉とびらに殺さつ到とうしてくる。かおりが火か炎えんを放はなつ。身体が引っ込んだ。それで警けい戒かいしたのか、ときおり発はつ砲ぽうするだけで突とつ入にゆうしてこなかった。

　とりあえず一息つけた。だがゆっくりしている暇ひまはない。

「どうします」

　和樹が訊きいた。

「そうだね。とりあえず連中の武器でも奪うばって……くっ……」

　かおりの言葉が止まった。彼女は壁かべに寄よりかかった。ずるずると下がる。

「先生！」

　和樹は駆かけ寄った。

　顔と首くび筋すじが汗あせだくだった。唇くちびるも青く、素人目しろうとめにも相そう当とうな重じゆう傷しようだと知れた。

「内臓も痛んでいるみたい……走るんじゃなかった」

「少し横になったほうが」

「無理言うな。ここで倒たおれていたら死ぬのと変わらない」

　かおりは強ごう引いんに身体を起こし、和樹に離はなれるよう手を振った。

　扉の向こうで多少のざわめきがあった。船員たちが距きよ離りを置く気け配はいがする。代わりに一人だけ進み出た。

「カオリ」

　ディステルの声がした。

「なんだよ」

「大人おとなしく出てこないか。命は助けてやる」

「噓うそは止やめて。アンタさっき攻撃してきたろ」

「その少年と一いつ緒しよに出てくれば、なにもしない」

「式森まで持っていく気かい」

「死ぬよりいいだろう」

　かおりがちらっとこっちを向いた。和樹は無言で首を振る。

「アンタもてないね。式森は金きん髪ぱつ嫌きらいだって。昔っから、引っかかるのはくだらない男ばっかり。縁えんがないねえ」

　嘲ちよう笑しようするようにかおりは言った。相手が腹を立てて冷れい静せいさを失えばしめたもの。勝しよう機きが出てくる。

　しかしディステルは動じなかった。

「よく考えろ。なんなら仲間になれ。雇やとい主ぬしが誰か知らんが、今の三倍は保ほ証しようされるぞ。悪い話ではあるまい」

　かおりは肩をすくめた。

「おいおい。買ばい収しゆうなんてらしくない。逆の立場なら、アンタ乗るのかい」

「確かにそうだが、他にもお前に報しらせることがある」

「また笑かしてくれんの」

「彼が、待っている」

　その言葉を聞いて、かおりが口をつぐんだ。なにかを思い出したのか、顔をしかめ、眼を細めた。

「彼は忘れていなかったぞ。お前のことを」

　彼女は低く唸うなっていた。冗じよう談だんじゃない、冗談じゃないとつぶやくのが聞こえた。わたしに未み練れんを残させないでくれ。忘れさせてくれ。

「出てくる気になったか」

「……断ことわる」

　かおりは言った。

「あんな女たらしには、もう会いたくないね。アイツは取り巻きとよろしくやってりゃいいんだ」

「本当に二年前と同じだな。強ごう情じようだ」

「アンタが変わったんだよ。こんな奴やつじゃなかった」

　今度は、扉の向こうの声が少しだけ止まった。

「……では、さよならだ」

　ディステルが、船員になにかを命じている声が聞こえてくる。殺さつ気きが高まるのが感じられた。突とつ入にゆうしてくる気だろう。

　かおりは振り返ると、和樹の肩に手を置いた。

「いい？　ここはわたしがなんとかする。向こうから抜ぬけて、宮間を探しなさい」

　奥おくの扉とびらを指さした。

「でも、先生は？」

「ばーか、生徒は教きよう師しのことなんか心配しないもんだ」

　かおりが言う。

「さっさと行きなさい」

「先生の怪け我がが……」

　彼女はまだ脇腹を押さえていた。腕うでにまで汗あせが浮うかんでいる。つらさは見せていないが、我が慢まんしていることくらい分かった。

「行きなさいよ」

　かおりの声が硬かたくなった。

「キミがここに残っても役に立つわけないだろ。二人でぼやぼやしていると、宮間がどうなるかわかったもんじゃない。二手に分かれた方がまだマシだよ」

「でも──」

「うるさい。わたしの方が修しゆ羅ら場ばくぐってるんだ。これくらいの怪け我が、日にち常じよう茶さ飯はん事じだったよ。それともなにか、キミがここで相手を引きつけてくれるってのか。二分であの世行きだね」

　容よう赦しやない物言いに、和樹は沈ちん黙もくした。彼女の言うとおり、ただでさえ可能性が少ないなら、少しでもましな方に賭かけるしかない。

　反はん論ろんはできなかった。このゲームマニアの女教師は、自分よりも圧あつ倒とう的てきに経験値を積つんでいるのだ。

「早く行け。さもないと──」

　かおりはにやりと笑った。

「英語のテスト、キミだけゼロにするぞ」

「っ……分かりました」

　緊張きんちようが解とけた。身体も軽くなる。

　和樹は床ゆかを蹴けった。壊こわれかけた取っ手を引く。

　背はい後ごで銃じゆう声せいがした。




　　　　○




　轟ごう音おんで床が大きく傾かたむいた。頭の上で、木材がひしゃげる音と悲ひ鳴めいがする。

　すぐそばまで迫せまっていたヴィペールが、バランスを崩くずした。身体を支ささえきれず、転てん倒とうする。

　夕菜は両腕を揺ゆさぶった。結むすび目めが徐じよ々じよに弛ゆるむ。オグロが手て心ごころを加えてくれたロープは、やがて完全にほどけて床に落ちた。

　立ち上がる。ヴィペールはようやく身体を起こしたところだ。

　逃げられるか。いや、追いつかれる。

　彼女は右手を掲かかげた。部へ屋やの結けつ界かいがどうなっているか気になったが、いちかばちか。

「火竜ザラマンダー！」

　精霊ガイストが彼女の指ゆび先さきに集中する。それらはきらめく光こう点てんだったが、すぐ紅ぐ蓮れんに染そまって形となった。

「やーっ！」

　火竜ザラマンダーは腕うでから離はなれ、一直線にヴィペールに飛びかかる。くせのある髪かみの毛が燃もえ上がった。

「ぐ……おおおおっ!!」

　男が頭をかきむしる。その指にも炎ほのおはまとわりつき、焼き焦こがしていく。

　髪と皮ひ膚ふの焦げる匂においが漂ただよう。煙けむりが上った。

　ヴィペールが倒たおれた。のたうち回って苦しみ、悲鳴が続いた。

　凄せい惨さんな光景に、夕菜は目を背そむけた。自分のしたことだったし、暴ぼう行こうしようとした男の末路だったが、直視できるほど冷れい酷こくにもなれない。

　扉に向かった。なにかが衝しよう突とつしたときのショックのためか、半はん壊かいしていた。暗い通つう路ろがうかがえる。

　駆かけた。とにかく脱だつ出しゆつしなければならない。

「待て……」

　ぞっとするような声がした。勝かつ手てに足が止まった。

　ヴィペールが立っていた。髪の毛は燃え、顔も指もやけどをしていたが、見かけほどのダメージはなさそうだった。

「雌めす……よくも……やりやがったな」

　夕菜は顔を青ざめさせた。

（部屋の結界が……破れてなかったんだ）

　中ちゆう途と半はん端ぱに解とけていたのだろう。そのため召しよう還かんした精霊ガイストも威い力りよくを発はつ揮きできなかったのだ。

「熱かったぜ……くだらねえことしやがって」

　ヴィペールの口から引きつった言葉が漏もれる。怒いかりと屈くつ辱じよくで、浅あさ黒ぐろい顔が歪ゆがんでいた。

「待ってろ……。殺してやるぞ……」

　足がじりっと動いた。

「いやーっ！」

　恐きよう怖ふに突つき動かされるように、彼女は走った。




　　　　○




　銃じゆう声せいは徐じよ々じよに遠ざかっていった。木製の通路に吸きゆう収しゆうされるように小さくなり、やがて聞こえなくなった。

　和樹は走るのを止めて壁かべにもたれた。胸むねを押さえて動どう悸きを静めようとする。

　心臓は激しく跳はね回り、なかなか収まってくれない。走っただけではなく、緊きん張ちようのせいもあった。

　身体からだが小こ刻きざみに震ふるえている。緊張感に、筋きん肉にくが律りち儀ぎに反はん応のうしているのだ。

　さっきまではかおりがいた。その前は玖里子もいたし凜もいた。だが、今はただ一人、敵の船の中にいる。武器もなかった。それに自分は魔法が使えない。

　周囲はランプの明かりしかなく、ほとんど暗くら闇やみだ。背中は木のくせに冷たくて、じっとしていると恐きよう怖ふと孤ご独どくを連つれてきそうだった。

「ははっ……」

　薄うす笑わらいが漏もれた。喋しやべらないとどうかなってしまいそうだった。そのまま座すわり込む。

　膝ひざを抱かかえたくなった。横になりたくなった。眠ねむりたくなった。そうすれば、全すべてを気にしなくてすむ。一いつ切さいを忘わすれ去って、自分だけの世界に閉とじこもりたい。

　うずくまろうとしたら、胸がちくりとした。

　殻からに収おさまりかかった精せい神しんが戻もどってきた。いけない。彼女を助けると、決めたのだ。自分を信じるしかないんだ。

　胸に痛みを与あたえたペンダントを、服の上から握にぎった。

　起きあがる。ここから動かなければならない。夕菜を捜さがすのだ。

　足を踏ふみ出す。はっとして振ふり向いた。

　足音がする。自分が来た方向から、誰だれかが迫せまってきていた。

　複ふく数すうではない。それに船せん員いん独どく特とくの、あの重そうな足音でもない。規き則そく正ただしく、高い音を刻きざんでいる。

　かおりだろうか。いや、だとしたらもっと乱らん暴ぼうで、不規則だ。

（あの人が、追ってきているんだ）

　ディステルに違ちがいない。背筋が寒くなった。よりによって、もっともやっかいな人間につけられている。

　焦あせった。駆かけ出そうとして、慌あわてて靴くつを脱ぬぐ。足音を立てたらこっちの位置がばれる。

　目の前のドアが開いている。急いで中に入った。

　天てん井じようの高い部へ屋やだった。缶かん詰づめの入った段ボールと、小こ麦むぎの袋が積み上がっている。食料庫のようだ。

　見回して、平積みになった袋ふくろをよじ登った。山の向こうに身を潜ひそめ、靴を履はく。

　不安定な積み方だった。そのため、揺ゆれないよう押おさえなければならない。崩くずれたら一発でばれてしまう。

　足音が近づき、扉とびらの前まで来た。遠ざかりそうになり──止まった。

　扉が開いた。

　和樹は息を殺し、袋の間からうかがう。

　金きん髪ぱつの女性は急がず、かといってゆっくりでもなく、部屋の中に入ってきた。右手に自じ動どう拳けん銃じゆうを持っている。

　内部を確かく認にんする様よう子すもない。中央まで来ると静かに言った。

「出てこい」

　和樹はびくっとした。見つかった、と思った。

「今のうちだぞ。いるのは分かっている」

　身体を沈め、手で口を押さえた。いや、まだ発見されていない。あれははったりだ。

「出てこないのか。なら、こちらから行くぞ」

　落ち着け、落ち着くんだ。あれはこっちを怯おびえさせる罠わなだ。隠かくれ場所を知っているわけじゃない。やけくそになって、姿すがたを現すのを待っているんだ。

　コツ、コツと足音がする。前までの銃声が噓うそのように、船内は静まりかえっている。ディステルの息づかいまで聞こえそうだ。

「……猶ゆう予よを与あたえているのだがな」

　なめらかな日本語が響ひびいた。

「怪け我がをしたいのか。銃じゆう弾だんを受けたことはないのだろう」

　和樹は不意に声を立てないよう、服の袖そでをかんだ。小麦粉の袋に張り付くように隠れる。

「出てくるんだ、早く」

　その台詞せりふで、むしろ安あん堵ど感かんが湧わいた。やはりばれてはいない。分かっているのなら、とっくに拳銃弾を撃うち込んでいるはずだ。こんなに時間をかけない。

　しかし、このままじっとしてもいられなかった。本当に捜そう索さくを始められたら、いずれ見つかってしまう。

　部屋の外に出る必要があった。どうにかして。

　だけどどうしよう。なにも武器は持っていないし、近くにもない。素す手でしかないが、いくら女性とはいえかないそうに思えない。

　ふっと、身を潜ひそめている小麦粉の袋ふくろが目に入った。アメリカ産なのか、ノース・カロライナと刻こく印いんがしてある。

　腹をくくった。やるしかない。少しだけ頭を出して、ディステルの位置を確認する。こっちに歩いてくる。

　両手で袋の列を摑つかむ。じっと耳を澄すませた。

　焦あせる心を押おしとどめる。足音が迫ってきた。あと少し、あと少し。

　耳を圧あつ迫ぱくするような大きな足音。そこで力ちから一いつ杯ぱい袋を押した。

　一袋三十キロの小麦粉が崩くずれた。列が雪崩なだれのようになって、ディステルへのしかかる。金髪が埋うもれていく光景が、はっきり見えた。

　袋が破やぶれ、粉が舞まい上がった。視し界かいを白く塞ふさぐ。

　小麦粉を払はらい、袋を乗り越こえて走った。開け放はなたれたままの入り口から出る。

「そこまでだ」

　かちゃりと音がして、頭に硬かたいものが当たった。

　和樹は驚きよう愕がくで、一いつ瞬しゆん息いきが詰つまった。袋の下した敷じきになったはずのディステルが、壁かべに寄りかかって自動拳銃を突きつけている。

「勇ゆう気きは認みとめる。が、慣なれないことはするものではない」

　ちらりと小麦粉の袋の山を見る。下には誰もいなかった。

　つまり彼女は最初から中に入ってこなかったのだ。おびき出すために幻げん覚かくを使い、挑ちよう発はつしたのだろう。確たしかにこっちの隠れ場所も知らなかったのだが、それを利用して仕し掛かけたのだ。

　和樹は自分を呪のろった。見事に引っかかったわけだ。まったく、慣れないとこうだ。

　ディステルは銃口を向けたまま、壁から離れた。

「これでおしまいだ。カオリも怪我をしている。じきに手を上げるだろう。お前は長持ちした方だ」

　和樹は自動拳銃に押されるようになり、つい後ろに下がった。

「大した奴やつだ。ただの高校生オーバーシユーレが、ここまで追ってくるとは。よほどあの少女に未み練れんがあるのか？」

　銃口が迫せまってくる。黒い穴が、無む限げんの深さを持っているように感じられた。

「答えろ」

「……未練なんかじゃない」

「では、なんだ」

「できることをしただけだ。僕は、彼女のことを助けたいんだ」

「惚ほれているのか」

「分からない……。でも僕は、彼女の笑顔がもう一度見たい。好きとか嫌きらいとかじゃない。夕菜に会って、またこれを、渡わたしてやりたいんだ」

　胸に跡あとがつくくらい、ペンダントを強く押さえた。

　和樹は決めたのだ。あの明るさにまた会おうと。なんの取とり柄えもない自分に笑顔を向けてくれた少女を救すくうと。

　自じ己こ満まん足ぞくかも知れない。彼女は本当に、ただ和樹の遺伝子が目当てなのかもしれない。

　それでもよかった。自分を好すいてくれた。嬉うれしそうな表情を見せてくれた。それだけでいい。十分だ。

　あの空あき地ちで出会ったときから、泣きじゃくる姿すがたを見たときから、いつかちゃんとした笑顔になってほしいと思っていたのだ。

　得え体たいの知れない、強きよ大だいな組織に誘ゆう拐かいされた夕菜。そんな相手に闘たたかいを挑いどむなんて愚おろかなことだったが、それでも自分のすべきことをするだけだと、彼は思っていた。

　それが自分にできる、唯ゆい一いつのことなのだ。

　ディステルは銃じゆう口こうを動かさなかった。

「……まったく、お前はよく似にている」

　彼女はゆっくりと言った。

「弟も同じだ。同じ瞳ひとみをしていた。理り屈くつではない、意志だけがあれを動かしていた。私を助けようと、懸けん命めいだった」

　和樹には、なにを言っているのか分からない。おぼろげながら、目の前の女性が自分を誰かになぞらえていることだけは理解できた。

「今でもはっきり覚えている。あれの瞳はまっすぐあの男を睨にらんでいた。あのころに戻もどれるのなら、弟を救すくいたいと思う。だが、できないんだ。そういうことは」

　引き金にかけた指に力が込こめられた。

　和樹は思わずあとずさりした。背中が壁にぶつかる。行き止まりだ。

「できないことはするな。後こう悔かいをした瞬しゆん間かんから、過去のことになる。死んだ人間は帰らない。組織はあの件けんをもみ消した。世間も忘わすれうと言い続けた。だから私は忘れて、国を売った。手に入る情報は全すべてだ。復ふく讐しゆうなんて大したものではない。後悔できないくらい、自分を追いつめたかった。もっとも、図ずう体たいばかり大きい首相が東とう西ざい統とう一いつなんてしたおかげで、それも終わった」

　ディステルの心になにが浮うかんでいるのか、今の和樹には知る由よしもない。ただ、感情をもろに受けていた。

　辛つらさを伴ともなう気持ちを避さけようと、顔を背そむけた。背中に突とつ起き物ぶつが当たる。鉄てつ製せいのノブだ。

　そこで気づく。ノブだって？　壁かべじゃない。扉とびらだ。

　ディステルは語かたり続けていた。多分、和樹の向こう側にいる誰かに。

「行き場のなくなった私を、彼は助けてくれた。居場所を与あたえてくれた。だから弟のことは……忘れていた。今までな」

　和樹はそっと背中を探った。彼女は気づいていない。

「それで……僕をどうする気なんだ」

「撃うつだけだ。お前がいなくても構かまわない」

「僕を……殺す気か」

「そうだ」

「じゃあなんで、引き金を引かないんだ」

　ディステルが苦しそうな顔をした。

　和樹はノブを回した。扉が開く。身体からだを反はん転てんさせてねじ込んだ。ディステルの眼前で、力一杯閉しめる。

　走った。ここも通つう路ろだが、真まっ暗くら闇やみだ。電でん灯とうもランプもついていない。水の匂においがする。

　足元がびしゃっと跳はねた。

　床ゆかが濡ぬれている。足がもつれ、滑すべった。床に手をつこうとして──崩くずれた。

　足元に穴が開く。火か災さいのせいだ。燃もえたのと消火用の水で床が脆もろくなり、和樹の体重を支ささえられないのだ。

　燃え尽つきた木もく片へんと共に、一層下の甲かん板ぱんに落下した。

　衝しよう撃げきで気が遠くなったが、なんとかして呼び戻した。まだ敵はいる。あの女性は上にいる。気を失ってはいけない。

　四よつん這ばいになって進んだ。少しでも遠ざかろうとする。

　和樹を見失ったままなのか、ディステルは下りてこない。チャンスだ。このまま逃にげられる。

　途と端たんに、前方から物音がした。

（くそっ……）

　運命とやらを怨うらみたくなった。せっかく逃げられると思ったのに、また敵なのか。

　だが、その物音は遠ざかっていく。こっちにはこない。それどころか、悲鳴まで聞こえる。

　和樹は耳を澄すませた。




　　　　○




「ひいふうみい……何人倒たおしたっけ」

　かおりは無む理り矢や理り横倒しにした机つくえの陰かげで、何度も指を折った。

「それなりにやったな。迎げい撃げき戦せんとしてはまあまあか」

　ちらりと床ゆかを見る。武器を手にした船員たちが転がっていた。

　和樹を送り出し、かおりは船内を移動しつつ戦っていた。敵に捕とらわれないように、かといって撒まくことのないよう、加か減げんをしていた。さきほどまでとは違ちがい、和樹への注意をそらす必要がある。

　ディステルの姿すがたは見えない。和樹を追っていったのだろう。こればかりは捕つかまらないように祈るしかない。

　腕うでで額ひたいの汗あせをぬぐう。疲ひ労ろうが溜たまっていた。魔ま法ほうを使いすぎたのと、負ふ傷しようのせいだ。あばらや内臓だけでない。あちこちに銃じゆう弾だんのかすめた痕あとがあり、出しゆつ血けつしていた。無視していたが、吐はき気けと目め眩まいも間かん断だんなくやってくるようになった。

　手の中の自じ動どう拳けん銃じゆうを見る。船員から取り上げたブローニングハイパワー。女の手には大きすぎる銃だ。

「船員は海かい賊ぞくみたいにカットラスでも持ってりゃいいのに……」

　弾だん倉そうを確認。一発しか残っていない。薬室チエンバーには装そう塡てんされているから、全部で二発。敵の数は、明らかにそれより多い。

　背の低い、ツナギ姿の男が飛び出してきた。かおりはろくに確認もせず、引き金を絞しぼる。

　肩かたに当たったらしく、のけぞった。だが相手はこらえて、そのまま突つっ込んでくる。大した精神力だ。

　仕方がないのでもう一度撃うった。今度は前のめりに倒たおれ、動かなくなった。

　後方にスライドしたまま動かなくなっている拳銃に、うんざりした感情が湧わく。敵が余計な根こん性じようを示したせいで、武器がなくなった。

　ブローニングをそっと床ゆかに置く。もはや石ころと同じだから投げてもいいが、弾たまが尽つきたのがばれてしまう。

　とりあえず呼吸を整ととのえた。これからどうする。魔法で戦い続けるのも手だが、しょせん一人だ。いつかはダウンする。

（みっともないけど、降こう伏ふくもありかな……）

　しかし、それも和樹と夕菜の脱だつ出しゆつを確認したあとだ。

「せ・ん・せ」

　敵の中から、聞き覚えのある声がした。

「……誰だ」

　分かっていたが、あえて訊きいた。

「私ですよ、かおり先生」

　董淳子だった。自分の教え子が、楽しげな声で喋しやべっている。

「侵しん入にゆう者しやって聞いたときは誰かと思いましたよ。ご機き嫌げんいかがですか」

「うるさいなあ。早く帰んなさい。アンタ、明日の掃そう除じ当番だろ」

「驚おどろかないんですか」

「まーね」

　菫が敵の内通者ビトライヤーだと確認できただけだ。それにこの状じよう況きようでは、いちいち驚いていられない。

「なんの用。子供は寝ねる時間だ」

「冷たいですね。教え子がこうして訪たずねてきているのに」

「外は夜だ。夜遊びをやめて帰らないと、補ほ導どうして両親に連れん絡らくするぞ」

「あら、高校生の夜よ更ふかしは常識ですよ。夜中の渋しぶ谷や道どう玄げん坂ざかを歩いたことないんですか？」

「ああいう街まちは肌はだに合わなくてね」

　返事をしてから、かおりは低く笑った。馬ば鹿かげた会話をしている。敵の帆はん船せんの中で殺し合いをしているというのに、緊きん張ちよう感かんもなにもあったものではない。

「それは残念ですね。こんな状況でなければ、私が先生をご案内いたしますのに」

「遠えん慮りよする。行くなら一人がいい」

「それも駄だ目めです。だってかおり先生は、日本に帰れないんですから」

「へえー、降こう伏ふくでも勧すすめる気？」

「いいえ、そんなことしません。ここで死んでもらいます」

　淳子は嬉うれしそうに宣せん言げんした。

「ここが先生の棺かん桶おけになるんです」

　聞き間ま違ちがいだと思いたいが、あいにく耳はいい。

「いや、ちょっとわたしには広すぎるな……」

　淳子はかおりの軽かる口くちを聞いていなかった。興こう奮ふんしているのか、ときおり声を震ふるわせながら喋っている。

「私、手を挙あげた人間を後のち々のちまで生かしておくほど、深い心は持ち合わせていませんの。勝者は敗はい者しやをいたぶる権けん利りがあるんですよ。ノーサイドの笛ふえが鳴ったら敵味方ないなんて、そんな馬ば鹿かなことありませんわよねえ」

「アンタ、どういう教育受けてきたの」

「あら、私が普ふ通つうなんですよ。シベリアでの凍とう死し体たいを見たことありません？　髪かみの毛からつま先までかちんかちん。珍めずらしいことじゃありませんの。それが自然。ああいうものに日ひ頃ごろから接せつしていれば、安あん易いなヒューマニズムなんてなくなりますわ」

　狂くるった理り屈くつだった。災さい害がいと殺人を同じに扱あつかっている。寒いところで育った人間が、皆みなそんな考えだとは思えないから、彼女だけの意見だ。

　かおりは頭を振ふった。どういう過去でもあるのか、変へん質しつ者しやとして育っている。こんなのが自分のクラスにいたのかと思うと、頭がおかしくなりそうだ。

「さあ先生、覚かく悟ごはよろしい？」

　周りを見る。武器は弾たまの切れた自じ動どう拳けん銃じゆうが一丁。あとは壊こわれた椅い子すの足やら崩くずれた本ほん棚だなやら。おまけに自身は負ふ傷しようしているときた。手はなにかあるか？　考えるのも馬鹿馬鹿しい。

　かおりは息を吸った。

「菫……」

「はい？」

「次の期き末まつ、赤あか点てんね」

　右みぎ腕うでを振った。衝しよう撃げき波はが轟ごう音おんを立て、淳子のいる場所の天てん井じように命中する。木材が崩くずれて、船員たちに降り注そそいだ。

　悲鳴と怒ど号ごうが交こう錯さくしている。淳子の声もしたが、聞いてなかった。

　かおりは這はうようにして逃にげた。




　　　　○




　夕菜は走っていた。恐きよう怖ふで足はろくに動かなかったが、強ごう引いんに走っていた。

　自分がどこにいるか、どこに向かっているかも分からない。ただヴィペールから逃げたい一心だった。

　階段を上ったような気がする。扉とびらをいくつもくぐったような気がする。方向感覚もなくなっていた。

　どうして船の中ってこんなにごちゃごちゃしているんだろう。案内板も目印もなく、みんなどうやって歩いているのかしら。わたし全然分からないのに。生きて帰ったら、絶対船なんて乗らないんだから。

　背後から足音がした。大きく、重いものを打ちつけるような音。一歩一歩に殺さつ戮りくがこもっているような響ひびき。

　あの男だ。間ま違ちがいない。確実に自分を追っていた。

　パニック寸前の心を、叫さけんで泣きじゃくりたい気持ちを必死で押おさえる。あたりを見た。

　彼女は知らなかったが、ここは砲列甲板ガン・デツキと呼ばれていた。他の場所よりも、ひときわ暗い。衝しよう撃げきが続いたせいか、へたを取ったナスのような大たい砲ほうがあちこちに横転している。

　夕菜はそのうちの一つを選び、陰かげに隠かくれた。そこが一番暗かった。

　じっと息を殺した。震ふるえる身体は冷たい鉄にしがみつくことによって押おさえられたが、太たい鼓このように鳴り響ひびく心臓だけはどうしようもない。聞こえないように祈いのるだけだ。

「どこだ……どこにいる」

　ウィペールの声がする。奇き妙みような発音の日本語だった。

「出てこい、出てこいよ……。楽しもうぜ」

　足音が大きくなる。夕菜は身体を縮ちぢこまらせた。

「なあ、この船からはどうせ逃にげられねえんだ。だったらお楽しみといこうじゃねえか。お前に惚ほれたんだ。本当だぜ……。なにしろ、おれの顔を焼いたのはお前しかいねえからなあ」

　舌したなめずり。荒あらく吐はく息。ときおり発する唸うなり声。

「出てきてくれよ。今までにない快かい楽らくってやつにするぜ……。おれがお前を犯おかす。お前は泣き叫さけぶ。おれはお前を殴なぐる。それでも泣くのを止めない。おれは何度も殴る。お前は顔かお中じゆう腫はらしても叫び続ける。天に届くくらいだ。とうとうおれはうるさくなって、お前の喉のどをかっ切る。血が噴ふん水すいみたいに噴ふき出して、おれたちは真まっ赤かになる。気持ちいいぜえ……絶対に射しや精せいするぞ。そしておれはお前の首を切り離はなす。そして口にナニを突つっ込んでやるんだ。なあ、おい……最高じゃねえか！」

　息を吸うような笑い声。耳について離れない。恐おそろしさと絶ぜつ望ぼうが腹はらの底そこからせり上がる。涙なみだが勝手に流れて止まらない。

　足音はますます近寄る。一直線にこっちへ。かつ、かつ、かつ、かつ。男の歩ほ調ちようは変わらない。着実に追いつめている。わずかに残ったまともな精神が、どこかに逃げうとわめいている。でも駄だ目めだ。動こうにも動けない。恐きよう怖ふが神しん経けいに杭くいを打っている。がっちり食い込んで抜ぬけてくれない。もうだめもうだめもうだめもうだめ……。

　口を塞ふさがれた。

　背中から襲おそいかかっている。悲鳴も上げられない。絶ぜつ望ぼうが一いつ瞬しゆんにして全身を支し配はいした。

（落ち着いて）

　その人物は小声で言った。

（落ち着くんだ、夕菜）

　和樹はそう言って、ゆっくりと手を離はなした。

（和樹さん？）

（そうだよ）

　和樹は夕菜を振ふり向かせ、にっこりと微笑ほほえんだ。

（遅おそくなってごめん）

（来てくれるなんて……でも）

　彼女はよりいっそう声を潜ひそめた。

（あの男が、ヴィペールが近づいています）

（知っている）

　和樹はうなずいた。

（あいつをつけてきたんだ。いいかい、よく聞いて）

　後方、奥おくの暗がりを人差し指でさす。

（あそこに穴が開いている。ヘリがぶつかったときにできたんだ。そこから下のデッキに下りるんだ）

（分かりました……でも、和樹さんは）

（すぐに行くよ。僕だって、あんなやつの相手はやだ）

　ヴィペールの足音はまだしている。和樹は夕菜の身体からだを押おした。

　彼女は四よつん這ばいになって進んだ。手探りなのでじれったいほど遅おそかったが、やがて探りあてたのか、身体が沈しずんだ。

　和樹はヴィペールの様子をうかがった。別の場所を探している。まだここまでは来ていない。

　音を立てないようにして、穴に飛び込んだ。

　足を曲げて着地する。夕菜が抱だきついてきた。

「和樹さん！」

　胸に顔をうずめてくる。

「来てくれるなんて……来てくれるなんて」

　彼女は震ふるえていた。張りつめていた神しん経けいが切れたのだろう。彼のシャツを摑つかみ、離はなそうとしない。

　和樹は抱だきしめたい気持ちを、かろうじて自じ制せいした。

「夕菜、まだここから逃にげていない。あいつが追ってくるかもしれないんだ。だから、離して」

「そう……ですね」

　夕菜は目を真まっ赤かにしつつ、顔を上げる。

「ここから……逃げないと」

「そうだ。脱だつ出しゆつするよ」

「はい」

　走ろうとする。しかしその足は、すぐに止まってしまった。

　和樹と夕菜は愕がく然ぜんとして、前方を眺ながめた。

「ゲームセットだ」

　金きん髪ぱつの女性、ディステルが告つげた。




「勇気は認める。思った通りだ」

　ディステルは、思い出すように言う。

「だが、それだけでなんとかなるほど、世せ間けんは分かりやすくない。昔からそうだ」

　彼女は滑すべるように近づいてくる。和樹は夕菜をかばうように、前に立った。

「やめておけ。怪け我が人にんが増ふえるだけだ」

「…………」

　和樹は無言でディステルを睨にらんだ。彼女はなんの感かん慨がいもなく、その視線を受け止めている。

　背後で誰かが飛び降りた気け配はいがした。

「……ディステル。その女をおれにくれ」

　振ふり向かなくても分かった。ヴィペールだ。

「この女アマ、おれをこんな顔にしやがった……。犯おかそうが殺そうが飽あきたらねえ。サンフランシスコにつくまで、たっぷり遊ばせてもらう……」

「……駄だ目めだ」

「いいじゃねえかよお」

　ヴィペールが夕菜の肩かたを摑つかみ、強ごう引いんに振り向かせた。引きつれた顔があった。

「かわいい面つらだ……。これからが楽しみでしょうがねえ……」

「やめろ！」

　和樹が強引に夕菜を引き剝はがした。ヴィペールが触ふれることのできないように、自分の背中に回した。

「お、なんだてめえは」

　意外な顔をする。だが、すぐに元の表情になった。

「ひひひっ。あんときのガキかよ。ありゃ悪かった。ちゃんとさらっとけば、こんなことにもならなかったんだけどなあ。今はお前は必要ねえ」

　ヴィペールは和樹をどかそうとする。足に力を入れた。立ちはだかったまま、動かない。

「へえ……お姫ひめ様さまを守る騎き士しきどりかよ。くだらねえことするな！」

　和樹は顔面に衝しよう撃げきを感じた。ヴィペールの拳こぶしが当たったのだ。もんどりうって、転倒する。

　起きあがろうとしたら、またも殴なぐられた。

　たまらず這はいつくばる。そこを蹴けられ、身体が浮き上がった。

　何度も身体に激痛が走った。反撃すらできない。プロとアマチュア以上の差があった。殴られ、蹴られ、体中に痣ができる。

「和樹さん、和樹さん！」

　夕菜の声がする。腕わん力りよくではとうていかなわない。痛みをこらえながら、どうやって彼女を逃がすかだけを考える。

　しかしここにはヴィペールだけではなく、ディステルもいた。追いつめられているのはこっちだ。どうやって彼女を助ければいいんだ。

　金髪の女性は、じっと自分を見ている。視し線せんが顔に注がれる。憐あわれみのような、懐なつかしさのような、過去を思い出すような、奇き妙みような視線……。

　全身から力が抜けてきた。

「へっ、ざまあねえぜ」

　ヴィペールが嘲ちよう笑しようした。息が荒い。

「どこのエリート学校だか知らねえが、しょせんガキだ」

「そのへんにしておけ」

　ディステルが言った。

「彼も連れて行く。殺すな」

「いいじゃねえか。世間てやつを教えてやってんだぜ」

「やめろ。これからも必要だ」

「そんなはずねえ。殺しても構わねえだろう」

　男の指先が、奇妙な形に折れた。魔力が充じゆう満まんしてゆくのが見て取れる。

「ぶっ殺してやるぜ……。それだけじゃねえ、首をねじ切って、その前でこの女を犯してやるぜ……」

「やめろ、ヴィペール」

「うるぜえぞ！　てめえが口出し……」

「やめろ！」

　金きん属ぞく音おんがして、周囲が静まりかえった。

　ディステルが拳けん銃じゆうを抜ぬいていた。その先は、ヴィペールにポイントされていた。

「ディステル……」

　ラテン系の男は黒くろ光びかりする自動拳銃と、それを握にぎっている女性の顔を交こう互ごに眺ながめた。

「……情じようが移うつったのかよ」

「彼を離はなしてやるんだ。そこまでする必要はない」

「お前……おかしいぜ」

「黙だまれ」

　彼女の口く調ちようははっきりしていた。一時の気の迷まよいのようなものではなく、明めい確かくな意志を持って、拳けん銃じゆうを味方に向けていた。

「帰してやるんだ」

「……けっ、これだから女って奴やつは信用ならねえ」

　ヴィペールが吐はき捨てるように言う。和樹からは離れない。

「彼の言うとおりだ」

　ディステルの形の良い眉まゆが、ぴくんとした。

「おれは彼に『ユウナを危険にさらせ』って言われた。だがな、それだけじゃない。お前を見張れとも言われてたんだよ。あの女はいつ裏切るか知れたもんじゃないから、いざとなったら始末しろとさ。分かるか？　お前は誰にも信用されてなかったんだ。よかったなあ。これで晴れて裏切り者だ」

「…………」

　ディステルの顔面が蒼そう白はくになっている。唇くちびるを嚙かみしめる音が、ここまで聞こえてきそうだった。

「拳銃を捨てて、慈じ悲ひでも乞こうんだな。そうすりゃ、彼も命まで取ろうとは思わないかもしれねえぜ」

「……うるさい」

　彼女の拳銃は内面を表すかのように揺ゆれている。だがまだ、ヴィペールのことを捉とらえていた。

「私は……もう弟のことを繰くり返すまいと決心した。あのとき私は……私は動けなかった。弟に暴力が振ふるわれるのを、黙だまって見ていたんだ。あいつは男だん色しよくの幼よう児じ趣しゆ味みで、私のことはだしに使っただけだった。指一本触ふれなかったんだ」

　薄うすい唇くちびるから、言葉がほとばしっていた。心の底からの感情が込こめられていた。すうっと銃口が動き、額ひたいに狙ねらいを定める。

「もう後こう悔かいはしない。したくない。シキモリを離はなせ」

「……なに分かんねえこと言ってやがる」

　ヴィペールはあざ笑った。ポケットに手を入れている。

「じゃあなにか。お前はおれを撃うつっていうのか」

「撃つ！」

　銃声が響ひびいた。

　硝しよう煙えんの匂においがあたりに漂ただよう。

　銃弾を受け、のけぞるように倒たおれたのはディステルだった。

　ヴィペールのポケットに黒く焦こげた穴が開いていた。彼はゆっくりと、そこから拳銃を引き抜ぬいた。

「オグロが持ってたもんだ。なるほど、この距きよ離りじゃ魔法よりも銃が有ゆう効こうだな。おれもこれから従うとするよ」

　唾つばを吐はいた。泡あわだった液体えきたいが、ディステルの服にかかった。

　ヴィペールが、なんとか和樹と夕菜に向き直る。

「さて……と。ようやく本番だ」

　拳銃を持った手を振ふるった。銃把グリツプが和樹の顎あごに当たる。たまらずよろけた。

　夕菜の腕うでが摑つかまれるのが見える。もう、自分に残っている唯ゆい一いつの力、数少ない魔ま法ほうを使うしかなかった。

　身体からだに熱がこもる。だが、急きゆう速そくに苦くるしみが襲おそってきた。

「手間かけさすんじゃねえよ……てめえも」

　男の指が動いている。和樹の喉のどを、締しめつけられるような感かん覚かくに見み舞まわれていた。

　真しん空くうが器き官かんに入り込み、容よう赦しやなく空気を奪うばっていく。眼がん球きゆうが出口を求めて動き回り、肺が引っ張られる。まったく呼吸ができない。

「真空ルフトレーア・ラオム。おれの得とく意い技わざだ。今回はスペシャルバージョン」

　喉のあたりをかきむしるが、まるで意味がない。声も出ず、意い識しきが勝かつ手てに薄うすれていく。

「和樹さん！」

　夕菜が駆かけ寄る。助け起こそうとするが、ヴィペールが邪じや魔まをした。彼女を蹴け飛とばし、遠くにやろうとする。

「待ってろ。あとでたっぷりかわいがってやる」

　和樹の喉への締めつけが強くなった。

「がっ……！」

　ほんの少しだけ、悲鳴が漏もれる。

　それを聞いたのか、夕菜の唇くちびるが動いた。

（和樹……さんを……よくも）

　なぜだかその声は、とても遠くから伝わってくるように感じた。

　周囲が明るくなった。まばゆい光を感じた。




　　　　○




「かおり先生。どちらにいらっしゃるんですか？」

　淳子の声が響ひびいた。

（知ってるくせに）

　かおりは心の中で毒づいた。衝撃シユトースを放はなった後、這はって隣室りんしつに転がり込んだのだ。もっと逃にげたかったが、身体からだが痛くてこれが限界げんかいだった。さっきと同じような暗い部へ屋やだが、やや狭せまい。

　なんだか焦こげ臭くさい。火が回っているのだろう。船の前方へ来ているようだ。

　淳子は開け放はなたれた扉とびらから、ゆっくりと入ってきた。

　船員の姿すがたが見えない。木もく材ざいの落らつ下かで気を失ったか、淳子が下がらせたのか。好こう都つ合ごうといえないこともないが、残った彼女がやっかいだ。

　なにか武器はと見回して、愕がく然ぜんとなった。

　なにもなかった。木の壁かべと崩くずれかけた天てん井じようがあるだけで、手に取れるものがない。使われていない部屋だ。

　身を隠かくしたり、盾たてにする道具もない。よりによって、最悪のところへ逃にげてしまった。

「あら先生、こんなところに」

　淳子が明るい顔をする。かおりは少しでも遠ざかろうと、壁かべ際ぎわに移動した。

「もう、駄だ目めですよ。無駄な抵てい抗こうをしては」

　たしなめるような語ご調ちようだった。ゆっくり歩いてくる。

「骨こつ折せつや出しゆつ血けつをしているのに、適てき切せつな治ち療りようもなしに動いちゃいけないんです。へたをすると筋肉が断だん裂れつしますし、血が止まりませんよ」

「それはどうもありがとう。ついでに医者呼んできてくれる？　保ほ健けん室しつの紅あか尉い」

「まあ。紅尉先生のこと、お好きなんですか」

「ううん、大だい嫌きらい。舳へ先さきから海へ突つき落としてやるの。アンタと一いつ緒しよに」

「減へらず口ぐちは無む傷きずのようですね」

　右みぎ脚あしを踏ふまれた。

「いっ……」

　悲鳴が口の中を跳はね回る。

「あまり女性らしくない叫さけび声ですわね」

　ねじるように、傷口の上で靴くつを回かい転てんさせている。かおりはそのたびに悶もだえ、苦く痛つうにのたうち回った。

「うふっ、かおり先生って、おもしろーい」

　淳子が口に手の甲こうを当てた。

「このまま殺しちゃうのが惜おしいくらい。そうだ。ねえ先生、則そく天てん武ぶ后こうって知ってます？」

「知ら……ない」

「いけませんね、教師がそんなこと言っちゃ。唐とうの時代の皇こう后ごうです。高こう宗そうの后きさきだったんですけど、反対者を殺さつ害がいして権けん力りよくを握にぎり、国名まで変えちゃいました」

「世界史嫌きらい。年ねん号ごう覚えるのが面めん倒どうくさいし、つまんない」

「この話は面白いですよ。則天武后は他の后を邪じや魔まだからって、酒さか甕がめに漬つけたんです。しかも手足を切せつ断だんして」

「うへっ……」

　ずっと昔の話だろうが、気分が悪くなった。

「かおり先生も、同じようにするんです。ガラスの甕に漬けて、みんなに見てもらえるようにしましょう。口に管くだを入れれば、栄えい養ようも取れますよね。そうすれば、いつまでも生きていけます。どうですか？」

　にこやかな笑顔だった。デパートでお気に入りの服を買うときも、好きな男に冗じよう談だんを言うときも、同じ顔をするのだろう。台詞せりふだけが狂くるっていた。

「……冗談じゃない」

　かおりは言った。

「手も足もないんじゃ、どうやってゲームをやればいいんだ。まだプレステ２のガンダム、クリアしてないんだよ。達磨だるまになりたきゃアンタがやんな。その面じゃ、誰も喜よろこばないけどね」

　淳子は顔をこわばらせた。足をどかすと、手のひらを上に向ける。

「……先生、あたしの慈じ悲ひをふいにするおつもりですか」

「そんなのが慈悲かよ。それにわたしは、わたしのことを名前で呼ぶやつぁ嫌きらいなんだ」

　淳子の手のひらに光が集まる。きらきらした粒つぶは急速に集中し、光こう球きゆうとなった。

　彼女はエネルギーの固まりを、鷲わし摑づかみにして振ふりかぶった。

「お祈いのりはなしです。死んでもらいます」

　まさに、光球が頭上に振り下ろされんとする刹せつ那な。

　かおりの視線は淳子の背後を捉とらえていた。

　一人の少女がいた。小こ柄がらで、頭からびしょぬれだった。服は所々破やぶけており、どこかを這はい上がったのか、指先から血を流していた。それでもその手は、黒くろ鞘ざやに収められた二に尺しやく二に寸すんの日本刀を、しっかりと握にぎっていた。

「神城……」

　かおりのつぶやきよりも早く、凜は駆かけた。

　淳子が振ふり向き、光こう球きゆうを投げつける。凜が走りながら鯉こい口ぐちを切る。光は少女の目の前で、魔力を帯おびた刀によって四し散さんした。

　彼女はスピードを緩ゆるめず突つっ込んだ。淳子が慌あわてて新しい光球を作ろうとする。もうそのときには、日本刀が迫せまっていた。

「…………！」

　銀色の鋼はがねが一いつ閃せんする。悲ひ鳴めいにならない悲鳴が響ひびく。シベリア生まれの転校生は、床ゆかに倒たおれて動かなくなった。

　凜は刀を鞘さやに収め、かおりに近寄った。

「……先生、ご気分は？」

「最低……」

　助かったと思った瞬しゆん間かん、猛烈もうれつな痛みが身体全体を襲おそったのだ。節ふし々ぶしが、苦く痛つうをフルオーケストラで演えん奏そうしていた。

「……にしても、キミ、今までどこにいたんだよ」

「海の中です。海中に転てん送そうされて、ずっと泳いでいました。それから船せん腹ぷくを登のぼって、ここまできたのです」

「そりゃ大したもんだ。敵、いなかったの」

「いました。全員ひっくり返っていますが」

「やるう……」

　凜の手が伸のびた。かおりの脇わきの下を支え、立たせようとする。

「歩けますか」

　かおりは手助けを拒きよ絶ぜつして、自分で起きようとした。壁かべに手をやる。

「……生徒の世話になるほど……」

　そこまで言ったところで、力が抜ぬけた。

「落ちぶれたか……」







[image: ]







　また手が貸される。凜はかおりよりも背が低かったが、なんとか支ささえてもらうことができた。

　ちらりと、淳子に目をやる。

「彼女……死んだの？」

「いえ、気を失っているだけです。助けますか」

「……いいや、そのままで」

　そろそろと歩き出す。足を踏み出すたびに、かおりは苦く痛つうにうめいた。

「痛いた……。上の甲かん板ぱんまで連れていって。船せん尾びの方に、連れん絡らく用ようのボートがあったはず。あそこで式森たちを待つから」

「はい」

「いい子ね。帰ったらファミコンの『オバケのＱ太郎ワンワンパニック』をあげる。あれ、いけるわよ」

「ゲームは嫌きらいです」

「あ、そ……」

　そのとき、頭ず上じようで鈍にぶい音がした。一度だけではなく、断だん続ぞく的てきに響ひびいている。そして木材が引き裂さかれるような音がしたかと思うと、船体が大きく傾かたむいた。

「これ、なに？」

　倒れそうになりながら、かおりがつぶやく。凜も分からないらしく、天てん井じようを見上げるだけだ。

「……神城、甲板に行くの中止。この音を確かめる」




　　　　○




　夕菜が光っていた。

　それは輝かがやきとは言えない。確たしかに発はつ光こうしているが、まるでまぶしさを感じなかった。どす黒いと表現したくなるような光だった。

　夕菜は光りながら膨ふくれていた。全身からにじみ出た、ねばねばするような粒りゆう子しが彼女の全身を包つつみ、身体を何倍にも大きく見せている。それは人の形を取ったまま、止まることなく膨ぼう張ちようしていた。

「なんだ……こりゃ……」

　ヴィペールが後ずさった。発光体が醸かもし出す言いようのない不ぶ気き味みさに、押おされたようになっていた。

　どろりとした、粘ねばっこい光はすでに部へ屋やの天てん井じようまで達たつしている。なおも大きくなっていた。

　バキッ、バキバキバキバキ。木材の折おれる音がして、光は天井を突つき破った。木もく片へんをまき散らしながら、穴を広げている。

　和樹は言葉もなくそれらを見つめていた。殴なぐられた痛みなど、とうの昔に忘れていた。

　夕菜の顔は真っ白だった。血の気がないという程度ですらない。白はく磁じのように透とう明めいで、冷たいものに変わっていた。彼女の目はそこだけが赤く、黒くて大きかった瞳ひとみは、紅ぐ蓮れんに変化したかのように燃もえ上がっていた。

　そして全身からは、怒いかりが吹ふき出していた。愛するものを傷きずつけられたことへの、純じゆん粋すいな怒りだった。

　ガアァァ……

　光の集合体が咆ほう吼こうした。腕うでは一ひと振ふりごとに外がい壁へきを破は壊かいし、天井を破り、床ゆかを抜ぬく。猛もう獣じゆうのように暴れていた。あらゆるものが粉こな々ごなにうち砕くだかれていく。

　荒あれ狂くるうその姿すがたは、魔ま物ものか、悪魔か。

　和樹は思いあたった。二十一万という、常じよう人じんにはない膨ばく大だいな魔力。体内に悪魔を飼っているという、彼女の父親の言葉。

　夕菜はその身の内に、人ならぬ異いなものを、潜ひそめていたのだ。

　船体が揺れた。壁の隙すき間まから浸しん水すいが起こる。とどまることを知らない破は壊かい行動に、ついに悲鳴を上げたのだ。傾けい斜しやしたまま復ふく原げんせず、徐じよ々じよに沈ちん没ぼつしていった。

「く……化け物が……」

　おそらく、この場でもっともよく状じよう況きようを理解したのはヴィペールだっただろう。彼は「夕菜を危険にさらせ」という命令の意味を、ようやく理解したのだった。目覚めさせ、力を確かめることが目的だったのだ。ただそれは、彼女ではなく和樹を危険にさらさなければならなかった。

　しかしそれを、他者に伝つたえられる余よ裕ゆうまでは、与あたえられていなかった。

　夕菜の腕うでが振ふられた。その動きを正確にトレースして、光の渦うずがヴィペールを襲おそった。

「ぐお……！」

　悲鳴は一いつ瞬しゆんだった。あまりの速さに避よける暇ひまもなく、ヴィペールの身体は持ち上げられ、叩たたきつけられた。さらにその頭を摑つかみ、振り上げ、何度も何度も床に打ちつける。

　男はすでに意い識しきをなくし、手足もだらりと垂れていたが、光の腕は行こう為いをやめようとしなかった。

「もういい……」

　和樹の口から、言葉が漏もれた。

「もういい、やめろ、やめるんだ、夕菜！」

　叫んだ。ヴィペールはまだ死んではいない。最さい低ていの殺ころし屋やだが、夕菜に人殺しをさせてはいけないという気持ちが上回った。

　光が動きを止めた。

　男の身体を放ほうり出す。そして和樹の方へ、手が伸のびた。

「夕……菜？」

　彼女の目は、いまだ燃もえさかっている。射いるような視し線せんで和樹を見ていた。その力に、身体がよろけた。

　轟ごう音おんがして、立っていた場所に穴が開いた。

　背筋が凍こおる。そこにいたら、身体が潰つぶれていただろう。

　夕菜は右手を引いた。光の魔ま物ものも同じ動きをする。

「夕菜、分からないのか、僕だ！」

　彼女には聞こえていない。破は壊かい衝しよう動どうにとらわれている。人を殺し、船を砕くだき、その身が海中に没ぼつしてもなお、暴れるのをやめないだろう。さらわれた孤こ独どく、ヴィペールにいたぶられた恐きよう怖ふ、和樹を傷つけられた怒いかりが、盲もう目もく的てきに動かしていた。
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「うああああっ！」

　夕菜が叫ぶ。光が吼ほえる。渦うずが和樹をかすった。

　衝しよう撃げきを受け、飛ばされた。空中を回かい転てんして、背中から落ちる。頭を打ち、視し界かいが暗くなる。意識が薄うすれていった。

「ちょ……なに、これ」

　女性の声が、和樹を失しつ神しんから引き戻もどした。かおりと、彼女を支ささえた凜がいる。

　二人は鬼き神しんと化した夕菜と、光の巨きよ体たいに茫ぼう然ぜんとしていた。

「先生、凜ちゃん、伏ふせて！」

　投げ出されたショックで、声がかすれた。二人に届いていなかった。

　夕菜が迫せまった。目に映うつるものは全すべて破壊すると決めているのか、親したしい人物だということに気づいていない。

　腕が上がった。かおりと凜を潰つぶさんと、力が込こめられる。

「やめろ！」

　和樹の身体が動いた。激げき痛つうを無む視しし、二人に飛びつくと床ゆかに押おし倒たおす。頭ず上じようを暴ぼう風ふうが抜ぬけていった。焼けつくような痛みと共に服が破やぶけ、傷きず跡あとを残した。

　仰あお向むけになった。炎ほのおの瞳ひとみを見み据すえる。

「夕菜！」

　光は収まらない。ますます大きくなっている。三人まとめて葬ほうむるつもりだ。

　彼女は両手を一いつ杯ぱいに広げた。

　魔力が噴ふん出しゆつされる。その力に押され、空気が暴風のようになって周囲を引き裂さく。身体が鞭むちのようにしなって、和樹に迫せまる。

　死の予よ感かんが襲おそった。

（夕菜が止まらない……でも、止めるんだ！）

　絶望を振ふり払はらい、力を込こめる。

　身体が軽くなった。

　和樹の魔法──残り三回しかない力。身体を月まで飛ばし、季き節せつすら変える巨大な魔力が充じゆう満まんしていく。

　初めて夕菜と会ったとき、彼女のために東京全ぜん域いきに雪を降ふらした。だがその力でも、止められるかどうか。

（止めるんだ、止めるとも！）

　魔力が身体の一点に集中する。そして──

　キン、と音がした。

　彼の胸からなにかが跳はねた。

　それは小さく輝かがやき、回かい転てんして宙に浮うき、落ちる。

　それだけだった。

　だがそれだけで、光の渦うずは拡かく散さんした。

　巨大な魔物は形を失い、粉こなのように流れていった。巻き戻しをするかのように、夕菜の身体に吸いこまれていく。

　嵐あらしは収まった。

　そして彼女は、倒たおれ伏ふした。




　和樹には夕菜の倒れる姿すがたが、スローモーションを見るように感じた。

「夕菜！」

　抱かかえ起こす。顔はいまだ白く、全身は冷たかった。

「ちょっと……宮間なの、それ」

　恐おそる恐る頭を上げたかおりが言う。猛たけり狂くるっていたのが夕菜だとは、にわかに信じられないらしい。

「ええ……」

　目を閉じた彼女に、さきほどまでの悪あつ鬼きの姿は感じられない。普通の少女であった。

「無事なの？」

「大だい丈じよう夫ぶですけど、意識がありません。凜ちゃん、治癒ハイルングは使える？」

「多少な」

　三人は夕菜の元に集まった。仰あお向むけに寝ねかせ、凜が手をかざそうとする。

「動かないで」

　声がした。

　全員、崩くずれた階段の下に立つ人物を見た。

　淳子だった。髪かみは乱みだれ、服は破けているものの、怪け我がをしてはいないようだ。気絶から目を覚まし、戦せん闘とう音おんを聞いて、ここまでやって来たのだ。

　和樹たちを見つめる目には、明らかな憎にくしみが宿やどっていた。

「律りち儀ぎに動かないでくれてありがとう……。どうでもいいんですけどね。全員殺すから」

「貴き様さま……」

　凜が日本刀を抜ぬく。淳子はちらと目をやり、

「とどめを刺ささなかったのが甘あまいわよ。それがどういうことか教えてやるわ」

　彼女の腕うでがわずかに動く。光が集まってボールのようになり、手全体を包んだ。

「殺してやるから……全員殺してやる。殺して、彼に首を捧ささげる」

　凜はダッシュをしようとしたが、距きよ離りがあった。淳子の動きのほうが早い。

「この距離なら外はずさない……みんな焼けただれて、死ね！」

　投げようと振ふりかぶる。

　手から光こう球きゆうが離はなれる寸前、彼女の全身が揺ゆらめいた。

　揺らめきは陽炎かげろうみたいにかすみ、炎ほのおとなった。灼しやく熱ねつが淳子の皮ひ膚ふを包み、服を燃もやし、髪を焼く。

　耳をつんざく絶ぜつ叫きよう。同時に毛け穴あなという毛穴から血が吹き出る。皮ひ膚ふの上で球となり、熱で蒸じよう発はつしていった。

　彼女はまるで松明たいまつのように燃え上がった。それでもなにかを見つけたのか、少しずつ、歩く。

　その先には、金きん髪ぱつの女性がいた。

　彼女は部屋の片かた隅すみに倒たおれていたが、目を開き、淳子を直ちよく視ししていた。その瞳ひとみは瞬またたかず、そらさず、しっかりと捕つかまえていた。

「ぐっ……よくも……よくも……ぐぐっ……あ……」

　最後は声にならない。

　淳子は自分の血の中で焼かれ、苦く悶もんのまま倒れると、動かなくなった。

　血まみれデイ・ブルーテイヒディステル──和樹たちは、その異い名みようの意味を、いまさらながら目のあたりにした。

　ディステルは、自力で起きあがった。腹ふく部ぶからは、まだ血が流れていた。

　かおりが、這はいながらであったが、近寄る。

「へえ、助けてくれたんだ」

「私も、やきが回ったものだ……」

「懐なつかしい言い回しを知ってるねえ。とりあえず、感謝しとく」

「……ふん」

　彼女は壁に寄りかかって、手を振った。

「早く行け。もうすぐ、この船は沈しずむ」

「アンタはどうする。このまま魚とお友達になるの」

「お前の知ったことではない」

　かおりは苦笑した。ディステルの返答を予想していたのか、腹を立てたりはしなかった。和樹を向いて、

「脱だつ出しゆつしましょう」

「でも……」

「いいって。ディステルはね、わたしたちと同じ船には乗れないんだよ。彼女はただ一人。ずっとそうなんだ」

　それが仲間にも友達にもなれないという意味なのか──和樹には分からなかった。

　和樹が夕菜を抱かかえ、凜がかおりに肩を貸かす。最上層の甲かん板ぱんに登り、船から離れる必要があった。

「カオリ……」

　金髪の女性が、小さい声で言った。

「なに？」

「……じゃあな」

「……じゃあね」

　かおりの返事は聞こえたのだろうか。それは分からない。ディステルはうつむき、表情を見せなかった。
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　ゆっくりと、瞼まぶたが開いた。

「和樹……さん？」

「うん」

　和樹はゆっくりとうなずいた。夕菜は、

「わたし……捕つかまっていて……追われて、和樹さんに会って、それから……あれ」

　朦もう朧ろうとしているのか、要よう領りようを得えなかった。

「あ……ここは……」

「船の中」

　四人は甲板デツキに出た後、船せん尾びに備そなえられていた雑用艇ジヨリーボートに乗った。他の船は船員が脱だつ出しゆつに使ってしまったのか、一いつ艘そうだけが残っていた。

　オールを漕こいで十分離はなれた後、夕菜の治ち療りように専せん念ねんした。

　彼女が身体からだを起こす。和樹は立ち上がりやすいように、背中を支えた。

「伊庭先生……凜さん」

　かおりがＶサインをする。凜がその行こう為いに眉まゆをひそめた。

　波の向こうでは、半はん壊かいした『フリードリヒ・デア・グローセ』が縦たて揺ゆれを繰くり返している。波なみ間まに漂ただよう遭そう難なん船せんと、ほとんど変わらなかった。

「わたし……どうしてしまったんでしょう。なんだか、凄すごく疲つかれて……ずっと身体を動かしていたみたい」

　魔ま力りよくを発はつ散さんして暴れていたのだ。疲ひ労ろうは激しいだろう。言葉にも元気はない。

「……よく、覚えてないんですけど……とても、嫌いやなことがあったんです。もう、本当に死んでしまいたいくらいに。どこかに行ってしまいたいって、思ってました。でも、その、なにか光って、それを見たら力が抜けたような」

　彼女は和樹の胸むな元もとに目を止めた。

「あ……これです。これが見えて」

　銀の鎖くさりに繫つながれたペンダントだった。十字を模もした細さい工くが、きらりと光る。彼女はこれを目にして、力を収めたのだった。

「なんだか、暖かいっていうか、すごく気分がよくなって……。幸せだったんです。そうして目を開けたら……ええっと」

　和樹はペンダントを胸から外はずした。

「はい」

　夕菜はまだぼんやりとしながら、受け取る。

「ありがとうございます……そうです、目を開けたら、和樹さんがいました」

　彼女はにっこりと笑った。

　和樹は顔が赤くなった。

「きっと、和樹さんが、和樹さんがわたしを連れ戻もどしてくれたんですね」

「いや……違ちがうんじゃ……ないかな」

　夕菜は不思議そうな顔をした。

「じゃあ、誰なんですか」

「…………」

　和樹は顔どころか全身を紅こう潮ちようさせ、うつむいた。恥はずかしさが、津つ波なみのように襲おそっていた。

「だ、誰でもいいじゃないか」

「よくありません。和樹さん以外の人に助けられても、嬉うれしくありませんから」

「だって、伊庭先生だって凜ちゃんだっているじゃないか」

　言われた二人は、揃そろってとぼけた。

「わたしは別に……」

「私も」

　夕菜が口をとがらせる。

「ほら。はっきり言ってください。『僕が助けた』って」

　追いつめられた和樹は囁ささやくような声で、

「……けた」

「聞こえません。もっとはっきり言ってください」

「い、いいじゃないか」

「駄だ目めです！」

　水平線から朝日がこぼれる。反対側からは、ヘリコプターの爆ばく音おんが響ひびいた。編へん隊たいを組んで飛んでくるのが見える。

「ほら、助けがきた。きっと玖里子さんだよ。さっき念ねん話わで知らせがあったんだ。早く漕こがないと」

「もうっ！」

　夕菜はそっぽを向いた。
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　ヘリの音は、いっそう大きく聞こえてきた。




　和樹たち四人は、玖里子の手て配はいしたヘリに救出された。

　帆はん船せんからは負ふ傷しようした船員と、意い識しき不ふ明めいの重じゆう体たいだったヴィペールも連れ出された。彼らはかおりの「雇やとい主ぬし」が、どこかへと連行していった。

　淳子の死体は回収されなかった。人の形をとどめておらず、船内に放置された。

　生きていたはずのディステルは、どういうわけか見つからなかった。それを聞いたかおりは、「しぶといからね……」とだけ言った。

　帆船『フリードリヒ・デア・グローセ』は数時間海上に浮うかんでいたが、やがて自然に沈ちん没ぼつした。もちろんニュースにはならない。沈しずむ直前、別の船が近づいていたとの情報もあったが、確認されていない。

　和樹たちは翌日学校を休み、その次の日から登とう校こうした。かおりだけは重じゆう傷しようのためベッドから出られず、事情を知らない生徒たちから、またも「なんだあの担たん任にん」と思われる羽は目めになった。

　体力の回復した夕菜は元気に授業を受けている。和樹は彼女に、帆船の中で本当にあったことを話していない。

　こうしてクラスの中でぼんやりとしていると、あの出来事が噓うそのような気がしてくる。

　しかし和樹はときどき、嫌いやな考えに見み舞まわれる。こうして夕菜が一いつ緒しよにいるのは、仕組まれたためではないかと。ただの思いこみだが、なんらかの力が働いて、二人は知り合ったのではないかと。そして彼女の内なる悪あく魔まを目覚めさせるのは、自分だけなのではないかと。

　もし彼女が、またも暴走するときがあったら、自分に止めることができるのだろうか。あのときはたまたまうまくいっただけで、そんな僥ぎよう倖こうは、もう二度と訪おとずれてこないかもしれない。

　右みぎ隣どなりで授業を受けている夕菜の顔に暗くらさはない。次に彼女の身になにかあったら、僕にはなにができるだろう。

　──だが、今は考えるまい。

　あの笑顔が見られるだけで、十分なんだ。

　彼女の胸のペンダントが、きらりと光った。







　あとがき







　築つき地じです。文庫のあとがきを書くのもずいぶん久しぶりになりました。諸事情により発売が延びてしまいましたが、長編版『まぶらほ』をお届けします。




　この作品の舞台は現代日本ですが、お読みになった方はご存じの通り、細さい部ぶが微び妙みように異ことなっています。とくに主舞台である晴海はるみは見本市の会場が未いまだ存そん続ぞくしていて、東京ビッグサイトは建けん設せつされていません。

　その晴海も十年以上前の姿がモデルになっています。私は子供の頃、このあたりにはかなり通かよいました。

　そのころはアレルギー性鼻び炎えんだったので、晴海の隣となり、月つき島しまにある医者に通かよっていました。週二回、自転車で二十分ほどの距離を通つう院いんするのですが、当時はともかく、今ではちょっとしんどいかも知れません。ぐずぐず音ばかり立てる鼻はなを押さえ、雨の日も風の日も根こん気きよくペダルを漕こいだことには、我われながら感心しています。

　唯ゆい一いつの楽しみは、春はる海み橋ばしからＩＨＩの工場を眺ながめることでした。ちらりと見えるガントリークレーンと運うん河がに浮いている護ご衛えい艦かんは、いつまでも飽あきさせない光こう景けいです。双そう眼がん鏡きようを持ち出して食い入るように見つめることもしばしば。たまに警けい察さつ官かんが怪け訝げんな顔で通り過ぎていきましたが、捕まらなかったのは外見が幼おさなかったからでしょう。

　晴海は治ち療りようが終わってからうろうろしていました。船を間近に見るにはここしかなかったのです。巨大な貨物船とずらりと並ぶ倉そう庫こ群ぐん、敷しき地ちにそびえる国際展示場の建物は、狭せまい東京というイメージからかけ離れたものです。

　晴海埠頭からはお台だい場ばが見えて、よく遊びに行きました。本当になにもなかったので、やることはキャンプか釣つり。

　夜は真っ暗で、耳が痛いたくなるほど静かなときもあります。さすがにスモッグで星は見えませんが、いくら騒さわいでも文もん句くを言われないのはいい環かん境きようです。水飲み場がえらく遠かったのが唯一の不満でしょうか。

　あれからン十年、晴海の展示場も今はなく、ＩＨＩの工場も移い転てんしました。お台場は目を疑うばかりの変へん貌ぼうで、人間の技術力に呆ぼう然ぜんとするばかりです。東京でもっとも流行から取り残されたはずの土地が、今や最さい先せん端たん。変われば変わるものです。

　今回の作品で晴海が登場するのは、半分ノスタルジーからです。今のビッグサイト周辺には土と地ち勘かんがない、というのもあるんですが。




　ノスタルジーついでに、作中で複ふく葉よう機きを登場させてみました。一応全て実じつ在ざいしています。今回はドイツ機ばかりだったので、機会があったらイギリス機やフランス機も登場させようと思っています。

　また、後半の舞台となる『フリードリヒ・デア・グローセ』ですが、この船自体は実在していません。ただ歴れき代だいドイツ海軍の艦かん隊たい旗き艦かんは、みなこの名前がついているんだそうです。そんな船がのこのこ日本に来るかというと……ははは。ちなみに私の頭の中では、フリゲート艦の設定です。




　さて、『まぶらほ』という名を初めて知る方に作品解説です。この作品は、月刊ドラゴンマガジン二〇〇〇年八月号第三回龍皇杯に掲けい載さいされた同名の短編を元にしています。龍皇杯とは作家が作品を持ち寄り読者投票を元に連載を決定するもので、この回は『まぶらほ』が栄えい冠かんに輝きました。現在もドラゴンマガジン誌上で連載されています。

　この長編は連載分を一つにまとめたもの、ではありません。こちらはいわばスペシャルバージョンで、話の雰囲気が微妙に異なっています。ただし主役の式しき森もり和かず樹き、宮みや間ま夕ゆう菜なとも同じであり、こちらから読み始めてもまったく支し障しようはありません。

　文中にちらりと触れられる和樹の魔法回数、夕菜との出会い等は、ドラゴンマガジン誌で展開されています。

　こちらも文庫になって出版される予定ですので、よろしければ本作品とあわせてお読みください。




　最後になりましたが、ウォーゲームの相手をしてくださる市いち川かわ丈たけ夫お先生と、酒しゆ宴えんに誘さそってくださる賀が東とう招しよう二じ先生にお礼申し上げます。おかげで長編を書き上げた後のざらざらした心が静まりました。

　現担当のＫ氏には、なかなか上がらない長編を辛しん抱ぼう強く待っていただきました。左眼の視力が病気で低下し「俺、失しつ明めいするかも……」とブルーになっていた気持ちを吹っ切り、ようやく完成させることができました。ありがとうございます。

　また、特に次のお二方には厚あつくお礼申し上げます。前担当のＫ氏には、龍皇杯掲載にあたり様々なアドバイスとご支し援えんを頂いただきました。三本提出した企画の中から「絶対これにしとけ。タイトルはこうしろ」と断だん言げんし、実現させる力には感かん服ぷくしました。さすが『ザ・サード』をヒットさせた敏びん腕わん編へん集しゆう者しや。

　さらに連載と本作品にイラストを描かれている駒こま都つえ～じ氏に、最大限の感謝を捧げます。『まぶらほ』人気は氏の画力に負うところ大です。





二〇〇一年九月一八日　築地俊彦












まぶらほ




～ノー・ガール・ノー・クライ～








築つき地じ俊とし彦ひこ
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